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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その夜、ラバンの街は風が強かった。

　湿しめった綿のようにずっしりとした黒雲が空全体を覆おおって、ゆるやかにのたうちながら東へ流れてゆく。今夜は満月のはずだったが、月の光は厚い雲の層にはばまれ、形さえ定かでない。雨はまだ降っていなかったが、いつ降りだしてもおかしくない天候だった。地上の明かりと言えば、城の衛兵が掲かかげる松明たいまつと、夜遅くまで開いている数すう軒けんのいかがわしい店の灯だけだ。ラバンの街は闇やみの底に沈しずみ、ごうごうという荒々しい風の咆ほう哮こうを聞きながら、じっと息をひそめているようだった。

　この街でいちばん高い建物、チャ゠ザ寺院の大理石の鐘しよう楼ろうの頂部では、生暖かい風が渦を巻き、ひときわ高いうなりをあげていた。砂さ漠ばくの民のターバンを思わせるドーム状の屋根の下には、市民に親しまれている青銅の鐘がぶら下がっている。一日に二度、時を告げるその鐘は、子供がすっぽり隠かくれられるほどの大きなもので、鳴らすためには二人がかりでロープを引かねばならない。強い風の中でも、それはほとんど揺ゆれていなかった。

　その鐘の下で、小さなランタンの明かりが見え隠れしていた。鐘楼の下を通りかかる者が顔を上げ、その灯をちらりと目にしたとしても、見み間ま違ちがいだと思ってすぐに忘れてしまっただろう。こんな時刻に鐘楼に登る者がいるはずがないからだ。

　灯火の傍かたわらでは、ふたつの影が動いていた。男と女である。二人とも体にぴったりと合った黒い服を着ており、闇にほとんど同化していた。

　男の方はがっしりとした体格で、虎とらのような印象があった。ほの暗い光に照らされた顔は、そこそこ男前である。彼はランタンの風下、すなわち東側にどっかり腰こしを降ろしていた。この寺院から通りをふたつ隔へだてた東側には、ラバンの領主の城がある。男はその体でランタンをかばい、城じよう壁へきの上に立つ衛兵の目から光を隠しているのだった。

「……で、俺はその騎き士しくずれの嫌いやな野や郎ろうに言ってやったね。『そんなに先導したいなら、後ろでとやかく言うんじゃなく、先頭に立って歩きゃいいだろう』ってな。そしたらそいつは、せせら笑って、『先頭に立って罠わなにひっかかるのが、お前たち盗とう賊ぞくの役目だろう』ってぬかしやがった」

　男は押おし殺した声で昔の体験談を語りながら、用意してきたロープの点検に余念がなかった。ロープは太いものと細いものの二本があり、闇の中で目立たないよう、どちらも黒い油が塗ぬられている。

「……で、いよいよお宝の箱を発見した時も、その野郎は離はなれたところにいて、俺が罠をはずすのを何もせずに見守ってるだけだった。罠をはずして蓋ふたを開けてみると、噂うわさ通り、中にあったのはキンキラキンのアンクレット（足飾り）さ。そのとたん、俺は咽の喉どを押さえて後ろ向きにひっくり返ると、床ゆかの上でのたうち回りながら叫さけんだ。『く、苦しい！　毒ガスだあ！』ってな。我ながら名演技だったね。そいつは慌あわてて部屋から飛び出して、廊ろう下かを駆かけ戻もどって行った。その隙すきに、俺はアンクレットをひっつかんで、反対側の扉とびらからずらかったのさ。そいつとは二度と会ってない」

「……で、その魔ま法ほうのアンクレットとやらはどうしたの？」

　女は疑り深そうに言った。男が虎ならば、女の方は黒くろ豹ひようだった。均整のとれたしなやかな体の中に、危険な攻こう撃げき性せいを秘めていた。腰まで伸のびた長い黒くろ髪かみ。子供時代のあどけなさの残る顔は、しかし、不敵な笑みに彩いろどられていた。

「さあって、どうしたかなあ」男は急に口調を変え、そわそわした。「うん、そうだ。故買屋に売ったんだ。金に困ってたからな」

「はあん？　きっとアンクレットの似合う脚あしのきれいな故買屋なんでしょうね」

「おい、よせよシャルミナ。この世でいちばんきれいな脚をしてるのはお前だって、何度も言ってるじゃねえか」

　シャルミナと呼よばれた女は、ふん、と顔をそむけた。「どうだか……あたしにはアンクレットなんかくれたこともないのに」

「盗賊がそんなものしてどうすんだよ……前に指輪をやっただろう？」

「あの虫の呪のろいがかかってたやつ？　あれを解くのにどれだけ苦労したことか！」

「あんな昔の話を蒸むし返すのか？　そもそもあれはだな──」

「しっ！」

　女は男の言葉を制し、彼の背後を指さした。男が振ふり返ると、闇やみの向こう、黒いのっぺりとしたシルエットとなってそそり立っている城壁の上を、小さなたいまつがゆっくり動いているのが見えた。

「……巡じゆん回かいか」

「ええ。あれが通り過ぎたら、しばらく次のは来ないわ。その合間が勝負よ」

「なあ、本当にやるのか、シャルミナ？　考え直すなら今のうちだぜ」

「考え直す？　はっ！」

　女は男の言葉を鼻で笑いとばした。

「びびってるの、ダバール？　何か月も前から計画してたことじゃないの。道具は用意したし、練習もした。おあつらえむきに空は真っ暗、風向きも完かん璧ぺき……こんな絶好の夜はないわ。この機会を逃のがしたら、次の機会は何か月後になるか分かりゃしないわ」

「分かってるよ、言ってみただけだ」ダバールは肩かたをすくめた。「お前が何かすると決めたら、誰だれにも止められないからな」

「そういうことよ」

　彼女は背負い袋ぶくろの中から別の道具を取り出した。ベッドのシーツほどの大きさの長方形をした真っ黒な布である。四よ隅すみには紐ひもが縫ぬいつけてある。シャルミナはそれを自分の両手両足首に結びつけばじめた。

　風が強いので布がはためき、面めん倒どうな作業であったが、どうにか二分ほどかかってやり終えた。シャルミナは布をマントのように背にまとう格かつ好こうになった。さらに二本のロープの端はしを腰こしにくくりつける。ロープのもう一方の端はダバールが持っている。

「衛兵は？」

「行ったらしい。光は見えない」

「じゃ、行くわよ。押おさえてて」

　そう言うと、シャルミナはかたわらに置いてあった魔ま術じゆつ師しの杖つえをつかみ、注意深く風に背を向けて立ち上がった。黒くろ髪かみが風にひるがえる。ダバールはランタンにカバーを降ろして光を消すと、手探りでシャルミナの背後に回りこんだ。黒い布を腰のあたりでぎゅっとつかみ、はためかないようにする。古代語魔ま法ほうを使う時には、複雑な身み振ぶりが必要とされるので、布が邪じや魔まにならないようにする必要があった。

　シャルミナは杖を目の前にかかげると、空中に文字を書くかのように、さっと振り回した。同時に口の中で小さく呪じゆ文もんを唱える。

　彼女の足が床ゆかを離はなれた。体重が消しよう滅めつし、宙に浮ういている。

「放して！」

　シャルミナが叫さけぶ。ダバールがつかんでいた布を放すと、彼女の体は風に流され、鐘しよう楼ろうの外に押し出されてゆく。

　彼女は空中で反転した。風上に顔を向け、手足を大きく広げると、背中にまとっていた黒い布がまともに風を受け止め、ばっとふくらんだ。空気の抵てい抗こうが増し、すごい勢いで城の方向へ吹き流されてゆく。ダバールは慌あわてて太い方のロープをつかみ、流されてゆく速さを調節した。

　シャルミナは夜の風に乗って、地上約四階の高さを後ろ向きに飛んでいた。沈ちん黙もくした黒い町並みが足の下を流れ過ぎてゆく。黒い鐘楼が見る見る遠ざかり、ダバールの姿を見分けることができなくなった。

　ダバールの方でも、シャルミナの姿は背景の夜空にまぎれ、ほとんど見えなくなっていた。明かりをつけるわけにはいかない。ここから先は手探りである。ロープのしなり具合から、ロープを繰くり出すタイミングを見計らわなくてはならないのだ。山の中でこっそり練習を重ねたとは言え、難しい作業である。

　ロープが摩ま擦さつ熱ねつを発しながら手の中をすり抜ぬけてゆく。と、固いかたまりが手に当たった。目印のための結び目だ。鐘楼から城壁までの距きよ離りを計り、その寸前でロープが止まるようにしておいたのだ。

　後退を続けていたシャルミナは、腰こしを強く引っ張られ、小さくうめいた。太い方のロープが水平にぴんと張った。細い方のロープには少し余よ裕ゆうがあり、空中に垂れ下がって、風の中で蛇へびのように踊おどっている。

　彼女の体は城壁の手前で上下に揺ゆれていた。城に背を向けているので、壁かべが見えないのは幸いである。鐘楼の方が城壁よりわずかに高いとはいえ、ロープが下に揺れた時には、壁より低くなってしまう。ダバールがロープを繰くり出すタイミングを間ま違ちがえたなら、石の壁に激げき突とつすることになるのだ。城壁の下は、緑色の濁にごった水をたたえた深い濠ほりである。

　彼女は両りよう腕うでを広げたまま、脚あしを少し閉じた。こうすれば布は逆三角形になり、下向きの風の流れが生まれるのを、練習で知っていた。彼女は体が押おし上げられるのを感じた。しかし、この状態は不安定で、ほんの数秒しか続かない。じきに厄やつ介かいなスピンが生じてしまうのである。

　打ち合せの通り、ダバールは五つ数えてから手をゆるめた。ロープがまたするすると伸のびてゆく。

　シャルミナは城壁を飛び越こえた。すかさず脚を広げて、安定を取り戻もどす。右横に円えん筒とう形の大きな塔とうが見えた。頂部には明かりのついた部屋があり、円形のテラスがそれを取り巻いている。あれに取りつくことができれば……。

　彼女は体を傾かたむけ、風の流れを操った。空中に大きな弧こを描いて、体が右に流れてゆく。一度目は勢いがつきすぎ、塔の側面に激突しそうになった。慌あわてて体を反対側に傾け、反転して塔から離れた。

　二度目のアプローチも失敗した。塔のテラスの手すりをつかもうとしたのだが、今度は振しん幅ぷくが小さすぎ、手が届かなかったのだ。

　三度目はうまくいきそうに思えたのだが、もう少しで手が届くという時に、不意に風の勢いが変わり、バランスが崩くずれて高度が落ちてしまった。ゆるい方のロープが城壁に当たり、ばしんという思いがけない大きな音を立てる。

　さすがに、ちょっとあせってきた。『浮ふ遊ゆう』の呪じゆ文もんはそれほど長く続かないし、こんな状態では呪文をかけ直すことも不可能だ。呪文の効果が切れたら、城の中庭に落下してしまう。
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「このいまいましいズボンめ……」

　シャルミナは空中で揺れながら、小声で毒づいた。彼女はふだんの〝仕事〟の時は、なるべく軽けい装そうをしており、長いズボンやスカートをはかない（ダバールが彼女の脚が隠かくれるのを嫌いやがるせいもあるが）。しかし今夜は、闇やみにまぎれる必要があったので、細身の黒いズボンと長なが袖そでのシャツを着ていた。着慣れないうえ、汗あせでまとわりつき、ちょっと動きにくい感じがする。

　四度目のアプローチで、ようやくうまくいった。手すりについている趣しゆ味みの悪い彫ちよう刻こくをつかみ、体を引き寄せる。どうにか手すりをまたぎ越えたところで、ちょうど魔ま法ほうが切れた。重力が戻もどってきて、シャルミナはどさりとテラスに転げ落ちた。

　彼女は素早く紐ひもをほどき、不要になった黒い布を捨てた。布は風に飛ばされ、鳥のはばたくような音をたてながら、夜の空に消えた。彼女はさらに腰こしのロープをはずし、テラスの彫刻に巻きつけた。

「何なの、今の音？」室内で若い娘むすめの声がした。「何かぶつかったみたい」

「コウモリだろう」男の声がした。「それとも幽ゆう霊れいかな。はは」

「いやだ、こわいわ」

「だいじょうぶ。ただの夜の風さ」

　先手必勝。シャルミナは窓を蹴け破やぶって中に飛びこんだ。さほど広くはないが、贅ぜい沢たくな装そう飾しよくの寝しん室しつである。大きな円形のベッドの中にいた男女が、驚おどろいて起き上がった。金きん髪ぱつの女の方は懸けん命めいにシーツを胸までひっぱり上げようとしている。シャルミナは男の方の顔を知っていた──フォルク・ブリード。このラバンの領主である。

「何者だ!?」

　フォルクは叫さけんだ。ほっそりした高貴な顔立ちだが、鷲わしのような油断のない眼をしており、ダバールとは違ちがう意味でいい男だった。今年で三十二歳さいになるはずである。突とつ然ぜんの事態にもさほど取り乱した様子がないのは、さすがと言うべきだろうか。

　シャルミナはにんまりと笑った。「ただの夜の風ナイトウインドよ」

　フォルクはベッドの傍かたわらに置いてある剣けんに手を伸のばした。一いつ瞬しゆん早く、シャルミナは杖つえを彼らに向け、呪じゆ文もんを唱えた。目に見えない『眠りの雲スリープ・クラウド』がベッドを包みこむ。フォルクは剣をつかみそこね、ぶ厚い絨じゆう毯たんの上に裸で転げ落ち、糸の切れた人形のように動かなくなった。女は悲鳴をあげようとしたが、口を大きく開けた拍ひよう子しに『眠りの雲』をたっぷり吸いこんでしまい、まぬけな表情で眠ねむってしまった。




　　　　２




「さて……と」

　シャルミナはひと息つくと、腰に吊つるしていた小型のカンテラに、室内にあったランプの火を移した。それを持ってテラスに出ると、ロープがしっかり彫ちよう刻こくに巻きついているかどうかを確認する。それから、カンテラのカバーを上げ下げして、光を明めい滅めつさせた。

　鐘しよう楼ろうでいらいらしながら待っていたダバールは、その合図を見てほっとした。手はず通り、太い方のロープを強く引いて、鐘楼の柱に固く巻きつける。細い方のロープは自分の腰こしに結びつけた。次に、樫かしの木でできた滑かつ車しやを取り出し、ぴんと張った太いロープにひっかける。準備が終わったところで、カンテラで合図を送った。

　シャルミナが細い方のロープをたぐり寄せると、ダバールはするすると空中を滑すべっていった。よく油が塗ぬられた滑車は、ダバールの体重をぶら下げているにもかかわらず、ほとんど音を立てない。

　途と中ちゆう、一度だけ、ひやっとしたことがあった。滑車がひっかかって動かなくなったのだ。ロープが車輪からはずれて軸じくの部分に食いこんだらしい。ダバールはロープによじ登り、いったん滑車をはずして、もう一度ひっかけ直さなくてはならなかった。

　手間取ったものの、どうにか十分ほどでダバールは塔のテラスに到着した。滑車をはずし、腰のロープをほどく。太いロープはしばらく張ったままにしておくが、真っ異なので発見される心配はないだろう。

「どうだ、シャルミナ？」とダバール。

「ナイトウィンドとお呼よび」

　ダバールは眼をぱちくりさせた。「何だ、そりゃ？」

「あたしの名前よ。気に入ったの。今日からそう名乗ることにする」

　ダバールは冗じよう談だんかと思ったが、彼女は本気だった。ずっと以前から、シャルミナなどという名前はお嬢じようさんっぽくて、自分には不似合いだと思っていたのだ。有名な盗とう賊ぞくはたいてい仇あだ名なを持っているものである。この大だい胆たんな計画がまんまと成功すれば、『ナイトウィンド』の名は天下に広まることだろう。

　二人は寝しん室しつに入った。フォルクはドラゴンを模した小さな銀のペンダントだけを身につけて、絨じゆう毯たんの上でみっともなく眠ねむりこけている。それを見て、ダバールは下品な笑いを浮かべた。

「おやおや、寝ね相ぞうの悪い領主様だぜ」

　ダバールはくすくす笑いながら、フォルクの傍かたわらに転がっている剣けんを取り上げ、手が届かないよう部屋の隅すみに放り投げた。それから腰に吊つるした愛用のショート・ソードを抜ぬき、その先せん端たんでフォルクの額をつついた。

「起きな、領主様。朝だぜ」

　フォルクは眼を開けた。しばらくはよく状じよう況きようが理解できず、二人の侵しん入にゆう者しやの顔をぼんやりと見比べていたが、やがて毅き然ぜんとした表情を取り戻もどし、体を起こした。

「ローブを着てもよいかな？」

「どうぞ」

　ダバールが言うと、フォルクは立ち上がって、近くの椅い子すにかけてあったローブをまとった。青い絹きぬに金と銀の糸が刺し繡しゆうされた上等なもので、平へい凡ぼんな庶しよ民みんには一生触れる機会もないような品である。正せい装そうにはほど遠いが、どうにか威い厳げんを取り戻すことができた。

　ダバールは油断なく剣をかまえていた。この計画を立てた時には、領主が無法者に剣を突きつけられて、おろおろと命いのち乞ごいをする光景を夢想していたので、いっこうに取り乱している様子のないフォルクの態度には、しゃくにさわるものがあった。フォルクのちょっとした動作や表情のひとつひとつに、庶民を見下す横おう柄へいさが感じられた。それは支配者としての人生を通じてしみついた「王者の匂い」とでも呼よぶべきもので、裸にしたぐらいで消えるものではない。武器を突きつけているにもかかわらず、相手の方が優位にあるような錯覚すら覚え、ダバールは少し不安になった。

「お前たちの名を訊きこうか」

　フォルクは『べつにお前たちの名など知りたくない』という表情で言った。ダバールは負けじと、ぴんと背を伸ばして答えた。

「俺はダバール。こいつはシャ……」

「ナイトウィンド」黒くろ髪かみの娘は、腰に手を当てたきどったポーズで、自分の新しい名を名乗った。

　フォルクは眉まゆをひそめた。「知らぬな」

「昨日きのうまでは無名だったけどね。今夜からは有名になるよ。覚えておいて」ナイトウィンドは不敵に笑った。

「ふむ……私の命を狙ねらったわけではないようだな。とすると、目的は金か？　それにしては面めん倒どうなところを選んだものだな。普ふ通つうの盗とう賊ぞくなら、わざわざ領主の寝しん室しつなど狙ねらわぬものだが」

「挑ちよう戦せんよ」

「ほう？」

「確かに普通の盗賊はこんなところに忍びこもうとは思わないでしょうね。でも、あたしらは普通の盗賊じゃない。大盗賊よ。誰にも入れないところに入って、誰にも盗ぬすめないものを盗むのよ」

「大きく出たな」

　フォルクは苦笑した。そして、まるでダバールの突つきつけている剣けんが目に入らぬかのように、すたすたと窓の方へ歩み寄った。

「おい！」

「いや、心配はない。衛兵を呼よんだりはせん。大盗賊とやらの手口に興味があるだけだ」

　そう言ってフォルクはテラスをのぞきこみ、彫ちよう刻こくにくくりつけられた黒いロープをしげしげと観察した。

「なるほど、これを伝わって来たのか。たいした曲芸だな──しかし、逃にげる時はどうするつもりだ？」

「難しいのは入る時だけよ」とナイトウィンド。「衛兵は外からの侵しん入にゆう者しやだけを警けい戒かいしてるからね。出ていく方はずっと簡単だわ」

「なるほど」

　その時、ベッドの中にいた娘むすめが、うめきながら目を覚ました。「何？　どうしたのいったい……？」彼女は頭を振ふり、乱れた金きん髪ぱつの合間から、焦しよう点てんの合わない空色の瞳ひとみで部屋の中を見回した。その視線がダバールにぶつかったとたん、事実に気がついたらしく、美しい顔に驚おどろきの表情が浮うかんだ。何かを叫さけぼうとして口を開ける。

　すかさずナイトウィンドが飛びかかり、娘の咽の喉どに短剣を突きつけた。娘は悲鳴を途中で飲みこんだ。

「何か叫んでごらん。それがあんたの臨りん終じゆうの言葉になるよ」

　娘は顔を蒼そう白はくにして、ぶるぶると首を振った。数秒後、彼女は白目を剝むき、ふかふかの枕まくらにぐったりと沈しずみこんだ──また失神したらしい。

「ご婦人には手をかけないでくれたまえ」フォルクが不ふ機き嫌げんそうに言った。「そんな野や蛮ばんな真似はしないはずだ──本物の大盗賊ならな」

「ああ、傷ひとつつける気はないわよ。あんたがおとなしくしててくれりゃね」

「もちろん、おとなしくする。私は野蛮なことは嫌きらいだ」

　二度も「野蛮」と言われ、ナイトウィンドは顔をしかめた。

　ダバールはフォルクが不ふ審しんな動きをしないよう注意していたが、ベッドの中にいる裸の娘への興味も隠かくせなかった。注意深くベッドに近づき、娘のあどけない横顔をちらりとのぞきこむ。

「見たことのある娘だな──どっかの酒場で踊おどってなかったか？」

「ふむ。そんなことを言っていたな」とフォルク。

「どうやってそんな娘、城にひっぱりこむんだよ？　領主様が下町の酒場にしょっちゅう通っているわけでもあるまいに」

「もちろん違ちがう。気が向けば、私が自分で街に探しに行くこともあるが、その必要はない。何もしなくても女たちの方から来るのだ」

「へえ？」

「この娘もそうだ。新しく衛兵に雇やとった男が、私の機嫌を取ろうと、自分の妹を差し出したのだ。珍めずらしいことではない」

　ダバールは露ろ骨こつに不ふ愉ゆ快かいな表情をした。義ぎ憤ふんやモラルからではない。やっかみと不公平感からである。（いつも俺が女をひっかけるのに、すごい苦労をしてるってのに、こいつときたら……）

「……で、その兵士は、ご褒ほう美びを賜たまわるわけだな？」

「まさかな。出世のために平気で妹を差し出すような男は、どうせ無能に決まっている。罰ばつしたり、放り出したりはしないが、出世もなしだ」

「あきれたな！　ただ食いってわけかい!?　領主様ってのはいいご身分だねえ！」

　さすがにフォルクは機嫌をそこねたらしく、顔色を少し曇くもらせた。

「私が領主であることが不満なようだな？」

「当たり前だろ！　ふんっ！　同じ人間なのに、生まれが違うっていうだけで、金も女もうまい酒もひとり占じめにできるんだからな！」

「……私が領主としての務めをおろそかにしているというなら、非難されても文句は言うまい」フォルクは腕うでを組み、けわしい目つきをした。「しかし、私はこの国の秩ちつ序じよを維い持じするという大きな務めを、ちゃんと果たしている。そのうえで、支配者としての特別の利益──お前たちが言う〝役得〟というものを得ているのだ。どこが悪い？」

　ダバールは少したじろいだが、じきに虚きよ勢せいを取り戻もどした。

「ふん！　領主としての務めときたか！　だったら俺たちも、盗とう賊ぞくとしての務めを果たさせてもらうぜ」

「盗とりたければ盗るがいい。ほら、宝ならそこにある──盗れるものならな」

　フォルクは顎あごをしゃくって、部屋の隅すみにあるキャビネットを示した。腰の高さぐらいしかないが、全体が鉄でできており、かなり重そうだった。正面には両開きの扉とびらがあり、真しん鍮ちゆうでできた唐から草くさ模様の象ぞう眼がんがほどこされていて、堅けん牢ろうだが華か麗れいな印象を与えていた。上部が少し張り出しており、書きもの机づくえとしても使えるらしい。

　ナイトウィンドは慎しん重ちようにそれに歩み寄った。前からだけではなく、左右や後ろも観察してみる。見たところ罠わなのようなものは見当たらない──しかし、こんな金のかかった箱に仕掛けひとつないというのは不自然だ。

　取っ手に手をかけて引いてみたが、やはり鍵かぎがかかっていた。

「よした方がいいぞ」フォルクが警告した。「その箱はベルダインのレイフィスという職人に造らせたものだ。普ふ通つうの盗賊には開けられん。無理に開けようとすれば死ぬぞ」

「〝盗賊泣かせ〟のレイフィスか。聞いたことがあるぜ」

　ダバールはうなった。ドワーフのレイフィスは世界最高の宝箱職人と言われている。引退した盗賊だという噂うわさで、やたらに凝こった鍵や巧こう妙みような罠をしこんだ宝箱を、なかば道楽で楽しみながら造っているのだ。芸術的な価値も高く、レイフィスの造ったものは、小さな宝石箱ひとつでも何千ガメルもするという。へたをすると、宝箱の方が中身より値段が高いことがあるらしい。

　ナイトウィンドは鍵かぎ穴あなをのぞきこんで舌打ちした。「見たことない形の鍵穴だわ」

「さぞや高かったんだろうな？」ダバールは皮肉っぽく訊たずねた。

「その通りだ。しかし、レイフィスは値段に見合うだけのいい仕事をする──なんなら、箱ごと持って帰るか？　それだけでひと財産だぞ」

　もちろん、そんなことは不可能だ。どう見ても大人おとなの体重ぐらいはありそうだ。ここで開けるしかない。

「鍵はあるんだろう？」とダバール。

「もちろんだ。いつも肌はだ身み離はなさず身につけている」

「なら、早く出せ」

「今はない」

「どういうことだ？」

「落としてしまったんだ。うっかりしてな」

　ナイトウィンドが、あっと叫さけんだ。慌あわててフォルクに駆かけ寄り、胸ぐらをつかんで、ローブをぐいとはだける──胸毛の少ない白い胸があるだけだった。

「さっきまで胸にかけてたペンダントはどうしたのよ!?」

　フォルクはうす笑いを浮うかべ、答えなかった。ナイトウィンドは彼を突つき飛ばすと窓に駆け寄り、風の吹ふきすさぶテラスから身を乗り出して下を見た。広い中庭は闇やみの中に沈しずみ、黒い水をたたえた湖のようだった。小さな銀のペンダントが落ちていても、見つけることは無理だろう。

　ナイトウィンドは怒いかりに燃える眼で振ふり返った。

「こいつ……さっきテラスに近寄った時に鍵かぎを捨てたんだ！」

「何だと!?」

　ダバールは興奮して、咽の喉どを切り裂さきかねない勢いで剣けんを突つきつけた。だが、フォルクは動じない。

「何を慌あわてる？　お前たちは大だい盗とう賊ぞくなのだろう？　鍵などいらんはずだ」

「こいつ！」

「やめな、ダバール！」

　ナイトウィンドはどうにか怒りの爆ばく発はつを抑おさえた。一いつ滴てきの血も流すことなく、スマートに侵しん入にゆうし、スマートに去るのが、彼女の理想だった。ここでむきになって領主を殺してしまったりしたら、一文の得にもならないばかりか、自分たちの無能を証明するだけだ。

「ええ、そうね」風で乱れた髪かみをいらだたしげにかきあげる。「鍵がなくても、魔ま法ほうで開けられるわ」

「しかし、罠わながあるかも……？」ダバールが不安そうに言う。

「どうせ、扉とびらを開けたら毒矢が飛び出すとか、そんなものよ。爆発するような大それた仕掛けじゃないわ。領主様の寝しん室しつに置くようなものだもの。ねえ？」

　フォルクは意味ありげな笑みを浮うかべた。「さあな」

　ナイトウィンドは決然とした表情で宝箱に歩み寄った。正面を避さけ、扉の斜ななめ前に立って、二度ほど深呼吸する──それから、おもむろに杖つえを振ふり上げ、呪じゆ文もんを唱えながら、片手で扉に軽く触れた。
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　かちり！　という音を立てて扉が開いた。同時に、扉の隅すみの真しん鍮ちゆうの飾りがぱっくりと開き、小さな穴あなが露ろ出しゆつした。そこから緑色の液体が糸のようにほとばしる。

　ナイトウィンドはとっさによけたが、液体がわずかにズボンとシャツにかかってしまった。鼻を刺し激げきする嫌いやな匂いがする。かがみこんで鍵を開けようとしていたら、まともに顔にかかっていただろう。彼女はためらうことなくズボンとシャツを脱ぎ捨てた。幸い、毒液は布の内側にまでは浸しん透とうしていなかった。

　侵入用の黒い衣服の下には、いつも〝仕事〟の時に着るお気に入りのコスチュームを身につけていた。体にぴったりと合った黒いソフト・レザーで、下着はつけておらず、美しい腕うでと脚あしが大だい胆たんに露ろ出しゆつしている。太ふと腿ももには妖あやしげな黒い蝶ちようの入れ墨ずみがあった。フォルクは思わず「ほう」と小さくつぶやいた。

「だいじょうぶか、シャ……ナイトウィンド！」

　ダバールは彼女に駆かけ寄りたいという衝しよう動どうをこらえた。フォルクの傍そばを離はなれるわけにいかないのだ。

「平気よ。ズボンのおかげで助かったわ。レイフィスの錠じよう前まえも、魔ま法ほうにかかりゃちょろいもんね……ほら見て！」

　ナイトウィンドは箱をのぞきこんで歓かん声せいをあげた。中はいくつもの棚たなに分かれており、重要書類らしい羊皮紙の束たばや、多くの宝石類が、整然としまわれていた。

「へえ、これは……」

　彼女は夢見るような表情で、宝石のひとつをつまみ上げた。人間の眼球ほどの大きさの卵形の石で、オパールのように見えるが、よく見ると内側から青い光を発している。

　魔ま晶しよう石せきである──古代カストゥール王国の遺物で、しばしば遺跡から出土する。その名の通り、内部に魔ま力りよくを蓄たくわえた石だった。走ったり働いたりすると肉体が疲ひ労ろうするように、魔法の使用は精神に疲労をおよぼす。魔法使いが無制限に魔法を行使できないのはそのせいである。この石の内部に蓄えられている魔力を引き出せば、精神力を消しよう耗もうすることなく魔法がかけられるのだ。

　その他にも、真しん珠じゆやエメラルドやコハクなど、多くの宝石があった。ナイトウィンドは腰こしの皮かわ袋ぶくろをはずし、その中に宝石を詰つめこんでいった。魔晶石だけは、別の小さなポケットに入れておく。

「そんなもので充じゆう分ぶんだろう」フォルクはさして残念でもなさそうに言った。「欲張りすぎるとろくなことにならんぞ。早く立ち去った方がよいと思うがな」

「まだまだ。こんなもんじゃないはずよ」

　そう言ってナイトウィンドは、羊皮紙の束をひっぱり出し、床ゆかの上にばらまいた。「整理が済すんだばかりなのに……」と、フォルクがつぶやく。ナイトウィンドは書類を拾い上げては、見出しにちらっと目をやり、背中越ごしに投げ捨てていった。

「財政支出の計算書に、徴ちよう税ぜいリスト。軍隊の給与明細書の写しに、土木工事請うけ負おいの契けい約やく書しよ……つまんないものばっかりだな……おっと、宝物庫の財宝の目録なんてあるじゃない。これは貰もらっておくわね」

「そんなもの、お前たちに何の役に立つというのだ」

「あら、今度またこの城におじゃました時に、いただいて帰るのよ♪　それまでには宝物庫の鍵かぎを新しくしといた方がいいかもよ」

「二度目などはない。お前たちはこの城の処しよ刑けい台だいで一生を終えるのだ」

「そんなにドジじゃないわよ」

　ナイトウィンドは書類をおおかた調べ終わったが、まだ不満そうだった。他にも何かないかと、キャビネットに頭を突つっこんで、奥おくをごそごそ探る。それを待っているダバールは、しだいにいらだちがつのってきた。

「おい、早くしろよ！」

「ちょっと待って。奥に何かありそうなのよ。秘密の引き出しみたい……あっ！」

　ナイトウィンドの驚おどろきの声と同時に、金属がぶつかり合うガチャンという音が響ひびいた。

「どうした!?」

　ダバールが振り返った。ナイトウィンドはゆっくりとキャビネットから頭を出し、今にも泣き出しそうな情けない表情でダバールを見た。その右手には、野や獣じゆうを捕とらえるための罠わなを思わせる鋼こう鉄てつ製の太いリングがはまっていた──リングには頑がん丈じような鎖くさりがついており、キャビネットの底にしっかりとつながれているのだった。
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「ええい、こんにゃろ！」

　ダバールはナイトウィンドの手にはまったリングをはずそうと、悪あく戦せん苦く闘とうしていた。すでに三十分近く経過しているが、リングはびくともしない。鍵穴はあるのだが、見たこともないタイプの錠じよう前まえで、針金で探っても構造が分からなかった。いくら叩たたいても壊こわれそうにないし、鎖を切断するのも無理のようだ。

　ナイトウィンドにもどうしようもなかった。右手が自由に動かせないのでは、魔ま法ほうを使うこともできない。

「だから言っただろう。レイフィスの錠前はお前たちごときには破れんのだ」

　ベッドの脚あしに縛しばりつけられたフォルクは、二人の苦境を楽しそうに見物していた。

「観念したらどうだ？　領主に狼ろう藉ぜきを働いたのだから、本来なら死罪はまぬがれんが、罪を悔いて丁てい重ちように謝罪するなら、重労働二十年ぐらいで勘かん弁べんしてやるぞ」

「うるせえ！」

　ダバールは役に立たない錠前破りの道具を放り投げると、フォルクににじり寄り、胸ぐらをつかんだ。

「おい、リングをはずす鍵はないのか!?」

「ある」

「どこだ！」

「扉とびらを開ける鍵と同じだ──ドラゴンの頭が扉を開ける鍵、尻しつ尾ぽが罠わなをはずす鍵だ」

　ダバールはうなった。「他に合い鍵はねえのか？」

「ひとつだけある」

「何？　どこだ!?」

「レイフィスだ。彼なら自分の造った錠前の合い鍵は全部持ってるだろう。ベルダインに行って取って来たらどうだ？」

　ダバールは平手でフォルクの頰ほおを打った。

「ふざけるんじゃねえ！」

　フォルクは頰を紅潮させ、憎にくしみを秘めた冷やかな眼で盗とう賊ぞくを見つめた。「質問に正直に答えたまでだ」

　その瞬しゆん間かん、強きよう烈れつな憎しみと殺意が交こう錯さくした。二人の男は、たっぷり一分間、無言でにらみ合っていた。どちらも相手から視線をはずそうとしなかった。窓の外を吹ふき荒れる風の他には、室内には物音ひとつしない。

　先に沈ちん黙もくを破ったのはフォルクだった。「……もうひとつだけ、その罠をはずす方法があるのだがな」

「……ほう？　言ってみろよ」

「手首を切り落とせ」

　ダバールは絶句し、凶きよう暴ぼうな怒いかりに咽の喉どを震わせた。この生意気な領主の顔をずたずたに切り裂きたいという衝しよう動どうを、かろうじてこらえた。あとほんの少し、憎しみが激はげしかったら、そうしていたかもしれない。

「……ダバール」

　彼に冷静さを取り戻もどさせたのは、ナイトウィンドの優しい声だった。

「いいから、あんただけ逃にげてよ。あたしのことは気にしないで。ドジを踏ふんだのはあたしの責任なんだから」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　そんなことができるか！」

　ダバールは怒ど鳴なった。その瞬しゆん間かん、彼の心は決まった。

「待ってろ。下に行って、鍵かぎを拾ってくる」

「無茶よ！　下には衛兵が……」

「他に方法はねえだろ！　俺はお前の体の隅すみ々ずみまで……指の一本一本まで気に入ってるんだ。手を切り落とすなんてできるかよ！」

　彼はそう言いながら、シーツの端はしを裂さいて、フォルクの口に嚙かませた。強く縛しばりあげ、声が出せないようにする。

「すぐに戻もどる！」

　止める間もなかった。ダバールは窓の外に出て、腰こしに吊つるしていたロープの端をテラスにひっかけると、ひらりと手すりを飛び越こえて、闇やみの向こうに姿を消した。

　ナイトウィンドはため息をついた。「あいつったら……」心配な反面、ダバールの愛の強さを知って、嬉うれしくもあった。

　だが、彼女の喜びは長く続かなかった──ダバールがいなくなったとたん、縛られていたフォルクが奇き妙みような動きをはじめたのだ。

　彼は体をくねらせ、うめき、もがいた。数分後、手がロープの結び目からすっぽりと抜ぬけた。ナイトウィンドは啞あ然ぜんとした表情でその一部始終を見つめていた。フォルクはロープを振ふりほどいて立ち上がり、猿さるぐつわをはずして、大きく息をついた。

「盗とう賊ぞくのくせに縛り方が雑だ」

　自由になった若い領主は、赤くなった手首をさすりながら、ナイトウィンドに向かってにやりと笑った。彼女は驚おどろきのあまり口もきけなかった。




　ロープを伝って中庭の石いし畳だたみの上に降り立ったダバールは、闇やみの中を這はいずり回り、手探りで鍵を探していた。真っ暗なので衛兵に見つかる心配はなかったが、こちらも明かりが使えないのはつらい。闇の中でも見通すことのできるというドワーフの眼が、今ほどうらやましく思えたことはなかった。

　数分が数時間に思えた。石畳の上をこそこそ這い回っていると、クモになった気分だった。早く戻ってナイトウィンドを助けなくてはと、気ばかりあせるが、いっこうに鍵は見つからない。たまに手に触れるのは、石ころか枯かれ葉はだった。時間が経つにつれて絶望が深くなり、みじめな気分になってきた。

　このまま彼女を置いて逃にげようかと、ふと思い、慌あわててその考えを振り払はらった。そんなことができるものか。あいつは他の女たちとは違ちがう。俺にとってかけがえのない、ただ一人の女なんだ……。

　突とつ然ぜん、手に小さな細長いものが触れた時、小こ枝えだかと思った。だが、その冷たくて固い感触は、まぎれもなく金属のものだった。驚おどろいて手で探ってみると、その物体には細い鎖くさりがついているのが分かった。

　思いがけない幸運が信じられず、ダバールは何度も何度もその物体の形を手探りで確認した。確かにそれは小さなドラゴンの形をしていた。フォルクが首から下げていたものに間ま違ちがいない。

「……やったぜ！」

　ダバールは闇やみの中で微笑ほほえみ、誰だれにも聞こえないように小さく叫さけんだ──次の瞬間、何かムチのようなものが音を立てて落ちてきて、彼の背中を強く打った。

　驚きと恐きよう怖ふのあまり、彼はしばらく動けなかった。やがて、そろそろと背中に手を伸のばし、空から落ちてきたものの正体を探った。それが何かに気がついた時、彼は闇の中で自分の顔から血の気が引くのを感じた。

「……おい、冗じよう談だんだろ？」

　彼が握にぎっていたのは自分のロープだった──テラスから垂らしていたロープが、ほどけて落ちてきたのだ。




　テラスの手すりに結ばれていたロープをほどいて落とすと、フォルクは何事もなかったかのように部屋に戻もどってきた。おびえた目で彼を見上げるナイトウィンドに歩み寄り、いたずらっぽい口調で話しかける。

「私の父は厳格でな。子供の頃ころ、何か悪さをするたびに、きつく縛しばられて地下室に放りこまれたものだ。何度もそういう目に遭あううち、自然に縄なわ抜ぬけのコツを覚えた。縛られる時に筋肉に少し力をこめるのだ。力を抜くと、結び目がゆるむ……おとなしく閉じこめられたふりをして、地下室からこっそり抜け出し、また悪さをしては、戻ってきて何もなかったように見せかけるということも、何度もやった」

「……なんて奴やつなの！」ナイトウィンドはようやく声を出せた。

「王族の暮くらしというものは、お前たち下げ賤せんの者が考えているほど、単調でも退屈でもないのだ。いろいろなことを学ぶ機会があるものだ」

　ナイトウィンドは敗北感を味わった。「衛兵を呼よばないの？」

「ああ、衛兵に知らせることはいつでもできる。その前に、少し話をしたいと思ってな。盗とう賊ぞくと差し向かいで話をする機会など、めったにないからな」

　フォルクは床ゆかにしゃがみこみ、鎖くさりにつながれた女盗賊に顔を近づけた。ナイトウィンドは思わず身をのけぞらせた。領主の視線の中に不吉なものを感じたのだ。

「魔ま法ほうを使う盗賊とは珍めずらしい……どこで魔法を習った？」

「そ……そんなこと、あんたに関係ないでしょ！」

「興味があるのだ。教えてくれないか？」

　暴力をふるわれるかと思いきや、フォルクの口調が予想外におとなしかったので、ナイトウィンドは少し気を取り直した。少しぐらい身の上話をしたところで、この男が同情してくれるとは思えないが、害になることもあるまい──状じよう況きようが今以上に悪くなることはないのだから。

「……こう見えてもね、昔はいい家のお嬢じよう様さまだったのよ」

「ほう？」

「代々、魔ま術じゆつ師しの家系でね。親父はあたしを一流の魔術師にしようとして、魔術師ギルドに通わせてたの。でも、あたしは嫌いやで嫌でしかたがなかった。外に飛び出して恋こいのひとつもしたい年とし頃ごろだったのに、カビ臭くさい本に囲まれて、毎日毎日くだらない知識を詰つめこまれてたんだもの。

　ある晩ばん、あいつに出会ったのよ──あいつはこともあろうに魔術師ギルドに盗ぬすみに入って、ドジ踏ふんで見張りに見つかっちゃったの。ちょうどその晩、あたしは夜遅おそくまで書庫に残って、呪じゆ文もん書しよの書き写しをさせられてたのよ。そこへ逃げ場を失ったあいつが飛びこんできて、あたしを人質に取ったの。

　あいつはあたしを連れて逃げた。最初はこわかったけど、じきに夢中になったわ。だってそんなに楽しい体験って、それまでの人生で一度もなかったんだもの。これだ、と思ったわ。あたしが望んでたのはこの生き方だったんだ……ってね」

「それ以来、ずっと奴やつといっしょか？」

　彼女は首を振ふった。「でもないわ。あいつときたら浮うわ気き性しようだもの。くっついたり離はなれたり……腐くされ縁えんってとこね」

「その入れ墨ずみは？　あの男が彫ほらせたのか？」

　フォルクは彼女の太ふと腿ももの蝶ちようの入れ墨を指さした。ナイトウィンドは思い出を刺し激げきされ、苦笑した。

「違ちがうわ。盗とう賊ぞくとして生きることを決心した時に、彫り物師に頼んで彫ってもらったのよ。一種の誓ちかいね。決して後あと戻もどりはしない、かたぎの暮くらしには戻らない……その決心のしるしなのよ。たとえ盗賊の暮しが苦しくなって、昔に戻りたくなっても、これがある限り、まともな暮しはできないわ」

　彼女は肩かたをすくめた。

「もっとも、昔に戻りたいと思ったことは一度もないけどね。盗賊稼か業ぎようは危険なことだらけだし、苦しい時もあるけど、やめたいとは思わない。むしろ危険が多い仕事ほど楽しいし、やりがいもあるわ。生きてるって実感がするの。お城の中でぬくぬくと暮してるあんたには、分からないかもしれないけどね」

「ふむ……そういう人生もあるのだな」フォルクは考えこんだ。「昔の私にそれだけの決意があればな……」

　ナイトウィンドはびっくりした。信じられないことだが、フォルクの口調の中に、一いち抹まつの羨せん望ぼうのニュアンスが感じられたのだ。領主は口くち許もとを歪ゆがめ、ちょっと恥はずかしそうな笑みを浮うかべた。

「いや、私も子供の頃ころは城の生活が大だい嫌きらいでな、ならず者の暮しに憧あこがれていたのだ。英雄譚たんに出てくる放ほう浪ろうの剣けん士しのように、世界中を歩いて回って冒ぼう険けんをするのが夢だった。城を抜けだそうと真剣に考えたことも、一度や二度ではない……もっとも、そうするだけの度胸はなかった。結局、カビ臭くさい本に埋うもれての勉強を、最後までやり通したのだ──お前とはそこが違うらしいな。

　やがて父は死に、私は今の地位についた。気がついた時には、剣士になるなどという子供っぽい夢は見なくなっていた。子供の頃の夢から遠ざかるのが、大人になることだと思っていた……だが、お前のように夢の中で生きている人間がいると知って、少し嬉うれしい気分だ」

　ナイトウィンドはぽかんとした顔つきで彼の話を聴きいていたが、相手のペースに引きこまれかけているのに気づき、さっと表情をこわばらせた。

「あんた、いつもそんな手で女を口く説どくの？」

「まさかな。こんな話はこれまで誰だれにも話したことはない。お前には何か共感するものを感じたからだ」

「あたしは感じなかったけどね」

「……で、ものは相談だが──」

　そら来た、とナイトウィンドは思った。

「さっきも言ったように、本来ならお前たちは死罪をまぬがれん。しかし、お前を殺すにはしのびない。もし、お前が誠せい意いある態度を示して罪を詫わびるなら、お前もあの男も、特別に赦ゆるしてやっていいのだが……」

　ナイトウィンドは笑った。「いったいどういうのが『誠意ある態度』なのかしら、女好きの領主様？」

「それはお前しだいだな」

「断われば打ち首なんでしょう？　回りくどいのよね！　この通り、あたしは逃にげられないんだから、強引にやっちゃったらどうなのよ？」

「暴力で女を従わせるのは好まん」

「領主の特権を振ふり回すのは、暴力じゃないってわけ？　へーっ！」

「私の慈じ悲ひが分からんのか？」

「慈悲ですって？　単にスケベなだけじゃない」

　フォルクは目を細めた。「……分かってくれるかと思ったがな」

「分かりたくもないわ」

　ナイトウィンドはあきらめたように首を振った。

「鎖くさりにつながれてる人間に何を言ったって、説得力がないわよ。そんなやり方で人間を従わせられると思ったら大おお間ま違ちがいだわ。あんたってやっぱり世間知らずね、領主様」

「断わるというのか？　命が惜おしくないと？」

「ええ。人間には命より大切な信念ってものもあるのよ。命が惜しいばっかりに、あんたにほいほいと身をまかせるような女なら、最初からこんな生き方は選ばなかったわ──あてがはずれて残念ね」

「そのようだな」

　フォルクは憤ふん然ぜんとして立ち上がった。

「ダールスを呼よぼう──この城に仕える魔ま術じゆつ師しだ。彼がその鎖をはずしてくれるだろう。その後はすぐに処しよ刑けい台だいだ……私を恨うらむなよ。お前が選んだことなのだからな」

　彼はそう言うと、部屋の隅すみに垂れ下がっている房ふさ飾かざりのついた紐ひもに歩み寄った。それは階下の衛兵詰つめ所のベルにつながっている。それを引けば、たちまち衛兵がこの部屋になだれこんでくることだろう。

　その時、ナイトウィンドは見た──フォルクの背後のベッドに横たわっていた娘むすめが、むっくりと音もなく起き上がるのを。

　それはすでに娘の姿をしていなかった。真っ黒い毛皮に覆おおわれた地じ獄ごくの番犬、ヘルハウンドだ。そいつがベッドの上に起き上がり、真っ赤な口を開いて、背後から襲おそいかかろうとしていることに、フォルクはまったく気づいていなかった。




　　　　４




　ダバールは思案した。何が起こったのかは分からないが、一刻も早く塔とうのてっぺんの寝しん室しつに戻もどって、ナイトウィンドを助けなくてはならない。しかし、垂直の塔の外がい壁へきをロープなしでよじ登るのは困難だ。塔の中の階段を登るのも無理だろう。塔の一階には衛兵が配置されていることが下調べで分かっている。

　唯ゆい一いつの方法は、もう一本のロープ──最初に侵しん入にゆうするのに使った、鐘しよう楼ろうとテラスを結ぶ水平のロープ──を使うことだった。まだ切断されていなければいいのだが……。

　彼は前に見たことのある城の見取図を頭に思い描いた。侵入計画を練っている時に、秘密のルートで手に入れたのだ。確かこのすぐ先に、城じよう壁へきに登ることのできる階段があったはずだ。城壁に登れば、ロープに手が届くはずだ。

　階段はすぐに見つかった。ダバールは背中をかがめ、ネズミのように駆かけ上がった。壁かべの頂部には、人一人がどうにか通れるほどの狭せまい回かい廊ろうがある。非常の際にはここに弓兵がずらりと並び、胸壁の合間から弓を射って、敵の攻こう撃げきを食い止めるのだ──この城がそんな事態に陥おちいったことは、まだ一度もないが。

　ダバールは厚い雲に覆われた真っ暗な空を見上げた。確かこのあたりにロープが張ってあったはずだが……。

　あった──背後からの月の光で、ぼんやりと灰色に光った雲を背景に、一本の黒い線が空を横切っているのが見えた。注意していなければ見落としていただろう。ダバールは石の胸壁の上によじ登り、ロープまでの高さを目測した。ジャンプすればどうにか手が届きそうだ。

　だが、これは危険なジャンプだった。ロープをつかみそこねたら、壁から転落するかもしれないのだ。彼のすぐれた運動神経をもってしても、四階の高さから落ちては、骨こつ折せつの危険がおおいにある。

　迷っていてもはじまらない。意を決して、ダバールは暗い空に向かって跳ちよう躍やくした。

　手がロープに当たった。あやうくつかみそこねるところだったが、どうにかうまくいった。両手でロープからぶら下がり、懸けん垂すいの要領で上半身をロープの上に引っ張り上げる。足をひっかけることができて、ほっとひと息ついた。

「ちくしょう、油なんか塗ぬるんじゃなかった……」

　ダバールは小声でぼやいた。黒い石油をロープ全体にしみこませたのは、ロープを黒く見せるためと、滑かつ車しやの滑すべりをよくするためだ。おかげで手でつかむとぬるぬるして、滑りやすくなっていた。幸い、塔のテラスまではたいした距きよ離りではない。彼ははやる心を抑おさえ、慎しん重ちように移動しはじめた。

　その時、城壁の上を明かりが近づいてくるのに気づいた。たいまつを掲かかげた巡じゆん回かいの兵士だ。

「くそ、何でこんな時に……！」

　ダバールは毒づいた。ロープにしっかりしがみついたまま、体をこわばらせ、気配を殺す。黒装しよう束ぞくに身を包んだ彼の姿は、黒い夜空に溶けこんでいる。見つからないことを祈いのるしかない。

「……へえ、むかむかする奴やつだな」

「……な、お前だってそう思うだろ？」

　兵士は二人だった。大声で何かを話しながら、ぶらぶらとこちらに近づいてくる。

「おまけに、その生意気な盗とう賊ぞくはこうぬかしやがったんだ。『そんなに先導したいなら、後ろでとやかく言うんじゃなく、先頭に立って歩きゃいいだろう』ってな。温厚な俺も、これにはさすがにかちんときたね。そいつに言ってやった。『先頭に立って罠わなにひっかかるのが、お前たち盗賊の役目だろう』ってな」

　ダバールは愕がく然ぜんとなった。この男の声には聞き覚えがある！

「……で、首尾よく宝の箱を見つけて、魔ま法ほうのアンクレットを手に入れたんだが、帰り道で運悪くゴブリンどもに出食わしちまった。十匹ぴき以上いたっけな。俺は剣けんを振ふり回して、そいつらをばっさばっさと斬きり倒した。五匹ほど倒したところで、残りの連中は俺の強さに恐おそれをなして逃にげ出した。ところが、戦いが終わって気がつくと、その盗賊の姿がないんだ。俺が戦ってるすきに、アンクレットを持ってこそこそと逃げ出しやがったのさ」

（あんちくしょう、よくもあんなデタラメを……！）ダバールは抗議したい衝しよう動どうにかられた。（ゴブリンなんか出やしなかったじゃねえか！）

「そいつは災難だったなあ」もう一人の兵士が言った。「骨ほね折おり損ぞんってわけかい？」

「いや、神様は俺を見み離はなしちゃいなかった。偶ぐう然ぜん、その盗賊がタイデルのある酒場に出入りしてるのを突つき止めたんだ。しかし、力ずくで取り戻もどそうとしても、そいつは逃にげ足が速いから、また逃げられちまうだろう。そこで俺は頭をひねって、とびっきりの名案を思いついた──どんな名案だか分かるか？」

「いや」

「俺には変へん装そうの得意な弟がいるんだ。そいつに化け粧しようをさせ、女の格好をさせて、酒場の踊おどり子に見せかけて、その盗賊を誘ゆう惑わくさせたのさ」兵士はくすくす笑った。「まったくうまくいったぜ。その盗賊は、弟にぞっこん参っちまったのさ！」

　ダバールはショックを受け、ロープからずり落ちそうになった。（あ……あいつ男だったのか!?）

「……で、すきを見て、その盗賊に薬を盛って、眠ねむっている間にまんまとアンクレットを取り戻したのさ。もっとこらしめてやろうかと思ったが、やめにした。だって、生かしておけば、一生笑い者にできるからな！」

「そいつはいいや！　そのマヌケな盗賊の顔が目に浮うかぶぜ」

「ああ、今でもまだ、だまされたことに気づいてないんだろうな」

「そいつ、今ごろどこで何してるのかな？」

　ダバールは憮ぶ然ぜんとなった。（……ここでこうしてるよ）

「ん？」

　笑いながら通り過ぎようとしていた兵士が、ふと足を止め、空を見上げた。ちょうどロープの真下あたりだ。

「どうした？」

「何だろう。空に何か見えたような気がしたんだが……気のせいかな？」

（気のせいだ！　気のせいだ！）ダバールは心の中で叫さけんだ。

　兵士は空を見回したが、黒いロープの存在は判然としない。もっとよく見ようと、彼は胸きよう壁へきの上に立ち、たいまつを高く掲かかげた。炎ほのおの先せん端たんがロープに触れた。

（馬ば鹿か！　よせ！）

　ダバールの心の中の悲鳴が、兵士に届くはずがなかった。たいまつの炎が油を塗ぬったロープに引火し、明るく燃え上がった。宙にぶら下がっているダバールの姿が、闇やみの中に幻まぼろしのように浮うかび上がる。

「な、何だ!?」

「侵しん入にゆう者しやだ！　侵入者だ！」

　兵士たちは慌あわてて呼よび子を吹ふき鳴らした。ダバールはそれどころではなかった。ロープに燃え移った火が、風にあおられ、どんどんこちらへ燃え広がってくるのだ！

　ダバールは慎しん重ちようさも冷静さもかなぐり捨て、テラスに向かって猿さるのように綱つな渡わたりをはじめた。炎ほのおが彼を追いかけてくる。油のしみこんだロープはよく燃え、最初に火のついたあたりでは、すでに致ち命めい的てきな炭化がはじまっていた。

「ひえええーっ！」ダバールはたまらずに情けない悲鳴をあげた。オレンジ色に燃えさかる炎は、必死に綱渡りを続ける彼のすぐ背後に追いすがってきていた。

　呼び子と悲鳴を聞きつけて、他の衛兵たちがぞろぞろと中庭に出てきた。彼らは夜空を見上げ、時ならぬアクロバット・ショーに、しばし啞あ然ぜんとなった。しかし、彼らが驚おどろきのためにもたもたしていたのは、それほど長い時間ではなかった。一人が正常な判断力を取り戻もどし、叫さけんだのだ。

「あいつ、フォルク様の寝しん室しつを目指してるぞ！」

　その声に我にかえった兵士たちは、いっせいに領主の塔とうに殺さつ到とうした。




「危ない！」

　後になって思い出してみても、なぜ自分がとっさにそう叫んでしまったのか、ナイトウィンドには理解できなかった。助ける義理などあるはずがない。そいつは確かに自分を殺そうとしている男だったのに。

　何にせよ、その声はフォルクを振ふり向かせ、ヘルハウンドの致命的な一いち撃げきから彼を救うことになった。ヘルハウンドの牙きばはフォルクの肩かたをかすめた。ヘルハウンドは壁かべに激げき突とつし、うめいた。犬に似てはいるが、小さな馬ほどもある恐おそろしい怪かい物ぶつだ。

「何だ、これは!?」フォルクが驚いて叫ぶ。

「知らないわよ！」

「お前が魔ま法ほうで出したのか！」

「あたしじゃないったら！」

　突とつ然ぜんの成り行きに、二人は混こん乱らんしており、塔の外でも騒ぎが起きていることに、まだ気がついていなかった。

　ヘルハウンドは頭を振り、意識をはっきりさせると、怒いかりに燃える眼でフォルクに向き直った。後足で壁を蹴けって跳ちよう躍やくする。その細い足に金色の輪がはまっているのを、ナイトウィンドは見た。
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　フォルクは床ゆかに転がってよけたが、ヘルハウンドの爪つめにローブの袖そでを切り裂さかれ、血が飛び散った。そのまま部屋の隅すみまで転がってゆき、ダバールがさっき投げ捨てた剣けんを拾い上げて、さっと立ち上がった。しかし、形勢がたいしてましになったとは思えない。剣の心得は少しばかりならあるが、こんな怪かい物ぶつを相手にしたことは一度もないのだ。

　ヘルハウンドがじりじりと寄ってきた。フォルクは壁かべ際ぎわに追い詰つめられた。ヘルハウンドが大きく口を開け、ずらりと並んだ鋭するどい歯を露ろ出しゆつした。赤い舌からはだらだらと唾だ液えきを垂らしている。フォルクはとっさに剣を突つき出した。金属の剣と怪物の歯が、がっきと音を立てて嚙かみ合った。

「フォルク様！　フォルク様！」

　駆かけつけてきた衛兵たちが、ドアを外から乱打していた。しかし、領主の部屋のドアは特別に頑がん丈じように造られているうえ、内側から鍵かぎが掛かっている。力まかせに押おし破るのは難しいだろう。

　ヘルハウンドの真っ赤な眼が、にやりと笑ったように見えた。フォルクはヘルハウンドの牙きばを押おし戻もどそうとしたが、できなかった。逆に魔ま獣じゆうの怪かい力りきに押されている。鋭く尖とがった牙が、彼の顔面に数センチまで迫った。

　その時、窓からダバールが飛びこんできた。すかさず剣を抜ぬき、ヘルハウンドの背後に回りこんで、無防備な後足に斬きりつける。ヘルハウンドは痛々しい悲鳴をあげ、フォルクから離れた。

　ダバールは怪物から飛び離れると、ポケットから銀色のペンダントを取り出し、ナイトウィンドに放り投げた。「鍵だ！」

　ナイトウィンドは受け取った。すぐに罠わなをはずしにかかる。

　ヘルハウンドはダバールに向き直り、飛びかかろうとした。一いつ瞬しゆん、その首が無防備になったのを、フォルクは見み逃のがさなかった。すかさず剣を突き出す。刃は先さきが深々と毛皮に食いこむ。ヘルハウンドは激はげしく首を振ふり、フォルクをベッドまではじき飛ばした。剣が抜けた拍ひよう子しに、大量の血が噴ふき出た。

　今度はダバールが斬りかかった。ヘルハウンドは意外にすばやい動きでそれをかわした。その間にナイトウィンドは鎖くさりを解き放ち、杖つえを手にして立ち上がっていた。

「ダバール！」

「俺の剣に魔ま法ほうをかけてくれ！」ダバールは魔獣の攻こう撃げきをかわしながら怒ど鳴なった。「こいつは俺が倒たおす！　恨うらみがあるんだ！」

　ナイトウィンドは承しよう知ちした。杖つえを突つき出し、早口で呪じゆ文もんを唱える。ダバールの握にぎっているショート・ソードの刃やいばに、白い魔法の輝かがやきが宿った。

「引き裂さいてやる！」ヘルハウンドが口をきいた。「ドラゴンになって、お前たちを一人残らず踏ふみつぶしてやる！」

「はったりはよせ！」ダバールはせせら笑った。「ドラゴンになんかなれやしない。大きな怪かい物ぶつになったら、アンクレットが壊こわれちまうからな！」

　ヘルハウンドは激げき怒どし、口を大きく開いた。火か炎えんを吐はくつもりだった。

　ダバールが狙ねらっていたのは、その瞬しゆん間かんだった。普ふ通つうの人間ならとっさによけようとするところを、逆に飛びかかっていったのだ。風のようにすばやく突き出された剣が、口の中に飛びこみ、上うわ顎あごを内側から貫いた。剣の先はヘルハウンドの脳に達していた。

　ヘルハウンドは一瞬で絶命した。ダバールが剣を引き抜ぬくと、怪物は口からあぶくを吹ふき、前足をがくりと折おって、絨じゆう毯たんに突っ伏した。

「……どういうことだ？」

　頭を押おさえながらベッドから起き上がったフォルクが訊たずねた。

「変身のアンクレットさ」

　ダバールは息をはずませながら、死んだヘルハウンドの後足にはまった金色の輪を指さした。

「前に手に入れたことがあるんで、よく知っている。じきにだまし取られちまったが……古代カストゥール王国の遺物で、人間を望み通りの姿に変えることができるんだ。魔ま術じゆつ師しの使う『変身シエイプ・チエンジ』の魔法に似ているが、精神集中を続ける必要がない。いったん変身したら、気絶しても死んでも、魔法は解けないんだ。自分で別のものになりたいと望むか、アンクレットをはずすまではな」

「だが、なぜ私を狙ねらった？」

「狸たぬき寝ね入いりしてたんだろうよ。気を失ったふりをして、俺たちの会話をずっと聴いてたのさ。あんたが、こいつの兄さんを出世させるつもりはないと言ったこともな。こいつは兄貴を出世させるために、けなげにもあんたに身をまかせた。ところが、兄貴が出世する望みがまったくないと知って、考えを変えたんだ。わざわざあんたに取り入るより、自分自身がもっとてっとり早く出世する方がいいと思ったんだろうよ」

「私を殺して？　すり替わるつもりだったのか？」

「たぶんな」

「しかし、私の死体はどうするつもりだったのかな？」

「ずたずたにしてから、部屋に火をつければいい。丸焼けになった死体なんて、誰だれなのか見分けがつかんからな。自分の身代りにナイトウィンドの死体をベッドの上に置いておけば完かん璧ぺきだ。あとは、すべての罪を俺たちにひっかぶせればいい。誰も疑う奴やつなんているものか」

「ふうむ。だいそれたことを思いついたものだ。しかし、そんなことを考えなければ長生きできたものを……哀あわれな娘むすめだ」

「哀れな娘だってぇ？　哀れなのはあんただよ！」

　ダバールは笑った。ヘルハウンドの死体にかがみこみ、その後足からアンクレットをはずした。魔ま獣じゆうの全身から黒い毛が消え失せ、体が縮みはじめた。ほんの数秒で、それは本来の人間の姿に戻もどった。

　フォルクは絶句した。その表情が蒼そう白はくになる。ダバールは領主の狼ろう狽ばいぶりをにやにやと眺ながめていた。

「あの兵士には妹なんていやしない──弟だったんだよ」




　　　　５




　その時、部屋のドアが勢いよく開いた。その向こうには衛兵がぎっしりとひしめき合っている。彼らの先頭に立っているのは、黒いローブを着て杖つえを持った、落ち着いた雰ふん囲い気きのある中年男だ。

　ナイトウィンドはとっさに、その男がフォルクの言っていた魔ま術じゆつ師しダールスであることを見み抜ぬいた。自分よりずっと腕うでのいい魔術師だろう。まともに魔ま法ほうで戦っては勝ち目はない。

「捕とらえろ！」フォルクが叫さけんだ。

　ダールスは二人の侵しん入にゆう者しやを認めて杖をかまえたが、一瞬、魔法を使うことをためらった。フォルクが彼らの傍そばにいるので、『火球フアイアボール』や『氷嵐アイスストーム』のような強力な魔法は使えない。となると、『金縛りパラライズ』か『眠りの雲スリープ・ワラウド』あたりが適当か……。

　ダールスの冷静な性格が、この場合は仇あだとなった。どんな魔法を使うべきか考えている間に、血気にはやった兵士たちが室内になだれこんだのだ。視野をさえぎられてしまい、彼は魔法を使う機会を逸いつしてしまった。

　ダバールとナイトウィンドは窓ぎわまで後退した。兵士たちは剣を振ふり上げ、二人に向かって突とつ進しんしてくる。ナイトウィンドはにやりと笑った。理想的な状じよう況きようだ。

「ダバール、眼を閉じな！」そう叫さけぶなり、彼女は目前に迫せまった兵士たちに杖つえを向け、呪じゆ文もんを唱えた。

「ブラスティート！」

　真っ白な閃せん光こうが室内を満たした。衝しよう撃げきと大だい音おん響きようが壁かべを震わせる。ナイトウィンドの杖からほとばしったすさまじい電でん撃げきは、部屋の入口までの直線上にいた兵士たちを、一瞬にしてはじき飛ばしてしまった。

　フォルクは電撃の線上からはずれた位置にいたので、直接の被ひ害がいは受けなかったものの、強きよう烈れつな閃光に眼をやられてしまった。緑色の残像が網もう膜まくに焼きついた。轟ごう音おんの影えい響きようで、鼓こ膜まくもがんがん鳴っている。

　どうにか冷静さを取り戻もどし、眼をこすりながらあたりを見回した。室内は大変な惨さん状じようだった。十数人の兵士が床ゆかにのびて、うんうんとうなっている。死者はいないようだったが、誰もが深い火傷やけどを負い、髪かみはちりちりになり、黒く焦こげた皮かわ鎧よろいから煙を上げていた。大音響のために壁や天てん井じようの漆しつ喰くいが剝はがれ落ち、落ち葉のように床に散乱していた。

　ナイトウィンドたちの姿はなかった。フォルクは慌あわてて窓に走り寄り、四方を見回した。しかし、真っ暗でよく見えない。

「ダールス！　光だ！」

　呼よばれたダールスは、領主の傍そばに駆かけつけた。兵士たちが盾たてになってくれたので、火傷は負っていない。彼はテラスに立つと、呪文を唱え、中庭の上にまばゆい光の玉を出現させた。

　中庭が昼間のように照らし出された。ナイトウィンドとダバールは、『落下制御フオーリング・コントロール』の魔法を使って、ふんわりと着地するところだった。兵士たちが塔とうの中に殺さつ到とうしたため、逆に中庭の警備はがら空きになっている。

「逃にがすな！」フォルクは二人を指さして叫んだ。

　着地して走りだそうとしたとたん、ダバールはばったりと倒れた。石いし畳だたみにもろに顔面をぶつけてしまう。ナイトウィンドは驚おどろいて振り返った。

「どうしたの!?」

「ま……魔法だ……！」石畳に突つっ伏ぷした格好のまま、彫ちよう像ぞうのように硬こう直ちよくしたダバールは、咽の喉どの奥からかろうじて声を絞しぼり出した。「う……動け……ねえ」

　ナイトウィンドは塔とうを見上げ、フォルクと並んでテラスに立っている魔ま術じゆつ師しの姿を目にした。

「じゃまするな、おっさん！」

　彼女はテラスに向かってもう一発『電撃ライトニング』を放った。すでに精神力の消しよう耗もうは限界に近く、魔ま晶しよう石せきの力を借りている。

　電光は一直線に飛んでテラスの手すりに命中し、大理石の飾りを砕くだいた。飛び散った破片のひとつがダールスの額に当たった。たじろいだ拍子に精神集中が破れ、ダバールにかかっていた『金縛りパラライズ』の魔ま法ほうが解けた。

　ナイトウィンドはさらに『暗黒ダークネス』の魔法を空に放ち、光を打ち消した。彼女はダバールを助け起こし、闇やみの奥に走った。

　少し遅おくれて、たいまつを持った衛兵たちがどっと走り出てきて、あたりはまた明るくなった。彼らは侵しん入にゆう者しやの姿を求めて、中庭を右往左往した。

「どこだ!?」

「どこだどこだ！」

「どこに行った！」

「あっ、あそこだ！」

　一人が塔のてっぺんを指さした。三角形の屋根の上で、ダバールとナイトウィンドがポーズをとっていた。

「あははは！　あたしはナイトウィンド！　世界一の盗とう賊ぞくだよ！」

　ナイトウィンドの楽しそうな声が響ひびいた。

「マヌケな衛兵ども！　捕つかまえられるものなら捕まえてごらん！」

　衛兵たちの一部は、慌あわてて塔の中に駆かけ戻もどった。階段を駆け上がり、領主の寝しん室しつを横切って、狭せまいテラスに殺到する。

「な、何をやっとるんだ、きさまらは!?　早く連中を探さんか！」

　フォルクは衛兵たちにもみくちゃにされ、事情が分からずにうろたえていた。彼のいるテラスからは、屋根の上のナイトウィンドの姿は、死角になっていて見えないのだ。

　一人の身の軽い兵士が、苦労して屋根によじ登った。急きゆう傾けい斜しやの屋根を必死に這はい上がり、ナイトウィンドの足をつかもうとする──しかし、その手はむなしく宙をつかんだだけだった。

「幻げん影えいだあ！」

　その男は驚おどろいた拍ひよう子しに足を滑すべらせ、塔とうの屋根からまっさかさまに転落した。塔の下にひしめき合って見守っていた兵士たちの上に落下する。落ちた男も含ふくめて、一度に六人が重傷を負った。

「だまされるな！　奴やつらは別のところにいるぞ！　絶対に城から出すな！」

　フォルクは声を嗄からして怒ど鳴なったが、混乱している部下たちの耳には、あまり届いていなかった。

「誰かが濠ほりに飛びこんだぞお！」

　西側の城じよう壁へきの方で誰かが叫さけんだ。フォルクは毒づいた。

「奴らが外に出た！　追え！　逃にがすな！」

　フォルクはヒステリックに絶ぜつ叫きようした。ただちに城門が開放され、兵士たちは争って城外に飛び出して行った。

「フォルク様、腕うでから血が……お見せください」

　ダールスが年下の主人を心配して、腕の傷を見ようとした。フォルクは憤ふん然ぜんとして、魔ま術じゆつ師しの手を振ふり払はらった。

「かまわん！　こんなものはたいした傷ではない！　私の名誉に受けた大きな傷に比べればな！」

「はあ……」

　ダールスは恐きよう縮しゆくした。冷静なフォルクがこれほど興奮するのを見るのは、子供時代以来である。

「ナイトウィンドとダバール……覚えておれよ。今度またこの城に忍しのびこんでみろ。ただではおかんからな」

　フォルクは夜の空に向かってつぶやいた──なぜかその口調には、何かを期待するような、楽しげな響ひびきがあった。




　ナイトウィンドとダバールは無事に城から脱出した。衛兵たちが幻影にまどわされている間に、衛兵を二人倒して服を奪い、変へん装そうしたのである。ナイトウィンドは例のアンクレットを使って男に化けた。それから「誰かが濠に飛びこんだぞお！」と叫んで城門を開けさせ、他の兵士たちにまぎれて、堂々と外に出たのだ。

　彼らは路地裏で変装を解き、下町にある秘密の隠かくれ家がに戻った。奪われたアンクレットを思いがけず取り戻すことができたうえ、領主の鼻をあかすことができたので、ダバールは上じよう機き嫌げんだった。

　しかし、彼の喜びはあまり長く続かなかった。アンクレットが鈍い銀色に変わっており、変身の力が失われているのに気づいたからだ。アンクレットにはもともとあまり魔ま力りよくが残っておらず、ナイトウィンドが使ったのが最後の一回だったらしい。魔ま法ほうの道具に魔力を再充じゆう塡てんする方法は、現代では失われてしまっている。もうこのアンクレットは役に立たないのだ。

　さらにドジなことには、ナイトウィンドは宝石の入った袋を忘れてきてしまっていた。持ち出せたのはポケットに入れていた魔ま晶しよう石せきが一個だけ……それもほとんど魔力を使い切っていて、あまり価値はありそうになかった。

「……つーことは何か？　俺たち、ちっとも儲もうからなかったわけか？」

「そういうこと」

　ナイトウィンドは肩かたを落とした。

「唯ゆい一いつの収しゆう穫かくと言えば、あたしたちの名前が少しは有名になったってことぐらいね」

「ま、たまにはこんなこともあるさ。次の機会にがんばればいい。城はラバンだけじゃない。タイデルだって、ベルダインだって、リファールだって……そう、オーファンにだってあるんだからな」

　ナイトウィンドは微笑ほほえんだ。「でも、儲からなかったけど、嬉うれしかったよ」

「え？」

「あんたが命がけであたしを助けてくれたのはさ」

　ダバールはとまどい、照れ笑いをした。「お前だって助けてくれたじゃねえか。持ちつ持たれつさ」

「そうだよね……あ、そうそう、忘れてた。もうひとつ収穫があったんだった」

「何だ？」

「これよ」

　ナイトウィンドが差し出したのは、ベルトにはさんでいた羊皮紙の巻き物だった。ダバールはそれを広げて眉まゆをしかめた。

「宝物庫の財宝目録？　よせやい！　目録だけあったってしかたねえ！」

「あの城にもう一度行く気はない？」

「うーん、気が進まねえなあ。あのスケベ野郎とは、二度と顔を合わせたいとは思わねえからなあ……」

　ダバールはつまらなさそうに目録に目を走らせた。城の地下の宝物庫にしまわれている品物がこと細かに解説してあるのだが、財宝と言っても、高級絨じゆう毯たんだの、昔の壺つぼだの、祭礼用の道具一式だの、外国産の香料だの、食指をそそられないものばかりで、わざわざ危険を冒してもう一度侵しん入にゆうする気にはなれない……。

　しかし、ただひとつだけ、ダバールの興味をひいた項目があった。

『媚び薬やくの壺……古代王国で造られた魔ま法ほうの薬品。これを飲んだ者は、最初に見た異性を熱ねつ烈れつに愛するようになる。濫らん用ようをつつしむべし』

（こいつは……使えるかもしれんな）ダバールはその薬の使い途みちを考えて、心の中でにやにや笑っていた。
















鏡よ、鏡！


高井　信
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　ピムラ。

　アレクラスト大陸に散在するドワーフの集落のひとつである。人口はわずか数百人で、決して大きな集落とは言えないだろう。たとえば、最大級の集落として知られているグードン（ヤスガルン山脈の山腹にある）には、数千人ものドワーフたちが暮くらしており、その十分の一に過ぎないのだ。

　首都オランから三日ばかり北上したところに、空中都市レックスの遺い跡せき〝墜おちた都市〟の廃はい墟きよがあるが、ピムラは、その北西に連なるエストン山脈の中腹にある。冒ぼう険けん者しやの街として名高いパダとは、〝墜ちた都市〟をはさんで、ちょうど正反対の位置である。
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　今日もまた例によって、デュダはピムラにある唯ゆい一いつの酒場〝ガッシュ亭〟で、エール酒を飲んでいた。

　デュダ。──ドワーフの若者である。……が、なんと！　彼は賢者セージであった。

　エルフや人間など、ほかの種族より明らかに知性の劣おとっているドワーフが、最も知性が必要とされる賢者セージになるというのは、極めて珍めずらしいことと言えるが、彼とて、好んで賢者セージを志したわけではなかった。

　彼もほかのドワーフの若者たちと同じように、強く逞たくましい戦士フアイターに憧あこがれていた。いや、ひと一倍その念が強かったと言えよう。にもかかわらず、なぜ賢者セージに？

　その最大の理由は、彼の貧弱な体格にあった。もともとドワーフは、成人しても一メートル二十センチくらいにしかならない小こ柄がらな種族だが、そのなかでもデュダは、際立って背が低く、しかも瘦やせて（ドワーフの標準からすると、の話だが）いた。

　小さいころから小さく、大きくなってからも、やはり小さい。立派に成人した現い在までも、身長は一メートルそこそこ。体力にコンプレックスを持つ者が知的な面に活路を見出そうと考えるのは、当然のことと言えるだろう。

　思い悩なやんだ末、彼が目指したのは、知識を追い求める賢者セージの道であった。賢者セージならば、体力に自信がなくとも、なんとかなる！　と考えたからだ。……ところが、彼には、体格ほど顕けん著ちよには表われないものの、もうひとつ他人に劣おとっているものがあった。──それは、知性である。決して賢けん明めいとは言えないドワーフのなかにあっても、彼は平均以下の知性しか有していないのだった。

　賢者セージを志す者にとって、それは致ち命めい的てきな欠けつ陥かんと言えようが、彼はその愚ぐ鈍どんさゆえに、その事実に全く気づかず、日夜勉強に励はげんでいた。かの大だい賢けん者じやマナ・ライを心の底から尊敬し、偉い大だいなる女性魔ま術じゆつ師しラヴェルナの著した『アレクラストの博物学』（正しくは、写本の抜ばつ粋すいをさらに何度か写した粗コ悪ピ品ーだが）を最高の友として……。

　さて。

　今日五杯はいめのエール酒を半分ほど飲んだときだった。いきなり背後で、

「お、いたいた」

　という声が聞こえてきた。こちらへ近づいてくる足音。そして、

「賢者セージさん」

　と呼よびかける声。

　デュダはビクッと背筋を伸のばした。名前ではなく「賢者セージさん」なんて呼びかけられるときは、いつも決まって、ロクでもない目に遭あわされてきたからだ。嫌いやな予感を覚えつつも、グラスを置き、そーっとうしろを振ふり向くと、見慣れた顔がふたつ並んでいた。口くち許もとを歪ゆがめ、ニタニタ笑っている。

　ベクトとラーズ。──幼おさな馴な染じみの悪ガキどもだった。

　ふたりともデュダと同い年なのだから、悪ガキという表現は不適当かもしれないが、彼らを形容するのに、悪ガキほどふさわしい言葉は見つからない。とにかく、ことあるごとにデュダをからかいにやってくる。デュダの未み熟じゆくな賢者セージ技能をサカナにして飲むのを、無上の悦よろこびとしているようだった。

　ふたりはグルリと回りこみ、テーブルをはさんでデュダの正面の席に（もちろん断わりをせずに）腰こしを降ろした。坐すわるな否いなや、

「やあ、デュダ。面白い物を見つけたんだ」

　兄貴分格のベクトは言い、テーブルの上に直径三十センチほどの円えん盤ばん状じようの物体を置いた。

「え？」

　デュダ、まじまじとその物体を見つめる。

　鏡であった。しかも、ひと目見て年代物とわかる。デュダの胸のうちの嫌な予感が大きく膨ふくれ上がった。

「鏡……？」

　ボソリと呟つぶやくと、

「その通り。さすが賢者セージさん、一いつ瞬しゆんにして鏡と見破るとは大したものだ」

　ベクトは皮肉たっぷりに言った。

　別に賢者セージでなくても、誰だれでもこれが鏡であることくらいわかる。内心ムカッとしたデュダだったが、努めて平静を装よそおい、

「この鏡が何か？」

　とベクトの顔を見た。

「ああ」

　ベクトは頷うなずき、続けた。

「この鏡には何か不思議な魔ま力りよくが封ふうじ込こめられているらしいんだ。どんな魔力なのか、それを教えて欲しいのさ。おまえも賢者セージ！　ならわかるだろ」

「賢者セージ」という部分を思い切り強調して言う。わかるものか、と決めてかかっている口調だった。

「魔力……。この鏡に……？」

　デュダは口をあんぐりと開けた。

　確かに年代物であるし、いかにも魔法の鏡というムードは充じゆう分ぶんに備えている。だが、デュダには初めて目にする代物で、当然、知識にもなかった。

　やはり彼らは、この鏡をネタにデュダをからかいに来たのだ。嫌いやな予感が適中したわけだが、怒いかりよりも好奇心が上回った。つまり、それほど魅み力りよく的てきな鏡だったのである。

「手に取ってみてもいいかい？」

　デュダが言うと、

「もちろん」

　ベクトは答え、デュダの方に鏡を押おしやった。

「どうも」

　デュダは鏡を手に取り、しげしげと見つめた。しかし、いくら詳くわしく観察しても、自分の知識には含ふくまれていない代物ということに変わりはないし、どんな魔ま力りよくを秘めているかなんてことは、見当もつかなかった。

「でも……」

　ふと気づいて、デュダは言った。

「どうしてこの鏡に魔力が封ふうじ込こめられているとわかったんだい？」

　ベクトとラーズの顔を交こう互ごに見る。ふたりとも純然たる戦士フアイターであって、魔術師ソーサラーではない。魔法の品を見極めるセンス・マジックの呪じゆ文もんを唱えることはできないのだ。

　ベクトがすぐに答えた。

「そりゃもちろん、リュークさ。リュークに頼んで、センス・マジックをかけてもらったんだよ」

「あ、なるほど」

　デュダは簡単に納得した。

　リュークのことは、デュダもよく知っている。エストン山脈の麓ふもと、ミード湖のほとりに住むエルフ一家のひとり息子で、たまにピムラ付近にも遊びに来るのだ。エルフの年ねん齢れいはよくわからないが、十歳さいには達していないんじゃないだろうか。あどけない顔とドワーフと変わらぬ身長が、それを証明している。（もっとも、デュダよりは背が高かったが）

　子どものくせに、いっぱしの魔術師ソーサラーを気取っている生意気な、それでいて憎にくめない小こ僧ぞうだった。あのリュークが言うのなら、間ま違ちがいないだろう。確かにこの鏡には、何らかの魔ま力りよくが働いているのだ。しかし、いったいどんな……？

　引っくり返し、隅すみから隅まで調べても、手て懸がかりらしきものは見つからない。ただ古いだけの鏡としかわからなかった。

　そこで、デュダは考えた。

「わからない」

　と答えることは簡単だ。だが、それでは彼らにまたも馬ば鹿かにされてしまう。ただでさえも嘲ちよう笑しようの対象となっているのに、これ以上からかわれるネタを提供することは避さけたかった。では、どうすればいいのか。

　ややあって、デュダは鏡をテーブルに置いた。

「どこかで見たような気がするなあ。はて、どこだったっけ……」

　と首を傾かしげる。もちろん口からデマカセだったが、その言葉を聞き、

「え？　知ってるのか!?」

　ふたりとも、いかにも意外という声を出した。彼らとしては、

「わからない」

　という言葉を期待していたはずだ。その後の展開の青写真も作り上げていたこどだろう。そんな彼らにとって、デュダの反応は、まさに意表を衝つくものだったのだ。

「ああ、確かだ」

　デュダは頷うなずいた。さらに、彼らに対して優位に立っている今がチャンスとばかりに、

「でも、ド忘れしちゃって、思い出せないんだ。家へ帰って調べてみるから、ちょっとこの鏡、貸してくれないか？」

　と提案する。

「あ、ああ、いいとも……」

　とまどいつつも、ベクトは合意を示した。

　内心ホッと安あん堵どの呼い吸きを吐はくデュダ。持ち帰ったところで謎なぞが解けるという保証はない（わからない公算の方が強いだろう）が、とりあえず時間稼かせぎにはなる。時間さえあれば、ひょっとしてひょっとしてひょっとすると、なんとかなるかもしれないではないか。何にせよ、いつもいつも彼らの思おも惑わく通りに行動するのは真っ平だった。
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　安心ついでに、デュダは尋たずねた。

「ところでこの鏡、どこで見つけたんだい？」

「〝墜おちた都市〟さ」

　ベクトに替わって、ラーズが答えた。

「ほら、おれたちが子どものころ、よく探検しただろ、〝バナの洞どう窟くつ〟。きのう久しぶりに遊びに行ったんだけど、あの洞窟のなかで見つけたんだ。あのときは、まさか魔ま法ほうの鏡なんて思わなかったけどな……」

「〝バナの洞窟〟か……。そうか……」

　デュダは反復した。

〝バナの洞窟〟なら、よく知っている。〝墜ちた都市〟の北の外れに広がる洞窟で、比ひ較かく的てきモンスターの出現が少ないため、ピムラに住む冒ぼう険けん好ずきの子どもたちの恰かつ好こうの遊び場所になっていた。ここのところご無ぶ沙さ汰たしているが、デュダも子どものころ、しばしば遊びに行ったものだ。

〝バナの洞窟〟ならば、魔法の品が見つかっても不思議はない。何しろ、たとえ外れとはいえ、偉い大だいなる空中都市レックスの廃はい墟きよであることには違ちがいないのだから。

　デュダはさらに尋ねた。

「〝バナの洞窟〟といっても広いけれど、いったいどのあたりで？」

「立ち入り禁止区域にはいった、すぐのところさ」

　ラーズが答える。

「落らく盤ばんの跡あとだから、見ればわかると思うよ」

「なるほどね」

　デュダは頷うなずいた。

　鏡のように目立つものが今まで見つからなかったのが不思議だったが、子どもたちの遊び場所といっても、それは入り口付近に限られていたから、奥おくの方はまだまだ未み踏とうの領域だったし、落盤によって新たに出土したのかもしれない。──その可能性は充じゆう分ぶんにあった。

「だいたいのことは吞のみ込こめたよ」

　デュダは言い、グラスに残っていたエール酒を一気に飲み干した。間かん髪はつ入れず、

「じゃ、これは預っていくから」

　と鏡を手に取り、立ち上がる。

「なるべく早く結果を教えてくれよ。頼たのんだぜ」

　と言うベクトに頷きを返したデュダは、そのまま踵きびすを返し、〝ガッシュ亭〟をあとにした。

　まだ飲み足りない気分（実際、ほとんど酔よっていない）だったが、今はそれどころではない。何しろ、彼が賢者セージらしい行動を取ったのは、これが初めてなのだ。彼はアルコールにではなく、賢者セージとしての自分自身に酔っていた。

　デュダはわき目もふらず、一目散に自宅へと向かったのであった。




　　　　２




　直径三十センチほどの古びた鏡。縁ふちには複雑な装そう飾しよくが施ほどこされており、いかにもミステリアスな雰ふん囲い気きを譲かもし出している。裏面には何やら文字が刻まれているが、デュダには読めなかった。

　洞どう窟くつのわが家に戻もどったデュダは、早速『アレクラストの博物学』を繙ひもとき、この謎なぞの鏡についての記述を求めた。しかし……。もともとこの本は、主にフォーセリアに棲せい息そくするモンスターについてまとめられたもので、魔ま法ほうの品についての記述は、極めて少ない。案の定、小一時間にわたる検けん索さくは、全くの徒労に終わってしまったのだった。

「ふう……」

　と溜ため息をつき、本を閉じる。

　しばしのち、

「困ったな……」

　デュダはボソリと呟つぶやいた。

　今さらながらに、自分の取った行動の愚おろかさを思い知らされた。いつものように、

「わからない」

　と答えればよかったのかもしれない。はやし立てられることは目に見えていたが、それに耐たえればよいだけの話ではなかったか。

　鏡を見つめつつ、思い悩なやむ。だが、やがて、

「いや、違ちがう！」

　デュダはブルンと大きく首を横に振ふった。

　自分は賢者セージなのだ。知識の追求を放ほう棄きしたら、それはもはや賢者セージではない。自分は賢者セージとして正しい道を選んだのだ。

「うむ、そうだ」

　力強く頷うなずく。

　自分の行動は間ま違ちがっていない。だが問題は、これからどうすべきか、ということだった。

　ただ単に、鏡の正体を見極めるだけならば、そう難しいことではなかった。ちょっとした旅になるが、オランまで出向いていき、適当な人物に鑑かん定ていを依頼すればいい。しかし、デュダとしては、できる限り自分の能力ちからで、この鏡の正体を見極めたかった。これは、ようやく目覚めた賢者セージとしてのプライドの問題だった。

　では、どうすればよいのか。

「うーむ」

　腕うでを組み、首を傾かしげる。かつてないほど目まぐるしく頭が回転していた。

　とりあえずは、この鏡が落ちていたという〝バナの洞どう窟くつ〟に出掛けてみるのが、一番の方法と思えた。ここで考えていても事態は何ら進展しないし、発見場所になら、あるいは重大なヒントが残されているかもしれない。──デュダとしては珍めずらしく、妥だ当とうな結論と言えるだろう。

「よし！　〝バナの洞窟〟へ行こう」

　デュダは決心した。

　だが、ここでもうひとつ問題があった。比ひ較かく的てき安全な地域とはいえ、何と言っても、〝バナの洞窟〟は〝墜おちた都市〟のなかにあり、〝墜ちた都市〟は凶きよう悪あくなモンスターどもの巣そう窟くつなのである。戦士フアイターとしての能力を持たないデュダがひとりで乗り込こむのは、いささか心細かった。

　そんなデュダの脳のう裡りに浮うかんだのは、ふたりのドワーフ仲間だった。

　ゲラン、そしてバルン。この近くに住む双ふた子ごの兄弟である。ベクトやラーズと同じく、デュダの幼おさな馴な染じみだが、悪ガキどもとは違ちがって、デュダのよき理解者なのだった。

　兄であるゲランは戦士フアイター。弟であるバルンは司祭プリーストにして盗賊シーフ。彼らほど心強い冒ぼう険けん者しや仲間はいないだろう。

「よーし、決めた」

　善は急げ、とばかりに、早速デュダは双子の家へと出向くことにした。簡単な装そう備びを整え、もちろん背負い袋ぶくろに鏡を入れることも忘れはしなかった。

　現在、外界は真っ昼間のはずで、日光がさんさんと降り注いでいるだろうが、洞窟に住むドワーフにとって、昼夜の区別はさして重要ではない。好きな時間に活動し、好きな時間に眠ねむるわけで、彼ら兄弟が自宅にいるという保証も、起きているという保証もなかったが、とにかく行ってみるしかなかった。

　幸い、兄弟は家にいた。

　たった今、鉱山から戻もどってきたところらしく、全身は薄うす汚よごれており、額には汗あせが浮うかんでいる。実を言うと、デュダはこういう姿を見るのが苦手だ。というのも、勉強と称してロクに仕事もせず、毎日ブラブラ過ごしているデュダは、未だにスネかじりの身なのである。

「相談があるんだけど、ちょっといいかな？」

　うしろめたさを覚えつつデュダが言うと、

「ああ、もちろんさ。それにしても久しぶりだな。元気だったかい？」

　と、ゲランが明るい声で言った。

「これから一いつ杯ぱい飲やろうと思ってたんだ。一いつ緒しよにどうだい？」

　と、バルンも言う。

　仕事から帰ってきたばかりで、疲つかれているだろうに、そんな表情は微み塵じんも見せない。──ふたりとも、絵に描いたような爽さわやか好青年なのだった。

　と──

　デュダの尋じん常じようならざる雰ふん囲い気きを察知したのか、

「何かあったのかい？　深刻な表か情おしてるけど……」

　ゲランが真面目な口調で問いかけてきた。こう水を向けてくれると、デュダとしても話しやすい。

「うん、これなんだよ」

　デュダは答えつつ、背負い袋ぶくろのなかから鏡を取り出した。テーブルの上に静かに置く。

「鏡？」

　兄弟が声を揃そろえて言った。

「そう。実はね」

　デュダは、ことの一部始終を話し始めた。話していくにつれ、兄弟の視線がテーブルの上の鏡に釘くぎづけされていく。

「というわけなんだ。で、今から〝バナの洞窟〟へ行こうと思うんだけど、ひとりじゃ心細い。つき合ってくれると嬉うれしいんだけど……」

　話し終えたデュダは、両手を顔の前に合わせた。

「ふーん、なるほどね」

「魔ま法ほうの鏡か……」

　ゲランとバルン、深く頷うなずく。視線は鏡に注がれていた。

　しばし、静せい寂じやくの時と間きが流れる。

「疲つかれてるだろうから、無理にとは言わないけど」

　デュダが口を開くと、

「一いつ杯ぱいおごるか？」

　ニヤリと笑いつつゲラン。

「おれにも」

　ニコッと笑いつつバルン。

　デュダに異存のあろうはずがなかった。彼らの笑みに誘さそわれ、思わず笑みを浮うかべたデュダは、

「いいとも。任せてくれ」

　ドン！　と胸を叩たたいた。

「よーし。行くぞお」

　ゲランの声に合わせ、

「おお!!」

　三人は声を揃そろえた。

　かくして、三人のパーティができあがったのだった。

〝バナの洞窟〟までは歩いて二時間ほどの距きよ離りなので、大した装そう備びは必要ない。洞窟探たん索さくに要する時間にもよるが、日が暮くれるまでにはビムラに帰って来られるだろう。むろん念のため、武器と防具は必要だ。

　バトル・アックスを手に取り、ハード・レザーを身につけた兄・ゲラン。ショート・ソードを手に取り、ソフト・レザーを身につけた弟・バルン。

　武器を使えないデュダの目には、このふたりの武ぶ装そうした姿が、限りなく頼たのもしく映った。

　そして。

　三人はピムラをあとにし、一路〝墜おちた都市〟へと向かったのであった。




　エストン山脈は、そのほとんどが鬱うつ蒼そうと茂しげった森に被おおわれている。いったん迷いこんだら最後、ピムラの住人でも出られなくなるほどの深い森だ。

　山道を足早に下っていく途と中ちゆう、いきなり横手から、カン高い声が聞こえてきた。

「お兄ちゃんたち、どこへ行くの？」

　思わず歩を止めた三人、声の聞こえてきた方向に視線を向ける。

　茂みのなかから姿を現わしたのは、エルフの少年だった。背負い袋ぶくろを背負い、右手には子ども用の短い杖つえを携たずさえている。

「リューク！　リュークじゃないか。こんなところで何してるんだ」

　思わぬ出現に、ゲランが驚おどろきの声を上げた。

　リュークは茂みから飛び出し、三人の方にタカタカと駆かけてきた。呼い吸きを弾はずませて言う。

「家うちへ帰る途中だよ。ちょっと寄り道してただけ。お兄ちゃんたちは？」

「おれたちは〝バナの洞窟〟へ行くんだよ」

　ゲランが答えた。

「〝バナの洞窟〟？　〝墜ちた都市〟の？」

「そうだよ」

「何しに行くの？」

「それはね」

　答えようとするゲランの前に、デュダが一歩進み出た。

「リューク、これだよ」

　と、背負い袋から例の鏡を取り出す。

「あ、その鏡は!?」

　リュークは目をまん丸くした。

「そうさ、あの鏡だよ。この鏡の秘密を探るため、〝バナの洞窟〟へ行くんだよ」

　デュダが言うと、

「そうかあ。賢者セージのデュダさんも、この鏡のこと知らないの？」

　リュークが訊きいてきた。ベクトやラーズとは違ちがい、皮肉は込こめられていない。

「うん、残念ながらね。ところで、この鏡に魔ま力りよくが秘められているというのは、間ま違ちがいないんだろうね」

　リュークと出で遇あった偶ぐう然ぜんに感謝しつつ、念を押おす。

「それは確かだよ。ぼくを信用してよ」

　リュークは言い、エヘンと胸を張った。続いて、

「ねえねえ、〝バナの洞どう窟くつ〟へ行くんだったら、ぼくも連れてってよ。以ま前えから行きたい行きたいと思ってたんだけど、パパやママが、危いから駄だ目めって許してくれないんだ。ドワーフの子どもたちはみんな行ってるのにね。ねえ、お願い。連れてってよ」

　と目を輝かがやかせる。

「どうする？」

　ドワーフ三人は顔を見合わせた。

　確かに、〝バナの洞窟〟は安全なところとは言いがたい。リュークの両親の言うことは正しいだろう。しかし、大の大人おとなが三人もいる（もっとも、内ひとりは少々頼たよりなかったが）のだから、いざとなったら護まもってやれる。それに、たとえ子どもとはいえ、リュークは魔術師ソーサラーであり、しかもエルフだから精霊使いシヤーマンでもあるのだ。一いつ緒しよに行けば、プラスになることはあっても、決してマイナスにはならないだろう。

　素早く計算したデュダは、無責任を承知の上で決断した。ゲランとバルンの顔を交こう互ごに見ながら、

「どうだろう。あんなに言ってるんだし、連れて行ってもいいじゃないか。おれたちがついていれば、そんなに危険じゃないだろう」

　損得計算など噯おく気びにも出さずに言う。頭は賢かしこくないが、こういうズルさだけは備えているのだった。

　双ふた子ごはしばらく考えこんでいたが、やがて同時に、

「ま、いいか」

　声を揃そろえて言った。

「話は決まった」

　デュダはリュークに向き直った。

「というわけだ。よかったな、リューク。でも、おれたちのそばから離はなれるんじゃないぞ」

　デュダの言葉を聞き、

「わーい!!」

　リュークは無む邪じや気きに踊おどり上がった。

「魔ま法ほうが必要なときは、いつでもどうぞ。これでも、なかなか頼たよりになるよ」

　嬉うれしそうに、ニコニコ笑いながら言う。

「こいつ」

　ゲランはリュークの額を小こ突づいた。

「エヘヘ……」

　リューク、舌をチロッと出し、頭をかく。

　生意気だが、憎にくめないタイプの子どもなのだった。

　ま、何はともあれ──

　こうして四人に増えた一行は、〝バナの洞窟〟へと向かって、さらに歩を進めたのである。
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　リュークと出で遇あうまでは、あまり無む駄だ口ぐちを叩たたかず、ただ黙もく々もくと歩いていた一行だったが、リュークが加わったことにより、パーティの雰ふん囲い気きはガラリ一変した。

　とにかく、リュークは明るかった。冒ぼう険けん者しや仲間に加えてもらったことが、よほど嬉しいのだろう。ふだんにも増して、はしゃぎ回っている。

　そこらじゅうの草木を杖つえで指し、

「ねえねえ、デュダさん。あれは何というの？」

　デュダが答えてやる（知らない草木も多かったが）と、

「そうかあ。憶おぼえておこ」

　と大おお袈げ裟さに頷うなずく。

　想い返してみれば、リュークとは何度も顔を合わせているが、それはピムラ（あるいは、その付近）でのことで、一いつ緒しよに森を歩くのは初めてのことだった。リュークの頭のなかには、賢者セージに尋たずねたいことが山積していたのだろう。

　ゲランとバルンには、

「ねえねえ、〝バナの洞どう窟くつ〟って、どんなところ？　恐おそろしいモンスターが出るの？」

　瞳ひとみをキラキラ輝かがやかせて訊きく。

　むろん双ふた子ごも、知っている限りのことを教えてやった。

　ドワーフたちの一語一句に、リュークは過か敏びんに反応した。いかにも知的好奇心の旺おう盛せいなエルフの子どもらしかった。

　そうこうしているうちに、目的の場所に到着した。

〝バナの洞窟〟──この洞窟を訪れるのは、デュダにとっては五年ぶり、ゲランとバルンにとっては三年ぶりのことである。久しぶりに目にする洞窟だが、最後に見たときとほとんど変わっていないように思えた。

「さ、行くか」
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　一行を促うながしたデュダが、洞窟へ足を踏ふみ入れようとしたとき、

「ちょっと待って」

　リュークが言った。

「ン？」

　ドワーフ三人、リュークの方に目をやる。

「どうしたんだい、リューク。恐こわくなったのかい？」

　ゲランが訊くと、

「ううん、そうじゃないよ」

　リュークは首を横に振ふった。さらに、

「内な部かの様子を調べておきたいんだ」

　と言う。予想外の言葉だった。

「え？　ひとりで洞窟にはいっていくのか？」

　驚おどろくゲランに向かって、

「まさか。いいから、見ててよ」

　リュークは言い、何やら呪じゆ文もんを唱えた。

　ウィンドボイス──精霊使いシヤーマン魔ま法ほうのひとつである。風の精せい霊れいシルフに命令して、洞窟内の音をリュークのところまで届けさせようとしたのだ。ところが……。

　ややあって、

「駄だ目めだったよ……」

　リュークはがっくりと肩かたを落とした。

「洞窟の内な部かにはシルフの力は届かないみたいだ。内な部かの様子はわからないよ」

　頭を大きく振ふり、さも残念そうに言う。

「そうか……」

　リュークの試み、そしてその失敗を理解したゲランは頷うなずき、リュークの肩をポンポンと叩たたいた。

「ま、いいさ。この洞窟のことは、よくわかっている。そんなに神経質になる必要はない」

　優しく慰なぐさめるような口調で言う。一行を見回したのち、

「じゃ、行くぞ」

　と、再度洞窟に向かって足を踏ふみ出しかけたゲランだったが、

「待って」

　という声で立ち止まった。またもやリュークだった。

「なんだ？」

　ゲランが振ふり向くと、

「うん」

　リュークは明るい声で答えた。ウィンドボイス失敗の痛手から、早くも立ち直ったらしい。

「こういうこともあろうかと思って、ぼくはいつも用意しているんだ。もう少し待ってね」

　と言いながら、背負い袋ぶくろを降ろし、なかをゴソゴソとまさぐる。彼が取り出したのは、一本のたいまつだった。

「ドワーフさんたちと違ちがって、ぼくは洞窟のなかで目が見えないからね。インフラビジョンだけじゃ心細いし、いざというときは、ファイア・ボルトも使える」

　解説しつつ、たいまつに火を点つける。まだ明るい外界では頼りない炎ほのおだが、洞窟のなかでは絶大な威い力りよくを発はつ揮きすることだろう。

「さ、準備オーケイ。しゅっぱーつ」

　嬉うれしそうに声を上げるリューク。

「やれやれ」

　三人のドワーフは肩をすくめた。お互たがいに顔を見合わせ、ニヤッと笑う。

　完全に一本取られた恰かつ好こうだった。生意気なことを言うだけではなく、リュークはなかなかしっかりした子どもなのだった。

「さて、リューク先生の準備も整ったようですし、そろそろ洞どう窟くつ探検と洒落しやれこみますか。先生、よろしいですか？」

　バルンがリュークの方を見、おどけた口調で言う。

「せ、先生……」

　リュークの頰ほおがパッと紅潮した。

「や、やめてよ、先生なんて……」

　と頭をかく。柄がらにもなく、照れているのだった。

　その様子が妙みようにおかしく、ドワーフたちは思わず相そう好ごうを崩くずした。マセているようでも、やはり子どもは子ども、かわいいものなのである。

　バルンが追い撃うちをかけた。

「さ、先生。参りましょう」

　そしてドワーフたちは、大笑いをしたのであった。




　一行は〝バナの洞窟〟へと足を踏ふみ入れた。先頭にゲラン、二番めにデュダ、三番めにたいまつを持ってリューク、しんがりはバルンという順番である。

　開口一番、ゲランが言った。

「いやあ、懐なつかしいなあ」

「ホント、三年ぶりだもんなあ」

　バルンが呼こ応おうする。

　デュダも同じ気持ちだった。

　洞窟のなかでは何度も迷子になったし、いきなり凶きよう悪あくなコボルドに襲おそわれて、命からがら逃にげ出したこともある。当時は心の底から恐きよう怖ふしたものだが、現い在まとなっては、よい想い出だった。

　感傷に耽ふけりつつ、しかし注意を怠おこたることなく一行は歩を進めた。

　この〝バナの洞窟〟はほとんど一直線に伸のびている。わき道に逸それても、たいていは行き止まりで、ほとんど迷うことはない。ただし、立ち入り禁止区域となると、話は別だ。複雑に入り組んだ迷路状の構造になっており、よほど気をつけて歩かないと、すぐ迷子になってしまう。デュダが子どものころ迷子になったのも、立ち入り禁止区域のなかでのことだった。

　ラーズの話によれば、あの鏡を見つけたのは立ち入り禁止区域内とのことだから、立ち入り禁止区域に踏ふみ込こむ必要がある。入り口付近の何倍も危険が潜ひそんでいることは確かだが、それほど深入りしなければ、大して心配することはないだろう。

　やがて一行は、立ち入り禁止区域に辿たどり着いた。

　ロープが張られており、その横に、

〈危険!!　立ち入り禁止〉

　とドワーフ語で書かれた立て札ふだが立っている。これまた、昔むかしのままだった。

　一行はロープの手前で立ち止まった。

　先頭のゲランが振ふり返り、

「この向こうだな」

　と確認する。

「ああ、そうらしい」

　デュダは頷うなずいた。

　ここまで誰だれにも出で遇あわずに来られたのは、幸いだった。ドワーフの子どもたちと遭そう遇ぐうしていたら、ややこしい事態に陥おちいっていたと想像できるからだ。たとえ、有名無実に近いような禁とはいえ、大の大人おとなが子どもたちの前で、堂々と破るわけにはいかない。事情を説明するのに、苦労させられたことだろう。

「では、行くか」

　とゲラン。

「うむ」

　とデュダ。

　バルンとリュークも頷く。

　ゴクリと息を吞のむ音が、静かな洞窟内に響ひびいた。子どものころ何度も足を踏み入れたとはいっても、さすがに立ち入り禁止区域にはいるとなると、精神的なプレッシャーを感じずにはいられなかった。

　一番緊きん張ちようしているのは、当然のことながら、リュークだった。ただ単に〝バナの洞どう窟くつ〟にはいることさえ初めてなのに、その上、立ち入り禁止の禁まで破ろうというのだから、緊張するなという方が無理だろう。洞窟にはいって以来、リュークは別人のようにおとなしくなっていた。

　ロープの向こう側には、十メートルほどの一本道が続いており、その先は三方向に分かれている。そこからが迷宮の本番なのだ。

　ロープをくぐり抜ぬけて進んだ四人は、その分ぶん岐き点てんで立ち止まった。

「どうする？」

　振ふり向いて尋たずねるゲランに、

「まずは右の道へ行こう。少し行って、落らく盤ばんの跡あとがなければ、引き返せばいい」

　デュダは答えた。いささか頼たよりないとはいえ、一応この冒ぼう険けんのリーダーはデュダなのだから、こういう決定は任せられて当然だった。

「わかった」

　頷うなずいたゲランは、右の道へと足を向けた。うしろの三人があとに続く。

　洞窟は緩ゆるやかなカーブを描いて、奥おくへと続いていた。この緩やかなカーブが曲者くせものなのだ。たとえば北へまっすぐ進んでいるつもりでも、いつの間にか東へ進んでいたりして、方角がわからなくなってしまうのである。

「確かこの先は、ふた股またに分かれていたっけな」

　ゲランが言った。

「うん」

　とバルンが答える。

　この洞窟へ足を運ばなくなって久しいが、それでもまだこのあたりの様子くらいは、おぼろげながら憶おぼえていたのだった。

　ゲランの言う通り、しばらく行くと、道はふた股に分かれていた。

「どうする？」

　立ち止まったゲランは、振ふり返った。どちらかへ進むか、あるいは引き返すかという問いだ。

「もう一度、さっきの分ぶん岐き点てんまで戻もどろう」

　デュダはためらわず答えた。ラーズは、『立ち入り禁止区域にはいった、すぐのところで鏡を見つけた』と言った。落らく盤ばんの跡あとがあるとのことだが、このあたりで落盤が起きた形けい跡せきはない。引き返して、残ったふたつの道を調べてみるのが、妥だ当とうな判断と言えるだろう。

　分岐点まで戻った一行は、今度は真ん中の道へと足を踏ふみ入れた。

　この洞窟もやはり同じように、緩ゆるやかなカーブを描いて奥おくへと続いている。

「えーっと、確かこちらの道は、ちょっと行くと左に折おれ曲がっていて……」

　ブツブツとひとり言のように呟つぶやきながら、歩を進めるゲラン。

　彼の言う通り、三十メートルほど歩いていくと、道は左に直角に折れ曲がっていた。

　左さ折せつしたところで、ゲランは立ち止まった。前方には、まっすぐ進む道と、右へ折れ曲がる道が見える。

「どうしようか。直進してもいいし、右へ曲がってもいい。おれの記き憶おくに間ま違ちがいがなければ、右の道は広間へと続いているはずだ。つまり、行き止まりだな」

　ゲランは言った。

　今回も迷う必要はなかった。

「右だ」

　デュダは即そく座ざに決断し、一行は広間へ続くという右の道へと進むことになった。

　ゲランの記憶は正しかった。十メートルほど歩いたところで、突とつ然ぜん視界が広くなった。広間に到着したのである。──直径十数メートルの円形の広間。

　その広間に足を踏み入れた途と端たん、

「あ！」

　ゲランは大きな声を上げて、立ち止まった。

　続いて足を踏ふみ入れたデュダとバルンも、

「あ！」

「あ！」

　と、同様の声を上げ、立ち止まる。

　彼らが目にしたのは、明らかにそれとわかる、落らく盤ばんの跡あとだったのである。
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「こ、これだ」

　デュダは叫さけんだ。

「ここであの鏡は見つかったんだ」

　興奮を抑おさえ切れず、落盤の跡付近まで駆かけ寄る。ここが目的の場所に違ちがいないと確信していた。

「やったな、デュダ」

「よかったな、デュダ」

　ゲランとバルンが口々に喜びの声を上げる。彼らの役目は、いわばデュダの護ご衛えいであって、目的の場所に到着した現い在ま、その任務はほぼ果たされたことになるのだ。

「ねえ、どうしたの？　何があったの？」

　事情を知らないリュークは途と惑まどいの表情を露あらわにしているが、今はリュークの相手をしている場合ではなかった。

「ありがとう、みんな」

　デュダは深々と頭を下げた。

　しかし、目的の場所に到達したとはいっても、目的を達成したわけではない。あの鏡の謎なぞを解かなければ、全く意味がなくなってしまうのだ。

　ややあって、平静を取り戻もどしたデュダは、

「さて、と」

　と言い、背負い袋ぶくろを降ろした。三人に向かって言う。

「これから、この広間を徹てつ底てい的てきに探たん索さくしようと思う。悪いけど、岩をどけるのを手伝ってくれるかい？」

「いいとも。任しとけ。おれたちゃプロだ」

　ゲランとバルンが口を揃そろえて言い、同時にドンと胸を叩たたいた。やや遅おくれて、

「はあい……」

　不満げな表情ながらも、リュークも同意を示す。わけがわからないのだから、不満げなのも致いたし方かたないだろう。

　それに気づいたデュダは言った。

「あ、悪かったな、リューク。実は、この落らく盤ばんの跡あとで、あの鏡が発見されたらしいんだ。だから、今からここで、あの鏡の謎なぞを解く手て懸がかりを探そうとしているんだよ」

　デュダの言葉を聞いた途と端たん、

「なーんだ、そうだったの」

　リュークの表情がパッと明るくなった。

「そうだよねえ、そうだよねえ」

　自分を納得させるように何度も頷うなずき、

「一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばりまーす」

　リュークは元気一いつ杯ぱいの声で言った。

「その意気だ。期待してるよ」

　リュークに向かって優しく言ったデュダ、続いて大声で、

「さ、そろそろ始めよう。何か変わったものが見つかったら教えてくれ」

「おう!!」

　声を揃えるゲランとバルン。

　デュダの号令一下、四人は作業を開始した。

　岩をどけ、邪じや魔まにならない場所にどんどん積み上げていく。こういう作業はドワーフの最も得意とするところだ。巨きよ大だいな岩の山はみるみる小さくなっていった。

　ところが……。いくら岩をどけても、顔を出すのは岩また岩で、めぼしいものは何も出てこない。いいかげん嫌いや気けが差してくるが、誰だれも文句を言わず、黙もく々もくと作業を続けた。

　約一時間が経過。そのころには、落盤の跡はきれいさっぱり片づいていたが、あの鏡と関係ありそうなものは何も見つからなかった。──どうやら、無む駄だな努力に終わってしまったようだった。

　岩を片づけ終わった四人は、広間の中央に車座になって坐すわった。

「ふう……」

　誰からともなく、溜ため息が漏もれる。残念無念！　四人とも同じ想いだった。

「何も出てこなかったね」

　と、リューク。

「ああ」

　と、デュダ。

　四人の間に沈ちん黙もくが流れた。徒労感と虚きよ脱だつ感からくる沈黙だった。

　デュダは背負い袋ぶくろから鏡を取り出し、しげしげと見つめた。三人の視線も鏡に注がれる。

「鏡よ。おまえはいったい何物なんだ。答えてくれよ」

　鏡を覗のぞき込こみ、懇こん願がんするように言う。だが、白雪姫の鏡ならともかく、鏡が答えてくれるわけがなかった。

　しばらくして、

「いつまでもこうしていても仕方がない。出ようか」

　言いつつ、デュダは立ち上がろうとした。その瞬しゆん間かんだった。

「うわあ!!」

　広間の入り口に向かって坐っていたリュークが悲鳴を上げた。

「どうしたんだ!?」

　ドワーフの三人、慌あわててリュークの視線を追う。次の瞬間、

「うわあ!!」

　三人も同じような悲鳴を上げ、同時に、バッと立ち上がった。

　四人の目は絶対に見たくないものを、しっかりと捉とらえていた。

　一見、巨きよ大だいな岩のようにも見える、体長三メートルあまりの巨きよ人じん。背中を屈かがめたような体勢で立っており、両りよう腕うでが異様に長い。

「ト、トロールだ……」

　瞬しゆん時じにしてその正体を悟さとったデュダが呆ぼう然ぜんと呟つぶやくと、

「ト、トロール……。こいつが……」

　ゲランは呻うめくように言った。

　強大な両腕の力を武器とするトロール。その破は壊かい力りよくは尋じん常じようではない。四人の冒ぼう険けん者しやたちの手には負えそうもない、恐おそるべきモンスターだった。

「グルル……」

　トロールは広間の入り口に立ち塞ふさがり、四人をギロリと睨にらみつけている。不気味な唸うなり声が、恐きよう怖ふを倍加させた。

　最初に行動を起こしたのはゲランだった。

「くそう！　そこをどきやがれ!!」

　自じ慢まんのバトル・アックスを握にぎりしめ、トロールに向かって突とつ進しんしようとする。だが、

「待って」

　というリュークの鋭するどい声で思いとどまった。

「なんだ？」

　と問うゲランには答えず、リュークは右手に持った杖つえを振ふりかざした。と同時に、トロールの周囲にガスが発生する。トロールとの距きよ離りが十メートルほど離れているのを計算し、スリープ・クラウドの呪じゆ文もんを唱えたのだ。

　子どもとは思えぬ冷静な判断力で、もし成功すれば大だい殊しゆ勲くんものだったが、残念ながら、トロールには全く効果がなく、逆に、トロールを怒おこらせる結果となってしまった。

「ガルル……」

　両腕を振り上げ、威い嚇かくのポーズを取るトロール。ただでさえも巨大な姿が、よけい大きく見えた。

「駄だ目めだ。効きかなかった」

　口く惜やしそうに舌打ちするリューク。

「おれに任せろ」

　ゲランはトロールに突進した。

「おれも行くぜ」

　バルンもショート・ソードを抜ぬき放ち、あとに続いた。

　バトル・アックスで殴なぐりかかるゲラン。

　ショート・ソードで突つきかかるバルン。

　確かに両者とも手て応ごたえを感じたが、岩の肉体を持つトロールには、蚊かに刺さされたほどの痛みしか与あたえられなかった。

　トロールが反はん撃げきを開始した。丸太のような太く長い腕うでが、うなりを上げて、ゲランに襲おそいかかってくる。ブーン!!

「うわっ」

　ゲランはかろうじて避よけた。

　続いてバルンにも、丸太のような腕が迫ってくる。ブーン!!

「うへっ」

　バルンもかろうじて避よけた。

　通常の手段では太た刀ち打うちできないと判断した兄弟は、お互たがいに目配せし、ヒット・アンド・アウェイの作戦に出ることにした。だが、ほとんど逃にげ回るばかりで、容易には踏ふみ込こめない。

　少し離はなれたところでは、リュークが必死に魔ま法ほうで攻こう撃げきを試みていた。

　リュークが呪じゆ文もんを唱えると、たいまつの火がボワッと燃え上がった。トロールに向かって火線が走る。精霊使いシヤーマンの攻撃魔法ファイア・ボルトだ。狙ねらい過あやまたずトロールに命中したが、バチッと火花が散っただけで、トロールの動きを止めることすらできなかった。

「くそ。これも駄だ目めか」

　舌打ちしたリュークは、また別の呪文を唱えた。リュークのからだから、白く輝かがやくエネルギーの矢ボルトが一直線に飛んでいき、見事トロールに突き刺さった。今度は魔術師ソーサラーの攻撃魔法エネルギー・ボルトだ。しかしこれまた、トロールには全く効き目がないようだった。

「うう……」

　呻うめき声を発し、がっくりと肩かたを落とすリューク。ここまでが精神力の限界だった。これ以上呪文を唱えると、気絶してしまうだろう。リュークはハアハアと肩で呼い吸きをしながらあとずさった。

　トロールに肉にく弾だん戦せんを挑いどんでいるゲランとバルン。そして、魔ま法ほうで対たい抗こうしようとしたリューク。──三人の果か敢かんなファイトぶりを目のあたりにし、デュダは無性に歯は痒がゆさを覚えていた。

　トロールの正体はわかった。だが、それが何の役に立ったというのだ？　幼いリュークでさえ、魔法でトロールを攻こう撃げきした（失敗に終わったとはいえ）というのに、自分は何もできず、ただ指を咥くわえて、彼らが闘たたかう様子を見ていることしかできない。無力な自分が、心底恨うらめしかった。

　リュークが力尽つきた現い在まとなっては、あとはゲランとバルンに期待するしかないが、彼らにトロール打だ倒とうを望むのは、奇き跡せきでも起こらない限り、無理な相談だった。

　とにかく、トロールは強い！　さしものゲランとバルンも、トロールの攻撃を避よけるのが精いっぱいで、とても攻撃体勢には移れない。たまに攻撃がヒットしても、トロールに傷を負わせるには至らない。

　このまま戦せん闘とうが長引けば、いずれ疲ひ労ろうしたドワーフたちは、トロールの強きよう烈れつな一いち撃げきを喰くらってしまうだろう。当たりどころが悪いと、即そく死ししてしまうこともあり得る。

　実際、ゲランとバルンの動きは、目に見えて悪くなっていった。相当に疲つかれているのだ。あと何回トロールの攻撃を避よけることができるだろうか。

　ふたりが殺やられたら、次はデュダとリュークの番。──そう考えると、デュダは身み震ぶるいがした。

〈死〉という言葉が、現実味を帯びて迫せまってくる。恐こわかった。心の底から恐かった。

　と。そんなデュダの視界の片かた隅すみに、例の鏡が映った。

「ン？　待てよ」

　何かが脳のう裡りに閃ひらめき、デュダは首を傾かしげた。

　この鏡には、何か魔ま力りよくが封ふうじ込こめられている。その正体はわからないが、確かな事実だ。ということは、ひょっとしたらその魔力が、この絶体絶命の局面を打破してくれるかもしれない。──微かすかな望みだが、賭かけてみる価値はありそうな気がした。こうして待っていても、どうせいつかは殺やられる運命なのだ。殺されるのを、ただ待っているよりも……。

　完全にヤケクソ、イチかバチかの心境だった。

「よーし!!」

　デュダは勇気を奮い起こした。

　鏡を両手で握にぎりしめ、バッと前方に躍おどり出る。

　突とつ拍ぴよう子しもない行動に面めん喰くらったのか、トロールの動きが止まった。（ついでながら、ゲランとバルンの動きも）

　チャンスとばかりに、デュダは、

「やい、トロール！　これを見ろ!!」

　ぐい！　と鏡をトロールに突つきつけた。

「グルル……？」

　首を傾かしげ、鏡を覗のぞき込こむトロール。

　驚おどろくべき現象が起こったのは、その瞬しゆん間かんだった。

　なんと!!

　突とつ然ぜんトロールの巨きよ体たいが、シュルルルル……と縮み始めたのである。

　まさに、一いつ瞬しゆんのできごと。またたく間に、トロールはドワーフ並みの大きさになっていた。

「グル、グルルル……？」

　ホケッと立ち尽つくすトロール。何が起こったのか咄とつ嗟さに理解できず、混乱しまくっているのだった。

　それは、四人の冒ぼう険けん者しやたちとて同様だった。あまりの驚きに、呆ぼう然ぜんとトロールを見つめている。
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　最初に我を取り戻もどしたのは、わずかとはいえ心の準備ができていたデュダだった。

　まだ放心状態でトロールを眺ながめているゲランとバルンに向かって、

「何をボンヤリしているんだ。チャンスだ。やれ！」

　と叫さけびつつ、手近にあった岩を引っ摑つかんで、トロールに突とつ進しんする。リュークもハッと我に返り、岩を拾って駆かけ出した。

　ふたたび始まった戦せん闘とうは、呆あつ気けなく終わった。

　ドワーフ並みの体格になったトロールは、もはやトロールではない。四人掛かりの攻こう撃げきに合っては、ひとたまりもなかったのである。

　ドワーフとエルフの子どもによる、トロール袋ふくろ叩だたきの図。滅めつ多たにお目にかかれない光景であろう。

　数分後──

　長々と伸のびてしまったトロールの死体を前にして、

「ふうーう……」

　四人は大きく安あん堵どの呼い吸きを吐はいた。

　リュークがトロールを踏ふみつけ、

「えいえい、おお！」

　と、勝利の声を上げる。

　ドワーフ三人は、にっこりと微笑ほほえんだ。

　何はともあれ、一件落着なのであった。
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　遥はるか昔むかし……。

　古代の空中都市レックスに、ひとりのエルフが住んでいた。

　その名を、バラ・モナという。彼は偉い大だいなる魔術師ソーサラーだったが、ひとつだけ悩なやみがあった。

　それは、身長である。成人してもドワーフ並みにしか背が伸びなかった彼は、そのため、ことあるごとに仲間の嘲ちよう笑しようの対象になっていた。

　その恨うらみを晴らすべく、自らの持てる魔ま力りよくを総結集して造り上げたのが、かの〈小人の鏡ミゼツト・ミラー〉であった。

〈小人の鏡ミゼツト・ミラー〉──覗のぞき込こむ者すべてをドワーフ並みの身長に縮めてしまうという、途と轍てつもない魔力を秘めた鏡だ。もともと小さいドワーフ族や幼い子どもたちには、何の脅きよう威いにも成り得ないが、それ以外の人々にとっては、まさに恐おそるべき魔ま鏡きようと言えるだろう。

　その魔力の強大さゆえか、〈小人の鏡ミゼツト・ミラー〉の存在はいかなる文ぶん献けんにも残されておらず、現い在まとなっては、その由来を知る者はいない。しかし、同じ境きよう遇ぐうにあるデュダには、この鏡を造った者の心情が、何となく理解できるような気がした。

　その後──

　半ば偶ぐう然ぜんの結果とはいえ、〈小人の鏡ミゼツト・ミラー〉の謎なぞを解き明かしたことにより、デュダは一いち躍やくドワーフの賢者セージとして有名になった。もはやデュダを馬ば鹿かにする者はいない。

　このささやかな冒ぼう険けんをきっかけに、ようやく今、デュダは真の意味で賢者セージへの道の第一歩を踏ふみ出したのである。

　ドワーフの賢者セージデュダに、幸いあれ！
















神官戦士が六人


水野　良
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　それは、ルファードが幸運の神チャ゠ザへの夜の祈いのりを終えて、ベッドに入ろうかと思っていた矢先のことだった。

　玄関の扉とびらが、まるで突とつ風ぷうに打たれたかのように、激はげしい音を立てたのだ。もちろん、それは風の悪戯いたずらなどではなかった。なぜなら、すぐにひびわれた声がして、雑貨屋の主人であり、幸運の神の侍じ祭さいでもある彼の名前が呼ばれたからだ。

「この店に、ルファードという方はおられるかな」

　ややなまりのあるその声は、ルファードがガウンを探すのに手間取っているあいだに、きっちり十回は叫さけばれた。

　さぞかし近きん隣りんの人々の迷惑になったろう、と相手の常識の無さに腹を立てながら、ルファードは突とつ然ぜんの来訪者を出迎えるべく、樫かしの木で作られた分厚い玄関を外に向かって押おし開いた。

　そこには、夜の闇やみを背景として、四つの人影が浮うかんでいた。

　先頭にいるのは、ずんぐりとした体形の小男だった。ドワーフであることは、すぐに分かった。さっきの声は、この大地の妖よう精せいから発せられたに違ちがいない。今にして思えば、自分の名を呼んだ声にはドワーフ語のなまりがあった。

　その後ろに並ぶように立つ三人は、彼の家から洩もれる明かりがほとんど届いておらず、影絵のようにしか見えない。だが、そのうちのひとりが女性であることだけは、ほっそりとした身体の輪りん郭かくから確信できた。

　戦士の訓練を受けたこともあるルファードは、我知らず右の手を腰こしに伸のばしていた。目が慣れてくるにつれ、四人が武器を帯びていることが分かったからだ。冒ぼう険けん者しやと呼ばれる者たちに間ま違ちがいなかった。奇き妙みようなことに、四人が四人とも、兜かぶとや髪かみの毛に鳥の羽根らしきものをひとつ差していた。

「わたしに何の用だ」ルファードの口調は厳しかった。「領主に雇やとわれてきたのか？」

「領主だと？」怪け訝げんそうにドワーフが尋たずねかえしてきた。「領主などわしは知らんぞ。わしらはあんたに手紙を運んできただけだ。グードンのチャ゠ザ神しん殿でんからのな」

「グードンの神殿からだって！」ルファードは、自分の心臓が激しい鼓動を立てはじめるのを意識した。

「すぐに渡わたしてくれ。礼ならはずむぞ」

「謝礼はすでに貰もらってある。気持ちはありがたいが、これ以上貰うわけにはいかん」ドワーフはルファードの豹ひよう変へんぶりに戸惑いの表情を浮かべながら、鎖かたびらチエインメイルの懐ふところを探って厳重に封印された手紙を取りだした。

　ルファードはもぎとるように手紙を受け取ると、その場で手紙の封を破り、中の書面を取りだした。そして、それを貪むさぼるように一気に読んだ。

「思ったとおりだ。チャ゠ザ神よ、グードンの高司祭様よ、感謝いたします」

　ルファードは星空を仰あおぎながら、震ふるえる声でそう叫さけんだ。

　その手紙には、彼を正式な司祭として認める旨むねの知らせが簡潔な文章で書かれていたのだ。それは、ルファードにとってここ数年来抱いだきつづけていた夢であった。請せい願がん書しよと共にいったい銀貨にして何万枚の寄進を行ったことか。

「いい知らせで、よかったの」ドワーフは我を忘れてしまった様子のルファードの肩かたをポンと叩たたくと、くるりと背中を向けて、仲間のところに戻もどろうとした。

「ま、待ってくれ。旅の人」ルファードはあわててそれを呼びとめた。

「なんだ」答えてドワーフはふたたび向きなおった。

「今夜は遅い、狭せまいところで悪いが、どうか今夜は我が家に泊まってくれ。酒を出そう。わたしの幸運を共に祝ってはくれまいか」

　哀あい願がんするような声になっているのに、ルファードは気付いた。司祭位を授かった者としてはふさわしくないかもしれないが、今夜だけはこの喜びを自分ひとりのものにしておきたくないと思った。

　それに加えるならば、冒険者らしきこの四人の訪問者に依い頼らいしたいこともあったからだ。ドノバと呼ばれるこの小さな村は、解決せねばならない問題をひとつ抱かかえているところだったのだ。難問ではあるが、それを解決することこそ、チャ゠ザ神が自分に望まれていることだ、とルファードは思っていた。司祭に任命されたのは、神がそれを支し援えんしてくれている証あかしとさえ思えた。

　ルファードの誘いの言葉に、ドワーフの渋じゆう面めんは一いつ瞬しゆんにしてほころんでいた。

　彼らの酒好きは、王都ファンから鉱山街グードンへと至いたる街道が〝エールの街道〟と呼ばれていることを引き合いに出すまでもない。グードンの街には、良質な鉄を産出する鉱山があり、その鉱山の採さい掘くつは大地の妖よう精せい族ぞくである彼らドワーフたちがほとんど一手に引き受けていた。

「そうだ、ぜひ我が家に寄ってくれ。そして、祝ってくれ」ルファードは力を込こめて言った。「値打ちもののワインの酒さか樽だるを開けよう。あんたが倒れるぐらいの量があるぞ」

　ドワーフの表情は喜びのあまり皺しわだらけになっていた。だが、その顔がはっとして引き締められた。

「申し出はありがたいのだが……」ドワーフは申し訳なさそうに言うと、チラリと後ろの仲間の方を振ふり返った。

　そのうちのひとり、女性らしき人影が首を横に振るのをルファードは見た。

「後ろの方々も遠えん慮りよしないでくれ」ルファードは後ろの三人に向かって、呼びかけるように言った。

「いや、せっかくだが、遠慮させてもらおう。ちょっとした理由があってな、今夜はすぐに宿に引っ込まなくてはならんのだ」ドワーフはため息をつきながら、そう言った。

　ルファードは説得を続けようとしばらくのあいだ粘ねばったが、一度決断したドワーフの意志は彼らの愛するミスリル銀よりもさらに硬かたかった。

　結局、ルファードはあきらめて、今夜は神に感謝の祈りを捧ささげるだけにとどめ、自分に与えられた試練を果たしたあとで、あらためて宴うたげの席を設けようと心に決めた。

　だが、その試練を果たすためには、彼らの力はぜひとも必要だった。そこで彼らに、他に急ぎの仕事がなければ、頼まれてほしいことがあると伝えた。

「もちろん、明日で構わない」ルファードはそう付け加えることを忘れはしなかった。

「そいつは断る理由がないの。わしたち羽根頭は天空に舞まうドラゴンから、裏庭に巣くうゴブリンまで、どんな依頼も断らないというのが建前だからの」

　ドワーフは答えて、よい夢を、と告げて闇やみの中に戻もどっていった。

　ルファードは別れの言葉と礼を言いながら、まるでチャ゠ザの使いのような四人の冒ぼう険けん者しやを見送った。今夜は、悪夢など見るはずがないと確信しながら。




「まだ不満そうな様子ね、オスター！」

　思わず耳を押おさえたくなるような甲かん高だかい声が、〈羊の蹄ひづめ亭〉の一階にある酒場の空気と三人の冒険者の耳を激しく震わした。

「大声を出さなくとも、聞こえるぞい。わしの耳はまだまだ丈夫だからな」そう答えたのは、先程、ルファードに手紙を渡したドワーフだった。

　怒いかりをぶちまけた方は、そのきつい声に似合わず、小こ柄がらな女性である。エルフの血が混ざっていることが一目で分かるような顔立ちをしていた。先せん端たんのとがった耳を隠かくそうともしていない。右耳の横には、極彩色をした鵡オウムの羽根をまるで髪かみ飾かざりのように差している。それでなくても吊つり上がりぎみの両目は、怒りのためにさらに強調されて見えた。ハーフエルフだった。リーライナというのが、彼女の名前である。

　まるで、貴族の令れい嬢じようのような口ぶりで、彼女はドワーフに辛しん辣らつな言葉をぶつけていた。

「不満はあるわい。なにしろ、上質のワインを飲みそこねたわけだからの。だが、文句は一言も言っとらんぞい」

　オスターと呼ばれたドワーフは、くしゃくしゃの頭に手を伸のばして、そこに差してある青あお鳩ばとの羽根を抜ぬきとると、もてあそぶように手でいじくった。

「エールを飲みながら、さっきからため息を何回ついていると思って？　もう二十と三回よ」

「おまえも暇ひまだのう」

　オスターはあきれたように、ハーフエルフの顔を見た。彼の茶色の瞳ひとみとまわりの白目が二重丸のようになっていた。

「適当に言っただけよ」リーライナは軽く答えて、おいしそうにワインを口に運んだ。「あなたがたドワーフは思いやりの心が欠けているわ。ライスの気持ちにもなってやりなさいよ」

　リーライナは、その目に哀あわれみの色を浮うかべ、テーブルの向かいに腰こしを下ろしている戦士ふうの男に視線を投げかけた。その男の首には、チャ゠ザ神の紋もん章しようが刻まれたメダルが下げられていた。

「自分はまだ侍じ祭さいの位も与えられていないというのに、他人の司祭任官の知らせを運ばなくちゃならないなんて。まったく、これを哀れといわずに何を哀れと呼べばいいんでしょ」

「君の気き遣づかいはありがたいんだけど」ライスと呼ばれた男は穏おだやかな口調で答えた。「オレはそんなこと気にしていないよ」

　そして、頭にかぶったままだった革製のつばなし帽ぼう子しを、大事そうにテーブルの脇わきに置いた。その帽子には、黒光りする鳥の羽根が一本飾かざられている。

「何も言わないで、ライス。あなたの気持ちは、よーく分かっているんだから。今晩はいくらでもあなたのやけ酒に付き合ってあげるからね」

　言いながら、リーライナは日光浴を楽しんでいる猫ねこのように目を細めながら、グラスに残っている赤い液体を一気に飲みほした。

「おじさん、もう一いつ杯ぱい」それから、空になったグラスをリーライナは元気に差し上げた。

　カウンターの方から、無愛想な返事が返ってきた。

「なあ、チェペル。もうお開きにしたほうがいいと思わないか。店の親父の返事がだんだん険悪になってきた」

　ライスは、彼の隣となりに腰を下ろしている長い黒くろ髪かみの男にそっと声をかけた。黒髪の男は、魔ま術じゆつ師しギルドで正規の会員と認められた者だけに与えられる長衣ローブを身につけていた。色はくすんだような茶色。それと同じような色合いのつば広帽子を、この魔術師は今もかぶっている。そして、帽子の右横には、やはり鳥の羽根が飾られていた。梟フクロウの風切り羽根だった。
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「わたしもまさしくそう思っていました。しかし、リーライナがあの調子ですからね」

　チェペルといういささか威い厳げんの感じられない名前を持つこの魔術師は、テーブルの上に開いた魔法書から目を離はなすこともなくそう答えた。

「ドワーフより酒好きのハーフエルフというのも珍めずらしいもんだよ」

　ライスは苦笑まじりに、おいしそうにグラスを口に運んでいるリーライナの姿を見た。

「今日はこのへんで終わりにしようよ、リーライナ。グードンから休みもなしに歩いてきたんだ。きっと目に見えない疲つかれがたまっているはずだよ」

「疲れが目に見えたら、驚おどろきだけど」返ってきたハーフエルフの声は、あまり気乗りしない様子だった。「あたしは疲れていないんだけどなぁ」

　グラスを口くち許もとに運んだままの姿勢で、リーライナはチラリとライスの顔を見た。

　しかたなく、ライスは切きり札ふだを出した。

「……オレの失意も分かってくれよ」

　うっ、と唸うなってリーライナはあやうく口の中のワインを噴きだしそうになってしまった。そして、二度、三度と小さくむせてから彼女は、

「今回はあたしの負けだわ。いいでしょ、今夜は休みましょ」

　と言って、小さく舌をのぞかせた。

「どうやら明日は仕事にありつけるみたいだから、それが成功してからあらためて飲みなおせばいいものね」

「そのときには、とことん付き合うよ」ライスは微笑ほほえみながら、ゆっくりと席を立った。

「親父さん、二階へ上がらせてもらうよ。勘かん定じようを頼む」




　　　　２




　この奇き妙みような組合せの四人が知り合ってから、もう二年が過ぎている。その間に、いわゆる中原地方の三国、オーファン、ファンドリア、ラムリアースを中心に彼らは旅を続けてきた。

　目的のない旅だった。あてもなくさまよう彼らを、人々は冒ぼう険けん者しやと呼んだ。しかし、実のところ冒険らしい冒険に出くわしたことがない。人々が抱かかえているささやかな問題を解決したり、隊商の護衛などを引き受けて、日々の糧かてを得る。それが彼らの生き方だった。古代王国の遺い跡せき探しや恐おそろしい魔ま物ものとの対決などは、まだまだ自分たちの手にはあまると考えている。

　他の仲間はいざしらず、ライスの願いは、自分が力を貸すことで人が少しでも幸せになってほしいということだった。他に野心はない。英雄になりたいとか、大金を手にしたいとか、そんな気持ちはかけらもなかった。〝幸運を導く者〟のふたつ名を名乗っているのも、そんな思いがあるからだ。

　そして、彼のもうひとつのふたつ名が、〝鴉カラス羽根〟のライスである。もちろん、それは帽ぼう子しに刺さしている鳥の羽根に由来している。

　鳥の羽根を頭に飾かざることが、ライスたち四人の冒険者仲間の印であった。そして、自分たちのことを「羽根頭」と呼んでいる。四人がはじめて出会ったとき、ライスの頭に鳥の羽根が載のっていたということがきっかけだった。

　全員が鳥の羽根を差すようになったのは、仲間の結けつ束そくを固めるためと、人々に少しでも自分たちの存在を覚えてもらうためだ。魔ま術じゆつ師しチェペルの発案だった。自分たちのような名声も実力もない冒険者は、他の事で目立たなければ仕事にありつけない、と思ったからだそうだ。情けのない話だが、すべての冒険者が裕ゆう福ふくな暮くらしをしているわけではないのだ。

　その甲か斐いもあって、最近ではどこの街の冒険者の店に寄っても、歓かん迎げいされるぐらいにまではなっていた。それがたとえ興味本位のものであろうとも、ライスは一向に気にならなかった。




　到着したのが夜遅かったことに加えて、自分を慰なぐさめるという口実で酒を飲みはじめたリーライナに付き合わされたこともあって、翌よく朝あさのライスの目覚めは決して快適なものではなかった。

　しかし、朝の礼拝を怠おこたるわけにはいかず、ライスはいつものように朝日が登るとともにベッドを出た。他の三人はまだぐっすりと眠ねむっている。いつもどおりなら、彼らはまだしばらくは眠りつづけているはずだ。

　と、突とつ然ぜん、部屋の扉とびらが小さく叩たたかれた。ぎくりとして、ライスは思わずリーライナの方を振ふり返っていた。見れば、彼女は何やら色っぽい声をあげて寝ね返がえりを打っただけで、目を覚ましはしなかった。ライスは思わず胸をなでおろしていた。

　それから、他の三人を起こさないよう気を遣いながら、そっと扉を開けて顔を覗のぞかせた。扉の外には、やはり眠たげな顔の店の主人が立っていた。

　主人はライスに、来客があることを告げた。

　しかたなくチャ゠ザ神に対する朝の祈いのりを略式で済すませ、愛用の戦斧を手に取ると、来客が待つという階下の酒場の方へと降りていった。

「あなたは？」

　そして、来客の姿を見て、ライスは驚おどろきの声を上げた。彼はてっきりルファード司祭が、やってきたのだと思ったのだ。しかし、そこにいたのは──

「はじめまして、旅のお方」

　そう言って白い神官衣をまとった女性は、ライスに向かってゆっくりと頭を下げた。神官衣の左胸には、大地母神マーファの紋もん章しようが刺し繡しゆうされていた。

　相手の女性は二十代のなかばと見えた。豊かな金きん髪ぱつをした女性だった。マーファに仕える者らしく、背中でばっさりと切っているのがもったいないとライスは思った。腰こしまで伸のばして丹たん念ねんにカールさせれば、貴族の娘むすめを名乗っても通じるに違ちがいない。ただ、陽に焼けた肌はだが貴族の娘にはない健康さを感じさせた。

　ところで、とライスは思った。自分たちがやってきたことをこの女性はどうして知ったのだろう。

「小さな村です。噂うわさが広まるのは一瞬ですわ。それに、農夫はあなたがた冒険者よりも早起きなのです。そして、わたしどもマーファの神官も」

　まるで彼の考えを見み透すかしたかのように、マーファの神官はくすりと笑った。そして、ミランディーと名乗った。笑った顔には少女の面影が残っていた。

「チャ゠ザの神官だって早起きですよ」やっとくつろいだ気分になって、ライスも彼女につられるように笑みを浮うかべ、自分の名を彼女に告げた。「で、わたしたちに用件がおありとうかがいましたが」

　彼女は無言でうなずくと、姿勢を正しライスに椅い子すを勧すすめた。顔の表情も真剣なものになっていた。勧められるままに、ライスはテーブルの向かい側に腰を下ろし、彼女の次の言葉を待った。

　そして、ミランディーはこのドノバの村を騒がしている事件について、静かに語りはじめた。それは、驚くべき内容であった。




　事件の発ほつ端たんは、三年ほど前に遡さかのぼる。

　オーファン王国に属する街道沿いの村、ドノバを治めるイールナムという男は、若い領主であった。このイールナムという領主は、信じがたいほどに美しい男で、しかも誰だれに対しても優しかった。

　その領主が、ひとりの女性を妻つまとして迎むかえいれたのだ。やはりこの世の者とは思えないほどに美しい娘むすめだった。この村の人間ではない。全身に漂う気品から、騎き士しの娘だろうと人々は噂うわさしあった。リアンナというのがその名前である。

　美男と美女が結ばれるときの常として、ふたりの結けつ婚こんを面白くないと思う者も多かっただろう。それでも、ドノバの村人は、領主夫ふ妻さいを祝福し、その美しさを誇ほこりに思った。そくれからの三年間、村は平和で、ふたりも仲なか睦むつまじく暮くらしていた。

　ところが、先日のこと。恐おそるべき事実が判明したのだ。

　領主夫人リアンナが魔ま物ものだという事実である。

　最初に夫人の正体を目もく撃げきしたのは、領主の館に出入りしている召めし使つかいであった。そして、この噂が村中を駆かけめぐると、その真偽を確かめるため、ひとりの若者が果か敢かんにも夜中に領主の館に忍びこんだ。そして、噂が真実であることをその目で見た。

　その若者の話というのは、こうだった。

　領主と夫人は、薄うす暗ぐらい寝しん室しつで静かに向かいあって立っていた。やがて、夫人は全裸になると、ゆっくりと領主のもとに歩みよっていった。

　気がついたときには、領主も生まれたままの姿になっていた。いつ、服を脱いだのか、若者はまったく気がつかなかったという。

　そして、全裸のふたりは、静かに抱だきあい口づけをかわした。やがて、夫人の唇くちびるは領主の口から頰ほおを伝い、喉のどもとに下がっていった。その姿を見て、若者は吸きゆう血けつ鬼きが犠ぎ牲せい者しやを襲おそっているところを連想したそうだ。

　と、次の瞬しゆん間かん、領主夫人の全身が虹にじ色いろの光に包まれた。

　そして、その光が溶けていくと、まるでさなぎが羽化したように、領主夫人は魔ま物ものに変へん化げしていた。上半身はいつもの夫人の姿のままで、下半身だけが巨きよ大だいな虹色の蛇へびに変わっていたという。蛇の胴どう体たいは、寝室を二重に取り巻くぐらいの大きさだった。やがて、ふたりはもつれあうようにベッドに倒れこみ、若者の視界から消えていった。

　魔物の噂うわさはいろいろと聞いてはいるが、ライスにはその魔物が何という名前なのか、かいもく見当もつかなかった。魔ま術じゆつ師しのチェペルか物知りのリーライナにでも聞けば分かるかもしれない。自分が知っている蛇の怪かい物ぶつといえば、双頭蛇ツーヘツドスネークぐらいである。

　そういえば、昨日、ルファード司祭が自分たちを領主に雇やとわれたのどうのと言っていたが、それはこのことだったのだ。自分たちに仕事を頼みたいとも言っていたが、この事件に関する依い頼らいに違ちがいない。

　それにしても、だ。

「他人の寝しん室しつを覗のぞき見るとは、少々、趣しゆ味みが悪いと言わねばなりませんね」

　ライスが洩もらした場違いな感想に、深刻な顔をしていたミランディーの表情がすこしだけ緩ゆるんだ。

「わたしもそう思います。しかし、領主夫人が魔物だという事実は、由々しきことだと言わねばなりません。それを確かめようとした若者の行為は、自然なことだと思います」

　当然だ。こんな話を聞かされれば、誰だって驚おどろく。ゾンビーだってきっと驚くに違いない。ライスはゾンビーが仰ぎよう天てんしている姿を思わず頭の中に思いえがいていた。

「で、その魔物は村人に危害を加えているのですか？　たとえば、領主を操って村人に重税を課しているとか。夜中に子供をさらってきて、頭から齧かじるとか」

「いえ、今のところは……」ミランディーは面食らったような顔で、首を振ふった。

「ですが、魔物がいつまでもおとなしいままいるはずがありません。村人たちは、皆、不安にかられています。いつ暴動が起こるかしれたものではありません。それに魔物が人間と夫婦になるなんて自然ならざることですわ。しかも、あの方、イールナム様と……」

　そう言って、ミランディーはふと遠い目をした。せつなそうな表情だった。それで、この女性が領主に対して抱だいている感情を、ライスは悟さとった。

　自分の愛する男性が下半身が蛇の魔物と抱きあっていることを考えると、我が慢まんできないのだろう。ライスは思わず、巨大な蛇へびと戯たわむれるリーライナの姿を想像してしまい、それが思ったよりも違い和わ感かんがないことに心の中で苦笑してしまった。

「わたしにはふたりの婚こん姻いんを解消する義務があります。ふたりの婚姻を認めたのが、他ならぬわたしである以上。御存じのように、マーファの神官は婚姻の承認者であり、守護者でもあるのです。そして、夫人にはこの村を出ていってもらうつもりです。もし、夫人がそれらを拒こばむようなら、わたしは戦いも辞さないつもりです。わたしは未み熟じゆくですが、戦士としての訓練も受けていますから」
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　それを手伝ってほしいのです、とミランディーはライスに向かって、静かに頭を下げた。

　マーファの神官である彼女が、自然ならざるという言葉を使っている以上、彼女は命に代えても今の言葉を実行しようとするだろう。同じ女性でも、リーライナの発言とは重みがまったく違ちがうのである。

　しかし、ライスは自分ひとりの判断で、この依頼を引き受けることはよそうと決めた。昨日、ルファード司祭に、仕事を引き受けると約やく束そくをした手前もある。ふたつの依頼が異なっていたり、矛む盾じゆんするものだったら大変である。噂うわさとは本当に怖こわいものだ、彼らのように街や村を巡めぐって揉もめ事を解決することをなりわいとしている冒ぼう険けん者しやにとって、たったひとつの噂が命取りになるのである。

　それに加えて、このミランディーという女性は、信仰と自分の想いとを混同しているふしがある。人間と魔ま物ものの婚姻が許せないのは、マーファの教義というよりも、彼女が領主に好意を持っているからだという気がするのだ。

　その思いは伏ふせるとして、後の事情は正直に彼女に語ることにした。

「……分かりました。もしも、よい返事が聞かせてもらえるなら、わたしの家をお尋たずねください。わたしの家は、村の者に聞けばすぐに分かるはずです」

　そう言い残して、ミランディーは静かに立ち上がり、〈羊の蹄亭〉から去っていった。




　　　　３




　マーファの神官と入れ替わるように、リーライナら三人が、眠ねむそうな目をこすりながら降りてきた。

　オスターの頭は寝ね癖ぐせがついていて、もはや髪かみの毛というより雑草の茂しげみといった風ふ情ぜいだった。それでも、青あお鳩ばとの羽根だけはちゃんと頭に差している。しかし、このドワーフのふたつ名は〝青鳩羽根〟ではなく〝燕つばめ羽根〟という。それは彼の頭が燕の巣に似ていることに由来していた。

「来客があったようだの」癖くせのある声で、オスターが話しかけてきた。

　ライスはうなずいて、仲間を自分の座っているテーブルに招まねくと、先程の大地母神の女神官から受けた依頼について、語って聞かせた。

「その依頼は断りましょ」話を聞き終わるなり、リーライナはあっさりと言った。「あたしは、恋れん愛あい問題には関わりたくないの」

「確かに、おまえさんは、そっちの方は苦手そうだの」

　オスターが納得したように深くうなずくのを見て、リーライナが細い目をいっぱいに開いて、ドワーフを睨にらみつけた。

「失礼ねー。そんな意味で言ったんじゃないわ。他人が介かい入にゆうしても誰だれも幸せになれないのが恋愛問題だからじゃない。それに、わたしが恋こいを知らないのは、釣つりあうだけの男性に巡めぐりあえないからよ。見ていなさい。そのうち、あっというような恋をしてみせるから」

　あっというような恋というのは、やはり魔ま物ものと結けつ婚こんすることなのだろうか、とライスはふたたびリーライナが蛇へびの化物と戯たわむれるさまを思いえがいた。

「しかし、ルファード司祭からくるはずの依頼も、きっと領主がらみでしょう。恋愛問題に関わるのは避さけられそうにもありませんね。それならばいっそ、ルファード司祭とミランディー嬢じようの依頼をともに受けて、両方を一気に解決するというのはどうでしょう。これですと、一度の仕事で二倍の報ほう酬しゆうが入ってくるという勘かん定じようになります」

　チェペルは熱意のこもった声でそう力説した。

「真面目な顔して、せこい話をしないでくれる」侮ぶ蔑べつの表情もあらわに、リーライナが言った。「魔ま術じゆつ師しギルドであなたが習ったのは、古代語魔ま法ほうじゃなく、商売の仕方なの」

「ひとつの方法を言ったまでじゃないですか」チェペルは心外だ、といった感じで反論した。

「いずれにしろ、ルファード司祭を待つしかあるまい」

　オスターは、椅い子すにどっかりと腰こしをすえたまま、エールを一いつ杯ぱい、注文した。

　リーライナも、ワインを一瓶びん注文した。

「仕事前に酒とは感心しませんね」

　チェペルは、皮肉めいた言葉をつぶやいて、自分はこれみよがしに古代書を取りだし、難解な古代語の文章に取り組みはじめた。しかし、ものの数行を読んだだけで、宿屋の玄関が開き、例のルファード司祭が入ってきた。

「お待ちしてました。司祭様」ライスが、椅子から立ち上がって恭うやうやしく礼をした。

「おまえは……」ルファードは、ライスの胸のメダルを見つめながら言った。彼が自分と同じチャ゠ザ神の神官であることを知ったのだろう。

「わたしの任官を祝えなかったのは、そういうわけか」声に怒いかりがこもっていた。「他人の幸運を祝えずして、よく幸運の神に仕えられているものだな」

「……申し訳ありません」ライスは恐きよう縮しゆくしたように頭を下げた。

「この場で懺ざん悔げするがいい。それから、この件はきっとグードンの神しん殿でんに報告しておくぞ」

　もう一度、謝罪の言葉を述べてから、ライスは酒場の床ゆかにひざまずこうとした。

　と、ライスの右みぎ腕うでをつかまえて、リーライナがそれを引き止めた。そして、きっとした表情で振ふり向くと、ルファードを激はげしく睨にらみつけた。

「今の言葉、訂てい正せいしてちょうだい。あなたの幸運を祝いたくなかったのは、この人ではなく、あたしなのよ。大事な仲間が神官のままでいるというのに、赤の他人が司祭になるってことをすなおに祝えるわけないでしょ。それに、あなたがここにやってきたのは、そんな文句を言うためなの！」

　ルファードはリーライナの剣幕に気圧され、困こん惑わくの表情を浮うかべて、このハーフエルフの顔を見つめた。リーライナは、さらに畳たたみかけるように、思いやりがないのはそっちの方ではないかとか、司祭になったというだけでは人の価値は変わらないとか、いろいろと理屈を並べたてた。

　彼女の頭の回転の速さに、ライスはいつも感心させられる。そして、恐おそるべきことに彼女の口の回転は頭以上に速かった。

「分かった、分かった。どうやら、わたしが言い過ぎたようだ」

　ルファードは腕を振りながら、その件については話を打ち切ろうと申しでた。

　頭の中でいろんな計算を働かせたに違ちがいない、とライスは直感的に感じた。この手の司祭には、グードンの神殿で嫌いやというほど会ってきたからだ。計算高く、まるで商売人のように振る舞まう人間が、司祭を名乗っているのである。寄進する金額によって、神殿内での地位が上がるということも我が慢まんできない。

　確かにチャ゠ザ神殿は、富と商業の守護神として大陸中にその勢力を広げている。しかし、もともとチャ゠ザ神が司つかさどるものは幸運と交流であったはずだ。富は、このふたつを実じつ践せんすることによって得られる二次的な恩恵である。

　それが不満で、ライスは旅の神官戦士となったのだ。

　ライスは立ったままの姿勢で、申し訳ていどに懺悔の言葉をつぶやき、胸の前で両手を組んだ。

「話が収まったのなら、チャ゠ザ神が守護する商売の話でもいたしませんか」チェペルが古代書を閉じて、立ったままのライスとリーライナ、そしてルファードに席に着くようにうながした。

　ライスはときどき、チャ゠ザ神の神官としては自分より、この魔ま術じゆつ師しのほうがふさわしいのではないか、と思うときがある。

　ルファードはうなずいて、チェペルの言葉に従い、座席に腰こしを下ろした。

「仕事の話というのは、この村の領主夫人に関することですね？」チェペルは、最初にそう切りだした。

　驚おどろいたようにルファードは眉まゆを動かしたが、何も口には出さず、ただ静かにうなずいただけだった。

「さすが司祭の貫かん禄ろくねえ」リーライナが小声でライスにささやいた。

「ライスを庇かばいたいのか、苛いじめたいのか、いったいどっちがおまえさんの本心なんじゃ」オスターがため息をつきながら、ふたりの顔を交こう互ごに見やった。

　そんな三人のやりとりなど気にとめた様子もなく、チェペルはルファードから仕事の内容を聞きだしていた。

　ルファードは領主とその夫人に対し、べつだん悪意は抱だいてはいないようだった。肯こう定ていもできないが否定もできない、と彼は感想を述べた。そんなことはどうでもいい、と言いたげでさえあった。

「マーファの神官は、絶対にふたりを──いや、領主夫人を許せないようでしたよ」

　ライスが隣となりから、そう言葉を添そえておいた。このままだとチェペルは、本当にふたりからの依頼を同時に引き受けてしまいそうだったからだ。

「そうか、ミランディー。彼女があんたがたに事情を話したんだな」ライスの言葉に、ルファードは深くうなずいた。「それで納得がいった。ま、大地母神の教義にしたがえば、ふたりの婚こん姻いんを許しはしないだろう。まして、彼女も女だ。この村の領主は、なかなかに美しい男でな。結婚前は、いや、今もひそかに村中の娘むすめが彼を慕したっていることだろう」

　それはぜひ会ってみたいものだわ、とリーライナが興味深げに言った。「あっというような恋ができるかもね」

「もちろん、あんたがたには領主に会ってもらわねばならん。それをわたしは頼たのみにきたのだからな」

　ルファードは、領主夫妻にはこの村から出ていってもらうと断言した。領主は夫人の正体を知ったうえで、一いつ緒しよに暮くらしているとのことだった。そんな常じよう軌きをいっした人物には、村を治めてもらいたくないというのが彼の意見だった。

　ふたりが村から出てさえくれればいいのであって、彼らの個人的な問題には関与するつもりはない、とルファードは付け加えもした。彼の意見は、この村の住人たちのあいだでは、大多数を占しめているとのことだった。

　彼はそのことを領主に申し入れにいくつもりで、そのためにはどうしても領主の館に赴おもむかねばならないとのことだった。領主夫妻は自分たちのことが村で噂うわさになっているのを知ると、館を閉ざし一歩も外に出ようとしなくなったからだ。

　結局のところ、館に行くときの護衛を頼みたいというのが、彼の依い頼らいだった。

「領主は、剣けんの腕うでは立つのですか？」チェペルが顔を曇くもらせながら尋たずねた。「わたしたちは、残念ながら冒ぼう険けん者しやとしては、まだ駆かけ出しなのですが」

「領主はオーファンのれっきとした騎き士しだ。もちろん、剣の訓練は受けている。だが、見たところ、それほど強いとも思えない。色男という奴やつは、しょせん力がないものだからな。だが、従者として領主の館に住みこんでいるバートランドという男がいてな。今は、領主夫妻の世話を一手に引き受けているのだが、この男は強敵だ。戦の神に仕える神官戦士で、巨きよ大だいな鉾ほこ槍やりをまるで木の棒のように軽々と扱あつかう」

「またもや神官ですか！」チェペルは茫ぼう然ぜんとして、言った。「この村には、いったい何人の神官がいるのです？」

「住んでいるのは、わたしと大マ地ー母フ神アの神官ミランディー、戦の神マイリーの神官戦士バートランド、そして知識の神ラーダに仕えるヴーンと呼ばれる青年が住んでいるだけだ」

「住んでいる、とおっしゃいましたね」チェペルは、恐おそる恐るそう尋ねかえした。

「いかにも、そう言った。君たちがこの村にやってきたことで、またひとり神官が増えたではないか？　それに君たちより四日ほど前に、東の方からひとりの戦士が流れてきてな。これがどうやら、ファリスの聖せい戦士のようなのだ」

「聖戦士ですって！」チェペルはうんざりとした表情で、机つくえの上に閉じたままの古代書に手を伸のばしていた。そのまま、本を抱かかえてこの場から去ってしまいそうな感じだった。

「それについても、あんたがたに頼みたい。聖戦士が、領主夫人を狙ねらっているのは明白だ。彼らファリスの神官は邪じや悪あくな存在を決して許さないのだからな。しかし、理由はどうあれ、この村で野や蛮ばんなことをしてもらいたくはない」

「つまり、この聖戦士を監かん視しすることと、あなたの護衛をするというふたつの仕事を請うけおえとおっしゃるわけですね」

　チェペルは、目を光らせながら、ふたつの仕事という箇所を特に強調して言った。

「……分かった。報ほう酬しゆうは通常の倍払はらわせてもらおう。だが、君たちは、まだ駆かけ出しだそうだな。わたしがほしいのは、熟じゆく練れんの冒険者なのだ。その分、基本の報酬からは割り引かせてもらうが、それは納得してくれたまえ。それに、仕事に失敗すれば報酬は一切なしだ。構わんね」

　チェペルは、一いつ瞬しゆん、しまったという顔を見せたが、すぐに何事もなかったように表情をとりつくろい、にこやかな笑顔を浮うかべた。

「けっこうでしょう。しかし、魔ま獣じゆうの正体が分かりません。手に負えない相手だったら、そのときには仕事を降りさせてもらいますよ。何しろ駆け出しですので」

　チェペルはそれだけを条件としてつけて、商談成立とばかり右手をルファードに差し出した。

　三日後の昼ごろ領主の館に交こう渉しように行くつもりだ、とルファードは言い残し、宿屋から出ていった。

「結局、仕事がふたつ取れてよかったの」オスターが、テーブルの上のジョッキが震ふるえるような豪ごう快かいな笑い声をあげた。

「仕事を取ったのはいいけどさ。魔獣退治にファリスの聖戦士のお守り役なんて、たいへんそうね。わたしは恋れん愛あい問題もだけど、宗教問題はもっと遠えん慮りよしたいわ」リーライナはそう不平を洩もらしながら、グラスにワインを注ぎたした。「もっと、ルファード司祭から、くわしい話を聞いてから、依頼を受けたほうがよかったんじゃない」

「依頼人が話す情報というものは、たいてい偏かたよっているものですからね。自分の足で調べたほうが確実ですよ」チェペルはそう言いながら、ふたたび古代書を開きはじめた。

「へえ、あなたってば、足で本を調べるの。それに、本を見ていれば情報が入ってくるわけ？」

　リーライナはそう皮肉を言うと、彼の肩かたごしに彼の見ている古代書を覗のぞきこんだ。

　その古代書は下位古代語ロー・エンシユントで書かれてあった。リーライナは、エルフの森に住んでいたころに、この文字を学んだことがあるので、書かれている内容を理解することができた。チェペルが読んでいたのは一種の事典のようなもので、幻げん獣じゆうや魔ま獣じゆうについての記述が書かれていた。

「君は相手の正体を知らないまま、魔獣と戦うつもりなのかい？」

　チェペルから返ってきた皮肉に、リーライナは鼻を鳴らしてそっぽを向いた。

「蛇へびの化物なんて、いっぱいいるじゃない。本を読んだだけで分かるもんですか。ナーガにサーペント、それからワーム。ドラゴンだって蛇と見み間ま違ちがえるときがあるわよ」

「他にもおるぞい」オスターが、指を折おりながら、口を開きかけた。「特に、ふたりが本当に愛しあっているというなら……」

「石頭のドワーフは黙だまってなさいな」語気鋭するどく、リーライナがオスターを制した。

　脅おびえたように首をすくめて、ドワーフはそれに従った。

「相手の正体を見てからでは、取り返しがつかないこともありますからね」そう言って、チェペルは得意げな表情を浮うかべた。「相手がメデューサなら、その瞬間に石になっているでしょう」

「あたしが石になったなら、さぞかし美しい彫ちよう像ぞうができるでしょうね。ドワーフの職人がこぞって買いにくるわ」

　ふたたび、オスターが口を開きかけたのを見て、大あわてでライスがそれを制した。今のリーライナを刺し激げきするのは、どう考えてもまずい。オスターもそれに同意してくれたようで、咳せき払ばらいをひとつして、自分の言葉を飲みこんだ。

　リーライナの刺すような視線が、じろりとふたりに注がれた。

「とにかくだ。チェペルには魔獣の正体を当たってもらうことにして、オレは表に出て手に入るかぎりの情報を集めてこよう」

　ライスはそう言うと、鎧よろいも身につけていない軽けい装そうのままで、革の帽ぼう子しを頭にかぶり、腰こしのベルトに短たん剣けんを差すと、日差しが強くなりはじめた屋外へと出ようとした。最後に、立てかけてあった戦せん斧ぷをしっかりと右手に握にぎった。

「あたしも行くわ」

　あわててリーライナがライスの後を追った。

　残ったオスターは、ため息をつきながら、椅い子すに深々と沈みこむと、空になったジョッキを掲かかげて、エール酒のおかわりを注文した。

「わしは戦うだけしか能がないと思われているようじゃの」オスターは古代書を読みふけっているチェペルに向かって愚ぐ痴ちをこぼした。

「あなたは、もともとは優秀な石工じゃありませんか。卑ひ下げすることはありませんよ。それより、教えてくれませんか。さっき、リーライナに向かって何て言おうとしたのです？」

　うむと唸うなってオスターは、主人が運んできたジョッキを口に運び、中のエール酒をごくりと飲んだ。

「なあに、あいつが石像になったなら、彫刻よりももっとふさわしい使い方があると思ったのでな」

「ほう、それは？」

　おどけたような笑いが、いっぱいに髭ひげのはえたドワーフの口くち許もとに浮かんでいた。

「わしなら玄関先の石段に使うよ。何しろあの胸だ。削けずって平にする手間がはぶける」
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　リーライナは陽の光をまぶしそうに浴びながら、ライスの二歩前を軽やかに進んでいた。〈羊の蹄亭〉の表は、ちょっとした円形の広場になっており、中央にクヌギの大木が植わっていた。前後へ左右へと気ままに伸のびた枝えだが、太陽の光を飲みほそうと、まだ淡あわい緑色の木の葉をせいいっぱいに広げていた。

　旅人の姿はまだ見られなかったが、村の人々はすでに忙いそがしそうに働いていた。

　店先に商品を並べる店主たちの姿や、広場に布を広げて露ろ店てんを作り、採れたばかりの野菜や果物を売る農夫の姿も見られた。

　ルファード司祭が経営する雑貨屋も、この広場に面した一角にあった。昨日着いたときには、もう夜だったので分からなかったのだが、どうやらこの広場が村の中心らしい。オーファンの王都とファンドリアを結ぶ街道ぞいでもあり、村の規模の割に人々は活気に満ちあふれていた。

　ライスは人々の暮くらしぶりを見るのが大好きだった。気持ちよさそうに、村人の働く様を眺ながめている。働いていれば、不幸は訪れないという保証があれば、と心の中で思う。

「あれは、何かしら？」

　突とつ然ぜん、リーライナが横を向いて、広場のちょうど反対側の一角を指差した。

　彼女の細く白い指が示す先を、ライスは順に追いかけていった。すると、クヌギの木を越こえたところに、ちょっとした人ひと垣がきができていた。そして、集っている群衆より頭ひとつ抜ぬけて、ひとりの男の姿があった。

　どうやら、村人に向かって演説めいた言葉を張りあげているみたいであった。

「村の集会みたいだ。オレたちも行ってみよう」

「たぶん、今度の事件に関することでしょうね」

　ふたりは顔を見合わせてうなずきあうと、小走りに人垣の方に近づいていった。

　演説している男の声が聞こえるようになると、リーライナの予想どおり男は集った人々に向かってさかんに領主を許すな、とまくしたてていることが分かった。追放しろ、と言っているのではなく、打倒せよと叫さけんでいるみたいだった。

　ただ、その顔には奇き妙みようなことに、怒いかりではなく芝居がかったくらいの悲しみの表情が浮かんでいた。不審に思って、ライスは手近にいた聴ちよう衆しゆうの肩かたを叩たたいて、耳打ちするように演説している男の素性を尋たずねた。

「ああ、あの人かい。領主様の弟だよ。旅に出ていて、ここ数年ほど村を留守にしていたんだがね。おそらく、今度の事件を聞きつけて戻もどってきたんだろう。実の兄を追放しなければならないってんで、悲しんでいるふりをしちゃあいるが、本心は領主になれると喜んでいるに違ちがいないさ」

「あの男が新領主になるって決まっているのかい？」

　ライスの質問に男はいまいましそうにうなずいた。

「それが国の法ってやつだからな」

　ライスはどういう意味かと追つい及きゆうしたが、すぐ近くに当の本人がいるのである。さすがに遠えん慮りよしたものか、それ以上、男は何も言わなかった。だが、今の一言で領主の弟なる人物の評判が分かったような気がした。

　そういえば、集っている人々も男の言葉を手放しに喜んでいる様子ではなかった。ただ、領主夫人に話が及およんだときだけ、喝かつ采さいが起こる。さすがに領主夫人を恐おそれている人々は多いようだった。

「領主夫人というのは、どういう女性なのかな」

　ライスの問いに男は、苦笑いを浮かべた。

「奥おく方がたかい。どういう女性って、とにかく綺き麗れいな人だよ。あの人に面と向かって微笑ほほえまれたら、どんな男だっていかれてしまうさ。そう、まさに、魔ま性しようの美しさって奴やつだな」

　男は自分の言葉に悦にひたったように、何度もうんうんとうなずいた。

　そのとき、リーライナがライスの背中をいやというほど叩いた。あわてて振ふり返ると、彼女は人垣からすこし離れたところに設けられている山菜を並べた露店の向こう側を指差した。

「あれを見て！」

　言われたとおり見てみると、白いマントを頭から被った小こ柄がらな人影が目に入った。そのマントを身体の前で合わせて、何かを押おし隠かくすようにしていた。何を隠しているか、ライスにはすぐに分かった。合わせた部分からはみでている金属が、鋭するどく光を反射したからだ。

　そして、マントの影に隠れながらも、その視線が壇だん上じようで演説を振ふるう男に注がれていることは間ま違ちがいなかった。

「暗殺者アサツシンじゃないかしら」

「しっ、騒ぎを起こしたくはない。ここはオレに任せてくれ」

　ライスの言葉に、リーライナはめずらしく素直にうなずいた。

　平静を装よそおいながら、ライスはゆっくりと白マントの人影の方に動いていった。もしも、相手が暗殺者ならば、隠し持つ短剣には恐るべき毒が塗ぬられていることだろう。刃やいばが皮ひ膚ふ一枚を切っただけでも、命を落とすことになりかねないのだ。

　ライスの額と背中から、冷たい汗あせがじわりとにじみはじめた。それが、流れおちるぐらいにまでなったとき、白マントとの距きよ離りは数歩に縮まっていた。

　そして、彼は腰こしのベルトからゆっくりと短剣ダガーを抜ぬいた。相手の視線は、さっきから微動だにせず、領主の弟から離れようとしない。その反対側から回りこんできたライスに気付いた様子もなかった。

　ライスは忍び足がうまいわけではない。この暗殺者が不注意なのだろうか、それとも集中しているゆえに生じた隙すきなのだろうか、とライスはいぶかしく思った。いや、実はこちらに気付いているのだが、あえて気付かぬふりをしているだけかもしれない。

　ライスが迷っているあいだに、相手も壇上の男まで一ひと駆かけの距離まで近づいていた。これ以上、逡しゆん巡じゆんしていると、凶きよう行こうを止めることができなくなる。

　ライスは最後の数歩を飛ぶように動いた。そして、抜き身の短剣を白マントの背中に押おし当てると、小さいが凄すごみをきかせた声で、相手を恫どう喝かつした。

　そして、そのままもとの路地に戻るように命令した。

　相手は、静かにうなずくと、ゆっくりと方向を転じた。ライスは相手の背中から片時も離れず、押し当てた短剣もそのままにしておいた。誘ゆう導どうしているあいだ中、相手は一言も声を発しなかった。ただ、彼の言葉におとなしく従って、首をうなずかせるだけだった。

　だが、油断をしていると、自分の胸に毒の刃が埋うめこまれることになりかねない。緊きん張ちようのあまり、心臓が破は裂れつしそうであった。

　彼の成功を見届けてから、リーライナはそっと人垣から離れ、ライスが向かっている路地へと動きはじめた。

　演説の声が聞きとりにくくなってから、ライスは白マントの背中からようやく離れた。そのときには、すでにリーライナが白マントの向こう側に回りこんで、挟はさみうちをする格好になっていた。

「マントを取れ！」

　ライスの言葉に従う気配も見せず、白マントの人物はうなだれるように下を向いたままだった。

「取らないんなら、命はないと思いなよ。あたしはこう見えても気が短いんだ」

　威おどし文句を言う迫力は、誰だれがどう見てもリーライナの方が上手だった。それに、今の言葉に噓うそもはったりもない。彼女の気の短さは、相手に保証してやりたいぐらいだった。

　リーライナの言葉でようやく我に返ったように、白マントの人物はゆっくりとそのマントを脱ぎはじめた。

　そして、マントの中から現われた素顔を見て、ライスはあまりの意外さに茫ぼう然ぜんとなってしまった。

　女性だったのだ。

　それも、どう見てもふつうの村むら娘むすめである。脅おびえたような表情がその顔からはありありとうかがえた。顔の色は蒼そう白はくで、今にも倒れてしまいそうだった。肩かたのあたりが小刻みに震ふるえていて、その震えがしばらくすると全身に伝わりはじめた。

　やがて、膝ひざから崩くずれるように、娘はその場にしゃがみこんだ。遮さえぎるものが何もなくなって、ばつの悪そうなリーライナと、まともに目があった。

「間ま違ちがいは誰にだってあるわよ」言い訳じみた口調で、リーライナが声をかけてきた。

「いや、あながち間違いばかりとはいえないようだよ」

　ライスはそう言いながら、娘の前に屈みこむと、胸の前に回されていたままの右腕をそっとつかみ、その腕を肩のところまでゆっくりと引き上げた。

　固く握にぎりしめられたその手には、銀色に輝かがやく短剣が握られていた。

「事情を話してくれないか」

　ライスは涙を流しはじめた娘に向かって、優しく声をかけた。




　娘はアンジュと名乗った。

　年ねん齢れいは二十をすぎたばかりに見えた。小麦色の肌をした娘だったが、今は生気が抜ぬけてしまったようで、か細い印象を受けた。

「なぜ、領主の弟を殺そうとなんて思ったの？」

　リーライナは相手が娘と分かったとたんに、妙にお姉さんぶった調子になり、慈じ愛あいにみちあふれた声を出していた。その変わり身の速さは、いつ見てもみごとだった。

　娘はしばらく沈ちん黙もくを守っていた、目から涙を流しつづけたまま、瞬まばたきさえも忘れてしまったかのように、じっと正面にある家の壁かべを見つめていた。

「……あの男は、悪あく魔まだからです」

　それからしばらくして、胸につかえていたものを吐はきだすように娘はつぶやいた。

「尻しつ尾ぽや翼つばさが生えていたようには見えなかったけど」

　ライスはリーライナに非難の視線を向けて、彼女を黙らせた。小さな舌をちろっと見せて、彼女は右手で口を押おさえた。

「……身体は人間かもしれません。しかし、あいつの心は悪魔そのものです。あの男を殺さなければ、わたしはこの村を出なければなりません。あの人と一いつ緒しよになることもできないんです」

　そう言って、彼女はぽつりぽつりと話をしはじめた。

　すべてを聞いてしまってから、ライスはまだ若い娘に残ざん酷こくな話をさせたことを後こう悔かいした。それほどに娘の話は痛々しいものだったのだ。

　早い話が、このアンジュという娘は、あの領主の弟に乱暴されたのである。それは五年前の話だ。彼女はその当時、美しい領主に憧あこがれていた村娘のひとりにすぎなかった。

　ただ、他人よりいくらか積極的だった彼女は、ある日、自分の想いを領主に打ちあけたのである。告白したとき、想い人の隣となりにジェルという名の領主の弟がいることを、彼女は気にも止めていなかった。

　その場では、返事は保留された。しかし、それから三日後、領主の館から使者がやってきたのだ。使者は領主の弟ジェルであった。そして、先日の返事がしたいからと、領主の館までついてくるように言われた。

　もちろん、彼女がそれに従わないわけがなかった。

　しかし、館には領主の姿はなかった。そして、彼女は誰もいない寝しん室しつに引き摺ずりこまれ、領主の弟に辱はずかしめを受けたのである。

　悪いことに、領主イールナムはその行為の終わらぬあいだに、館に戻もどってきた。自分の辱しい姿を愛する者に目撃されるという地じ獄ごくをアンジュは味わったのである。

　領主は激げき怒どして弟を責めた。しかし、弟は罪の意識など微み塵じんも感じていないようだった。領主は、弟をその場で剣けんで切ろうとさえしたらしい。しかし、心優しい領主にはそれさえできなかった。領主は表向き、騎き士しになるための修業の旅に出たということにして、弟をこの村から永久に追放した。

　アンジュの負った心の傷は深く重かった。死のうとさえ何度も思ったという。しかし、それを思いとどまったのは、ひとりの若者が彼女を支え、はげましてくれたからだった。それでも、この若者からのプロポーズを受け入れられるぐらいに、心の傷が回復したのは、つい最近のことだった。

　ところが結けつ婚こんを決めたとたんに、今度の事件である。そして、しばらくしてから彼女の心に深い傷を残した元げん凶きようである領主の弟ジェルが帰ってきたのだ。
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　娘が思いつめるのも無理からぬ話であった。

「なんて卑ひ劣れつな奴やつだ」ライスは心の底から湧わきあがってくる怒いかりに身体を震わせていた。

「このままでは、わたしの幸せは一生やってはきません。しかも、五年前の事件を知っているのは、領主様とあの卑劣な悪魔だけなのです。あの人は何も知らないのです。この事をあの人に知られるぐらいなら、わたしは死んだほうがましです」

　そして、そのまま泣き伏せてしまった。

「止めなきゃよかったかしらね」リーライナが娘の肩を優しく抱だきしめながら、そう言った。この娘はライスの弱みをみごとに突いていた。幸せがやってこないという言葉は、ライスに対する殺し文句なのである。

「いや、止めてよかったよ。この娘に人を殺させるわけにはいかないからね」

「で、あなたはどうするつもりなの？」リーライナが冷やかな口調でそう言った。「この娘さんの代わりにジェルって男を討うつ気。あなた、人を殺したことはないんでしょ」

　リーライナの言うとおりだった。身を守るため、人を傷付けたことはある。しかし、今まではどんな悪人であれ、命を奪ったりはしなかった。

「何も殺すなんて言っていない。この村から出るように説得することだってできるだろう」呻うめくような声で、ライスは答えた。

「そんな説得が通じるような奴なら、こんな事件を起こしたりはしていないわよ」リーライナはまったく容よう赦しやなかった。「とにかく、あたしはこの娘さんを家まで送り帰すわ。そのあいだに他に何かいい手がないか考えといてよ。人々に幸せをもたらすことがあなたの願いなのでしょ」

　そう、人々に幸せをもたらすために、ライスは冒ぼう険けん者しやとなったのだ。彼女の幸せのために、何かをしてやらねばならない。焦あせる気持ちが、心を突つき動かした。

　泣きじゃくる娘を抱かかえながら、路地の向こうへと去っていくリーライナの姿を見送りながら、ライスは心の中でひとつの決意を固めていた。

　領主がいかなる人物か、自分の目で確かめてみようと──




　　　　５




　ライスは村人のひとりに尋たずねて、領主の館がある場所を聞きだした。

　館は川向こうに建っているとのことだった。言われたとおり、川に向かって歩いていくうちに、それらしい建物がすぐに目についた。

　家として考えるならば、大きなものだった。しかし、砦とりでとか城とかいうには、あまりにも貧弱だった。石いし垣がきもなければ、堀もない。ただ、館の周囲を木の柵さくが囲み、小さな見張り塔とうがひとつ、申し訳ていどに建っているだけだった。

　何かしら主人の人ひと柄がらを感じさせるような建物だった。

　橋を渡って、ライスはまっすぐに館に向かった。この館に魔ま物ものがいることは承知していた。そして、領主も無敵を誇ほこるオーファンの〝鉄の槍やり〟騎き士し団だんの一員である。加えてマイリー神の神官戦士であるという従者がいるのだ。

　もし、戦いにでもなれば、ライスが生き残れる可能性はまずなかった。ただ、今までに聞いた話を総合するならば、領主はむやみに剣を振ふるうような人物とは思えなかった。それを確かめに、館に向かっているという矛む盾じゆんを承知しながらも、ライスは自分がやろうとしていることが間ま違ちがってはいないことに誇りを感じてさえいた。

　ついに、ライスは館に辿たどりついた。

　正門は固く閉ざされ、開いた窓もひとつとしてなく、いずれも厳重にカーテンが引かれていて、中の様子をうかがいしることはまったくできなかった。

　まるで廃はい屋おくのような雰ふん囲い気きだったが、中に人がいる気配は確かに伝わってきた。

　門はかんぬきがかけられているだけで、外からでも簡単に外すことができた。別に門から入らなくても、柵を乗り越こえれば簡単に庭にまでは入れるのである。しかし、ライスは堂々と入ることを選んだ。彼は戦いにきたのではなく、あくまで話し合いにきたのだから。

　門から玄関までの小道を歩くあいだに、玄関の扉とびらが軋きしんだ音をたてて開かれた。

　ライスは思わず唾つばを飲みこんだ。館から出てきたのは、ひとりの中年の男だった。茶色の髪かみの毛には、すでに白いものが目立つようになっている。しかし、鍛きたえられた戦士の肉体はまったく衰えた感じがなく、この男の日ひ頃ごろの鍛たん練れんの厳しさが容易に想像できた。

　この男がマイリーの神官戦士なのだろう。名前が確かバートランドといった。

「おまえは、誰だれだ？」相手の声はライスの腹にずしりと響ひびいてくるようだった。

「ライスといいます。旅の冒ぼう険けん者しやです」

「チャ゠ザの神官戦士だな。なるほど、あの雑貨屋の主人に雇やとわれたのだな」

「おっしゃるとおりです。しかし、わたしは雇われた依い頼らいよりも、幸運の神の教えのほうを優先させます。領主に会わせていただけませんでしょうか。そして、できれば御夫人にも」

「会ってどうするつもりだ」

　そのときライスは初めて、この従者が巨大な鉾槍ハルバードを持っていることに気が付いた。軍馬でさえ、まっぷたつにできるぐらいの大きさがあった。もちろん、鎧よろいも着けていないライスなど、一撃で葬ほうむることができるだろう。

「話がしたいだけです」ライスは気圧されないために、背伸びをしている自分を意識した。

「断る」

　簡単な、しかし、断固たる否定の言葉が返ってきた。たとえ、ライスがどんな説得の言葉を並べようと、この男が玄関を通してくれることはないだろう。だが、ライスとしても退くわけにはいかなかった。

　だから、相手と睨にらみあったまま、その場を一歩も動こうとしなかった。自分の決意を見せる以外に、相手の心を動かす手段はないと思われたからだ。

　息いき詰づまるような時間が、永遠に続くかと思われた。しかし、その緊きん張ちようをひとつの言葉が、いとも簡単に打ち破った。

「バートランド、お客様を通しなさい」

　それは、気品にあふれた男性の声だった。領主イールナムの声に間違いないとライスは思った。

　バートランドは、一言も反論しなかった。それどころか、

「どうぞお入りください。お客様。領主様がお待ちもうしております」

　と、ライスに向かって、訓練された挨あい拶さつを送り、館の中に入るよううながしたのだった。

　その豹ひよう変へんぶりはリーライナに匹ひつ敵てきするな、とライスは思った。




　館の中は装そう飾しよくのすくない調度品で占められ、ほっとするような雰ふん囲い気きが漂っていた。

　ライスはバートランドに案内されて、応接間らしい部屋に通された。部屋の扉とびらを開けると、部屋の奥おくの長なが椅い子すに閉ざされたままの窓を背景として、一組の男女が腰こしを下ろしていた。

　まるで、優れた絵画か彫ちよう刻こくが、そのまま生命を得たような雰囲気をふたりは湛たたえていた。村人がふたりの美しさばかりをやけに強調するのを奇き妙みように思っていたのだが、実際に目の当たりにすると、それ以外の感想がどこかに蒸発してしまったかのように何も浮うかんでこなかった。

　英雄の残した偉い業ぎようを歌うことは難しくない。しかし、このふたりの美しさを言葉にして伝えられるものは絶対にいないだろう、とライスは思った。頭の中に吟ぎん遊ゆう詩し人じんの困りはてる様が、ふと浮かんでいた。

　だが、忘れてはならない。このうちのひとり、女性の方は魔ま物ものが変化した仮の姿なのだ。

　ライスは気持ちを引き締しめ、領主夫妻に対して、自分の名を名乗った。

　ふたりも名乗りかえしてきた。姿形だけではなく、その声も非の打ちようのないものだった。

「ルファード氏に雇やとわれてきたそうですね」領主は静かに尋たずねてきた。

　ライスはうなずいた。

「村人たちは、さぞわたしたちを疎うとましく思っているのでしょう」

　悲しげなため息をつきながら、イールナムは何かを振ふりはらうかのように首を横に振った。闇やみから紡つむぎだされてきたような黒くろ髪かみが、それにつれて、さらさらと揺ゆれた。

「否定はしません。ルファード司祭は、御夫妻にはこの村から出ていってほしいと思っておられます。大多数の村人も同じ考えでいるそうです。そして、村から出ていってさえいただければ、御夫妻がその後、どうお暮くらしになられてもかまわないとのことです」

「そうですか」

　領主は苦悩に満ちた表情で、ゆっくりと天てん井じようをふり仰あおいだ。何事か考えをまとめようとしているみたいだった。

　ライスはそれがまとまるまで、じっと待った。

「もうしばらく待ってほしい、とルファード氏に告げてもらえませんでしょうか。ある理由があって、わたしたちはこの村を去るわけにはいかないのです。それさえ解決すれば、間ま違ちがいなく立ち去りますので」

　そして、それまでのあいだ、村人たちを静めてくれるようルファードに頼たのんでもらえまいか、とライスに申し出た。

「伝えるだけになりますが」ライスは申し訳なさそうに答えた。

　あのルファードが、他よ所そ者ものでしかも自分より階級の低いライスの言葉を聞くとは思えなかった。

「そうですか」イールナムはあきらかに気落ちした様子だった。

「ひとつだけ確かめたいのですが、あなたが今すぐこの村を立ち去れない理由は、もしかしてあなたの弟君にあるのではないでしょうか？」

　その瞬しゆん間かん、領主の苦しげな表情に、悲しみが加わったように思えた。

「……なぜ、それを？」領主は切れ切れに尋ねてきた。

　ライスはさっき出会った娘むすめの話を領主に語って聞かせた。

「悪あく魔ま……ですか。その娘、アンジュの言葉は驚おどろくほどに的をえています。わたしの弟ジェルは、ある意味では悪魔そのものといえるかもしれません。なにしろ、弟は暗黒神フアラリスに魂たましいを売り渡しているからです」

「ファラリスですって！」

　ライスは愕がく然ぜんとして、大きな声を上げてしまった。いやしくもオーファンの騎き士し階級にある者が、暗あん黒こく神しんの信者になるなど、想像もできないことだった。しかし、領主の弟は、あろうことにか隣りん国ごくファンドリアのファラリス神しん殿でんにおいて、司祭の地位をいただくまでにもなったという。そして、彼はこのオーファンに戻もどってきて、オーファン王国の滅亡と暗黒神の勢力の拡大を企くわだてているのだという。

「それを、どうして知ったのです」

　ライスは、そう尋ねずにはいられなかった。卑ひ劣れつな男だとは思ったが、そこまで悪あく辣らつだとは信じられない気持ちだった。領主の単なる思いこみではないかと思ったのだ。いや、そう思いたかったのかもしれない。

「本人に教えられたのです。弟は、真実を語ることで、わたしが苦しむと思ったのでしょう。もちろん、わたしが彼を告発できる立場にないことも承知の上で」

　この事件が発覚して間もなくのころ、領主の弟はこの館に戻ってきたのだという。イールナムは、彼を歓かん迎げいした。弟に領主の地位を譲ゆずって、自分はこの村を出ようと思ったのだ。しかし、ジェルからこのような話を聞かされては、それができようはずもなく、領主は苦悩の日々を送ることになったのである。

「しかし、おかしいではありませんか。もしも、弟君の狙ねらいがこの村の領主になることだったなら、真実を伏せておけばよかったはずです。あなたが、領主の地位を譲ると言っている以上」

「確かにジェルの目的は領主になることですが、それ以上にわたしを苦しめること、そして最終的にはわたしの命を断つことが弟の願いだからです。信じたくはないのですが、これも本人から告げられたのです」

　ライスは愕がく然ぜんとなった。かくも人間が邪じや悪あくになれることを、ライスは初めて知った。

「……それで、あなたは弟君をどうするつもりなのです」

「どうすれば、いいのでしょう。わたしには、弟を裁く資格がない。村人の心は、わたしから離れてしまっている。しかし、わたしがこのまま村を立ち去れば、次の領主は弟が引き継つぐことになる。それだけは阻そ止ししなければ、でなければ村人たちにとって、そして我がオーファン国にとって、よい結果にならないのは目に見えている……」

　今の領主の言葉も、ライスにとっては衝しよう撃げき的であった。

　確かに彼が決断をためらう事情は分かる。彼が今、置かれている立場の難しさや、肉親を裁かねばならないという苦悩を考えれば。しかし、彼は領主である。領主は領民の幸せこそを第一に考えねばならないはずだ。たとえ、いかなる非難を受けようとも、彼は弟を処しよ罰ばつせねばならないはずだ。

「あなた以外に、領民を救える人はいないのですよ」

　ライスは領主を説得しようと、わずかに上体を浮うかして、彼に詰つめ寄っていこうとした。

　と、それまで部屋の隅すみで微動だにせず、ふたりの会話を聞いていた従者のバートランドが、弾はじかれたようにハルバードを手に取った。

「バートランド」

　領主はこの忠実な従者をなだめるように、静かにうなずいた。それで、バートランドはもとの姿勢に戻り、ふたたび彫ちよう像ぞうのように動かなくなった。

「わたしは弟を説得してみようと思うのです。ファラリスに仕えることをやめるよう、そして、オーファン王国とこの村の領民に忠ちゆう誠せいを誓ちかうよう。それまで、この村を出ていくのは待ってもらえませんでしょうか」

　それが本当に果たせると、この領主は本気で考えているのだろうか、とライスは疑いの目で領主を見た。領主は本気でそう信じているようだった。いつか自分の弟が正義に目覚めると、そしてオーファン国王と村人に忠実な立派な領主になることを。

　ライスの口からは、我知らずため息が洩もれていた。

「それでも、弟君が説得に応じなかったら？」

「ならば、理解してくれるまで説得を続けるだけです」

　今度は平然と領主の言葉を受け止めることができた。驚おどろきという言葉は、自分の心の中から消えてしまったに違ちがいない、とライスは思った。背中に羽根のはえた子供が手を振ふりながら、飛びさっていく情景がふとライスの脳裏をよぎっていた。

　何を言おうとも無む駄だだ、とライスはすでにそう悟さとっていた。神はこの男に類たぐい稀まれなる美しさを与えた。しかし、勇気とか決断力とか呼ばれるものを、その魂たましいの中に入れるのをお忘れになったのに違いない。

「最後にもうひとつ教えていただきたいことがあります」ライスはもはやこの会談を切り上げようと思い、領主の顔と夫人の顔を交互に見ながら、質問を切りだした。

「奥おく方がた様は噂うわさのとおり、魔ま物ものなのですか？　そして、領主様はそれを御存じの上で御一いつ緒しよになられたのですか？」

　領主ははっと息を飲み、うつむいてしまっていた。そして、一度だけ苦しそうにうなずいた。そのあいだ中、ライスは領主夫人から視線を離はなさなかった。夫人の表情は、たとえそれが仮のものであれ、ライスの目には悲しげに写った。

「わたしが、もしも人間だったなら、この人をこんな苦悩に会わせずにすんだはずです。しかし、わたしは残念ながら、人間には生まれませんでした。しかし、この人を愛する気持ちに偽りはありません。わたしにはこの人が必要なのです。そして、この人もわたしを必要だと言ってくれています。わたしは、この人と離れるつもりはありません。もし、それを強制しようとする者があるならば、わたしは命をかけて戦うつもりです。それだけは、御理解いただきたいと思います」

　夫人の声は冷たく澄んでいた。だが、邪じや悪あくな意志は感じられない、とライスは思った。ただ、彼女の決意だけは間違いなく伝わってきた。

　その意志の強さが領主にもあればいい、とライスは願わずにはいられなかった。しかし、それは心の中でとどめ、失礼なことをいろいろと申し上げました、と別れの挨あい拶さつをふたりに送った。

　ライスの心も決まっていた。この領主ができないことを、自分が代わりに成しとげようと。領主の弟をこの手で倒そうと。

　そして、椅い子すから立ちあがり、ライスは領主夫妻に背中を見せた。すかさずバートランドがやってきて、玄関まで誘ゆう導どうしようとライスの前に立った。ライスはおとなしく彼に従った。

　玄関までやってくると、バートランドは扉とびらを開き、戸口で恭うやうやしく頭を下げて、そのまま畏かしこまった。ライスも無言で、一度だけこの従者に対して頭を下げた。それから、玄関の扉をくぐろうと、バートランドの目の前を通った。

　と、ぼそりと横合いから声がかけられた。

「わたしは御当主、イールナム・バーシェット様に仕えているのではなく、バーシェット家そのものに仕えている。バーシェット家の一員ならば、誰だれであれ守らねばならぬ。当主よりの特別な命令がないかぎりな」

　ライスはその場で立ちすくんだようになり、次の一歩を踏ふみだすことができなくなっていた。今の言葉が意味することは、すぐに分かった。

「覚えて……おきましょう」

　それだけを言うのがやっとで、ライスは目の前が真っ暗になる思いにひたりながら、領主の館を後にした。
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　宿屋まで帰る途と中ちゆうで、ライスはリーライナに出くわした。

　彼女もライスを見つけた様子で、怒いかりに眉まゆを逆立てながら大おお股またで近寄ってきた。ライスは胃のあたりが痛くなるような気分に襲おそわれた。

「いったい、どこに行ってたのよ」

　ライスから五歩ばかりのところまでやってくると、リーライナは立ち止まり、そして非難の視線を彼に浴びせかけた。

「領主の館にだよ」

　ライスは答えて、リーライナのところまで歩みよると、彼女をうながし並んで広場への道を戻りはじめた。

「分かっているわよ」リーライナの機き嫌げんは最悪だった。「なんでひとりで勝手に行ったりしたのよ。危険じゃない。万が一のことがあったら、どうするつもりなの」

　ライスは何も弁解せず、素直にリーライナに謝った。

「分かれば、いいけどさ。それより、あなたと別れてから、何があったと思う」

「何があったんだい？」

「噂うわさのファリスの聖せい戦士に会ったのよ。彼は領主の弟の演説を聞きにやってきて、すました顔で拍はく手しゆを送っていたわ。邪じや悪あくな魔ま物ものに魅み入いられた領主を許してはならない、あなたこそ新領主にふさわしいとか言ってたわ」

　そして、あの聖戦士の目は節ふし穴あななのかしら、と吐はき捨てた。

「まさしく、節穴だな。領主の弟の正体も知らずに」

「正体って？」

　ライスは、領主の館であったこと、聞いたことを残らずリーライナに語った。

「……信じられないわ」さすがのリーライナも、それだけを言うのがやっとの様子で、それ以上話を続けることができなかった。

「領主の弟もだけど、領主自身もそれにバートランドとかいう従者も最低ね」

　そして、リーライナはなんだかこれ以上、関わりあいになるのが馬ば鹿かみたい、と愚ぐ痴ちをこぼした。

「でも、仕事だから仕方がないわね」

「仕事だからじゃない。このままだと、この村はたいへんなことになってしまう」

　ライスは、それだけが心配だった。領主夫人は魔物なのかもしれないが、今のところ何の危害も及およぼしていない。自分の目で見た感想では邪悪な怪かい物ぶつのようには見えなかった。一方、領主の弟は、確実に村人を不幸におとしいれるだろう。しかし、村人は領主夫妻を追放することを求めている。

　領主がいなくなれば、当然のように弟のジェルが跡を継つぐことになるだろう。闇やみ司祭とも呼ばれる暗あん黒こく神しんの司祭が村の新領主になるのである。それだけは、何としてでも阻そ止ししなければならなかった。

「どうする、ライス？」

「オレは、領主の弟を、あの暗黒神の司祭を倒すつもりだ」

「誰だれも歓かん迎げいしないし、何ひとつ得にもならないわよ」

「それでもかまわない」

　その言葉を聞いて、リーライナは小さくため息をついた。

「いいでしょ。あなたの願いは、すべての人に幸せをもたらすことだったわね。あたしには、それが傲ごう慢まんな考えとしか思えないけど、そんな信念を持っている馬鹿がいることが、嬉うれしくもあったのよ。だから、一いつ緒しよに旅しているんだったわね」

　そして、リーライナは励はげますように、ライスの肩かたにそっと手をまわした。

「ありがとう、リーライナ。しかし、運が悪ければ、オレたちはお尋たずね者になってしまうかもしれないな」

「そうなったら、そうなったで、この国を離れましょう。仕事の方は、一からやりなおすことになるのが大変だけどね」

　そして、ふたりはチェペルとオスターの待つ、〈羊の蹄亭〉へと向かい、歩きはじめた。




　チェペルとオスターのふたりは、出てきたときとまったく同じ姿勢で、ひとりは古代書を広げたまま、ひとりはジョッキとたわむれるように、テーブルについていた。

「どう、怪かい物ぶつの正体は分かった？」

　リーライナが、皮肉っぽくチェペルに声をかけた。チェペルは、渋しぶい表情で肩をすくめただけだった。

「この古代書には、メデューサ以外の蛇へびの怪物は載のっていませんでしたよ」

「それは、とんだ無む駄だ骨ぼねだったわね。でも、メデューサとは違ちがうみたいよ。ライスの話では、領主はまだ生身だったそうだからね」

「なんだと、領主に会っただと？」驚おどろいてオスターが、ライスの顔をまじまじと見つめた。

　ライスはうなずき今までにあった話をして聞かせた。

「なんとも、あきれた話ですね」

　話を聞いて、チェペルは信じられないというように首を振ふった。

「まったくだわい」

　オスターもチェペルに同意するように、深くうなずいた。

　そして、ライスはふたりに自分の決意を語った。ジェルという男を倒そうと思っていることを。

　それには、チェペルが渋い顔をした。

「依い頼らいを受けた仕事は、ルファード司祭の護衛と聖せい戦士とやらの監かん視しでしょう。それ以外のことをしても、報ほう酬しゆうは増えませんよ。それどころか、お尋ね者になるかもしれないですって。わたしはオーファン王国を敵に回すつもりは毛頭ありませんよ」

「しかし、ジェルという男をこの村の領主にするわけにはいかない」

　ライスの真剣な表情に、チェペルは困こん惑わくの表情を浮うかべた。

「そんなことまで、わたしたちが面倒みる必要はありませんよ。村人は今の領主よりも、弟のほうがその地位に相応ふさわしいと考えています。領主の弟が、暗黒神の司祭であることを証明しないかぎり、村人の気持ちは変わらないでしょう。もちろん、わたしたちや領主が言っても、誰だれも信用しないに決まってます。本人が自ら暴ばく露ろする以外に方法はないでしょうね」

「領主の弟に乱暴されたという娘むすめさんが、証言に立てばのう」オスターが顎あご髭ひげをさすりながら言った。

「それができるぐらいなら、奴やつを殺そうとまで思いつめないわよ」リーライナが、オスターを激はげしくなじった。

　彼女の剣けん幕まくに押おされて、オスターは唸うなり声をひとつあげて、黙りこんだ。

「やはり、お尋ね者にはなりたくありませんね」

　チェペルはそれさえ免まぬがれるなら協力してもかまわない、とすこし譲じよう歩ほした。たとえ、自分が反対しても、ライスが強行するのが目に見えていたからだ。

「本当のことを言うと、それについてはあたしも同感。でも、ひとついい手を思いついたの」

「ほう、それは？」チェペルが身を乗りだすようにリーライナに尋ねた。

「この村には、ひとり厄やつ介かい者ものが来ていたわよね。表向きはその人の仕業ってことにするのよ」

「そうか聖戦士！」ぽんと手を打って、チェペルが言った。「確かに、ファリスの聖戦士なら、暗黒神の司祭を容よう赦しやするはずがない。それに彼らは魔ま法ほうの力で相手が邪じや悪あくかどうか知ることができる。わたしたちが、わざわざ証明する必要もないってわけだ」

「そういうこと。そして、わたしたちは聖戦士に力を貸してあげればいいわけよ」

「しかし、それって卑ひ怯きようじゃないかな」ライスは話のなりゆきに戸惑っていた。何だか、自分の決意が揺ゆらいでいくような気分になっていた。

「卑怯でもいいじゃない。あなたの目的はこの村の人々を不幸にしないことなのでしょ」リーライナは、これで決まりとばかり軽やかに立ち上がった。

「武器を取って、荷物をまとめましょ。成功するにせよ、失敗するにせよ、この村から立ち去ることになるでしょうからね」




　聖戦士を尋ねる前に、ふたりの人物に会わねばならない、とライスは決めていた。

　ひとりはルファード司祭である。彼には、依い頼らいされた仕事から降ろさせてもらうことを伝えねばならなかった。

　もうひとりは、大地母神の神官ミランディーである。放っておけば、彼女は領主夫妻を追いかけて、旅に出るかもしれない。彼女にとっては残ざん酷こくかもしれないが、ライスは領主夫妻が心からお互いを必要としていることを告げるつもりだった。そして、信しん仰こうに自分の想いを重ねていることも指し摘てきしなければならない。

　そこまでする必要はないというリーライナの意見を無視して、ライスはふたりの神官を順番に訪問していった。

　彼が予想していたとおり、ルファードは激げき怒どした。グードン神しん殿でんに報告するとか、おまえの行おうとしていることは破戒だとか、青筋を立てながらまくしたてた。

　ライスは黙って受け入れた。戒律を定めたのは人間なのだ。ライスは神殿に仕えているわけではない。あくまで、神に仕えているつもりでいる。それが神官というものではないか。しかし、ルファードは違ちがうみたいだった。

　だが、神しん聖せい魔ま法ほうを使える以上、彼はこのまま司祭の地位に留まりつづけるだろう。商売で儲もうけたお金で、高司祭の地位を得るかもしれない。それがこの男にとっての信仰なのだ。

　ライスは、最後にこれから自分たちがやろうとしていることをルファードに話して聞かせた。領主はこの村から出ていくことになるだろう。そして、暗黒神の司祭には、決して次の領主の座を与えるつもりはないことを。

　それを聞いて、ルファードの顔色は青くなっていた。何を言っていいかも分からないぐらいに狼ろう狽ばいしているみたいだった。

　ライスはとどめとばかり、うまく立ち回ればあなたがこの村の長になれることでしょう、とこのチャ゠ザの司祭に言った。単純なものである。それで、彼の怒いかりも狼狽も霧きりが晴れるように消えてしまった。そして、ライスたちに頑がん張ばれとまで言ったのである。

　ライスは頑張りますよ、と答えてルファードの雑貨屋を後にした。

　もうひとりのミランディーの場合は、話はもっと簡単ですんだ。ライスが領主夫妻の話を聞かせると、思わず涙をこぼしはじめたからだ。

　そこをすかさず、涙を流しているのは自分の心が痛むからでしょう。あなたは、領主を愛しているのでしょう。それでふたりを別れさせたいと思っているのではないですか、とライスは指摘した。

　ミランディーは、その指摘を一いつ旦たんは強い調子で退けた。しかし、信仰と自分の想いを取り違えてはならないと追い打ちをかけると、静かに胸に手を当てて神に祈いのりはじめた。

　その祈りが終わったとき、ミランディーは悲しげに微笑ほほえんで、あなたのおっしゃるとおりかもしれませんと、ライスに語った。

　ひどく後味の悪い思いが残ったが、結局はそれが彼女のためであると納得する以外になかった。

　そして、彼女の家を後にすると、次はいよいよファリスの聖せい戦士に会いにいく番だった。




　そのファリスの聖戦士は、名前をスナイブといった。

　彼は広場近くの林の中に、野営をしていた。ライスたちが会いにいくと、彼は穏おだやかな笑顔を見せて、歓かん迎げいしてくれた。

　悪い人間でないことはすぐに分かった。もちろん、至高神の信者である彼が悪人であるはずがないのだが。

「この街に冒ぼう険けん者しやがやってきているという噂うわさは聞いていた。ちょうど、こちらからお会いしたいと思っていたのだよ」

　スナイブは、そう言ってライスの手を握にぎった。

「もし、よろしければわたしに協力願いたい。もちろん、ささやかではあるが謝礼はさしあげるつもりだ」

　こちらが話そうとしていたことを、向こうから切りだされる格かつ好こうになり、ライスはふたたび罪悪感に陥おちいってしまった。

「謝礼など……。それより、あなたに話したいことがあってきました」

　そして、ライスは領主の弟に関する話をこの聖戦士に残らず伝えた。話を聞いているあいだに、彼の表情が険悪なものになっていった。

「それが真ならば」そして、話を聞き終えるなり、彼は腰こしからブロードソードを引き抜ぬき、それを太陽の光にさらすように高々と差し上げた。「その男は死をもって裁くしかない。魔ま物ものであるという領主夫人と同様に」

「領主夫人の件についてはすこし異論がありますが、ここでその話はよしましょう。とにかく、わたしはジェルという名の男がこの村の新領主になることだけは阻そ止ししたいと思っています。彼の心は歪ゆがんでおり、犯した罪は許されざるものだからです。ところで、あなたは人間の善悪を正しく見分けることができますね。魔ま法ほうの力によって」

「もちろんだとも。わたしは、神から力を与えられている。そして、その力を磨みがくために、こうして諸国を巡めぐっているのだ」

「ならば、その力で領主の弟なる人物を、そして魔物という噂うわさがある領主夫人を調べてみてください。邪じや悪あくであれば、共に力を合わせて戦いましょう。しかし、そうでない場合は、決して剣を振ふるわないでください」

「当然だ。神の意志に反する者をわたしは邪悪とみなす。そして、邪悪な者には正当な裁きを与えるのだ。そうでない者を裁く権利はわたしにはない」

「その言葉、信じます」

　ライスは微笑ほほえんで、もう一度、このファリスの聖戦士と手を握にぎりあった。それから、ライスは自分たちが、ある意味で彼を利用しようとしていることを正直に語った。それを黙っていることが耐たえられなくなったのだ。

　後ろでリーライナらが、あわてふためく気配が伝わってきたが、ライスはそれを無視することにした。

　スナイブはそのことをささいな問題だと、笑いながら認めてくれた。

「わたしたちは、至高神の法にだけ従っていればいいが、普ふ通つうの人はそうはいかんからな。邪悪なる者を倒すことが、この国では罪になるというのなら、わたしは喜んでその罪をかぶろう。もっとも、罰ばつを受けるつもりはないがな」

　ライスは頭を下げる以外になかった。この男の信念の強さが羨うらやましいと思った。自分で決意したことながら、まだまだ自分の中に迷いがあることが恥はずかしかった。できれば、人を殺さずに解決する方法を見つけたい、と考えている。

　自分も領主とあまり違ちがいはないのだ。本心を語れば、優ゆう柔じゆう不ふ断だんだとリーライナに責められるだろう。だが、もはや他の方法を模も索さくしている時間はなかった。聖戦士を巻きこんだことで、後戻りできなくなったのは間ま違ちがいない。

　矢は放たれたのだ。後は的に向かって飛んでいくしかない。
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　通りがかった村人に尋ねて、暗黒神の司祭ジェルは、村はずれの猟りよう師し小屋を仮住いとしているとライスたちは知った。そして、仲間が三人いるという情報も同時に得られた。おそらく、その三人もジェルと同じく暗黒神の信者だろう。

　村の東門を通りすぎて、さらにしばらく歩いたところに、小さな丸太小屋があった。外に立つと、小屋の中から人の談笑する物音が聞こえてきた。酒しゆ宴えんを開いているような物音だった。

「昼間から酒とは、まさしく歪ゆがんだ心の持ち主に相応ふさわしい」

　スナイブが巨きよ大だいな大剣グレートソードを正眼にかまえながら、ぼそりとそうつぶやいた。

「まったくですね」と、チェペルがすました顔で相あい槌づちを打った。

「家を燃やしてしまったほうが早くない」チェペルの皮肉を無視して、リーライナはライスに耳打ちするようにそっとささやきかけてきた。「なんなら、サラマンダーを召しよう喚かんしようか」

　ところが、その瞬しゆん間かんにスナイブの大声があたりに轟とどろいた。

「小屋の中にいる者たちに告げる。すぐに表に出てくるがよい、わたしは至高神に仕える聖戦士スナイブ、おまえたちが暗黒神フアラリスの信者であるとの話がある。その真偽を確かめたい」

「まったく聖戦士って融通のきかない人間ねえ」リーライナが苦笑しながらそう言った。

「これで相手に負けたりしても、神様は褒ほめてくださるのかしら」

「神は結果を問わないよ、その心の持ちようだけを評価してくださるんだ」

　ライスは戦せん斧ぷを握にぎりなおしながら、小屋の入口にじっと注目した。その扉とびらが外側に向かって、ゆっくりと動いたからだ。しばらくすると、扉は完全に開ききり、小屋の中から、三人の手下を従えて、領主の弟ジェルがその姿を現わした。

　ジェルは、さすがにオーファンの騎き士しらしく、立派な装そう飾しよくの施ほどこされた剣ブロードソードを手にしており、方形楯ヒーターシールドを携たずさえていた。身に着けている鎖かたびらチエインメイルも銀色に輝かがやいており、目の細かい鎖くさりが二重に編あみこまれていた。

　手下たちも完全武ぶ装そうだった。ブロードソードと小型の円形楯ラウンドシールドで武装しており、硬革鎧ハードレザーで身を包んでいる。しかし、ぎこちなさそうに身体を動かしているところを見ると、たいして剣の訓練を積んでいるとは思えなかった。

　敵は四人かと思っていると、その後ろからもうひとりの男が姿を現わした。その男の顔を見て、ライスは驚おどろきのあまり、手にしていたバトルアックスを落としかけた。

「バートランド！」ライスは、そう言って息を飲んだ。

　驚いたのは、彼がこの小屋にいたからだけではない。まさかとは思ったが、それは予期できないことではなかった。驚いたのは、精せい悍かんな彼の顔が、青黒く腫はれあがり、ところどころに裂れつ傷しようまで走っていたからだ。

　まるで拷ごう問もんを受けた直後の罪人のようだった。流れでる血の固まりぐあいから、それがたった今、受けたばかりであることが知れた。酒宴のように思えたのは、このマイリーの神官戦士に暴行を加えている騒ぎだったに違ちがいない。おそらく、彼は一度も抵てい抗こうしなかったに違いない。だから、ジェルたちの笑い声だけが聞こえてきたのだ。

「おまえたちが来ることは予想していた。しかし、ファリスの聖戦士殿どのまでご一いつ緒しよとはおそれいった。先程、一緒に領主を打倒しようと誓ちかったのは、噓うそだったのですかな」

「噓だったのか、だと」その言葉に、スナイブの顔が怒いかりで紫むらさき色いろに染そまっていった。「ファリスの信者は噓などつかん。領主は領主で打倒すべき人間だ。しかし、貴様がもし噂うわさどおりにファラリスの神官ならば、先に倒さねばならないのが貴様であるというだけだ」

　スナイブの怒りの言葉を、ジェルは不敵な笑いを浮うかべて受け流した。

「ここには誰だれも村人はいない。ゆえに真実を申し上げよう。いかにもわたしは、暗黒神フアラリスの司祭だ。この村の領主になったあかつきには、この王国における高司祭の地位を約やく束そくされている。わたしは、この村を手始めとして、オーファン全土に暗黒神の勢力を押おし広げるつもりだ」

　スナイブはこめかみのあたりに青筋をたてながら、それでも精神を集中させて何事か呪じゆ文もんを唱えた。

「汝なんじは邪じや悪あくなり」

　そして、大声を出して叫さけんだ。

「至高神フアリスの名において、裁きを与える」

「至高神フアリスの名においてだと、笑わせてくれる」

　ジェルはすでに抜ぬいていたブロードソードとラージシールドを構えながら、三人の手下に目で合図を送った。すると、申し合せたとおり三人の手下たちが、ジェルの前面に出た。一方、本人は二歩ほど後ずさり、丸太小屋の壁かべを背にする格かつ好こうになった。その隣となりには、鉾槍ハルバードを片手に握ったままのバートランドがいた。

「バートランドよ、バーシェット家に仕える忠実なる従者よ。奴やつらは、このわたし、ジェル・バーシェットを倒すと宣言しているぞ」

　バートランドは無言でうなずき、ハルバードを両手に持ちかえて、戦いの姿勢に移った。

「信じられないわ……」リーライナが腰こしからレイピアを抜きながら、そうつぶやいていた。

「あいつは本当に人間なの。ゴーレムだって、あれほど忠実じゃないわよ」

　ライスには、なんとなく分かる気がした。この男の信しん仰こうが、バーシェットの家系を守るという誓ちかいであることを。そして、その誓いのためだけに、この男が生きていることを。それは、彼の信念であり、信仰である。それを非難することは誰だれにもできないのだ。

　それから一いつ瞬しゆんの間をおいて、双そう方ほうが動いた。

　敵は三人の手下が、それぞれの剣を振ふりかざして切りかかってきた。それを迎むかえ撃うったのは、ライスとオスター、それにスナイブの三人だった。

　リーライナとチェペルは心持ち後ろに下がり、それぞれが魔ま法ほうをかけるべく準備動作に入った。ジェルも同じく暗あん黒こく神しんへの祈いのりをはじめている。

　いちばん先に呪じゆ文もんが完成したのは、リーライナだった。彼女は大地の精せい霊れいに命じると、もっとも手ごわそうなバートランドに向かって、〈転倒スネア〉の呪文をかけた。

　が、効果はまったくなかった。

「これだから、意志の強い奴って嫌きらいよ」呪文が失敗したのを知って、リーライナは思わず愚ぐ痴ちった。

　その間に、前方では一対一の戦いが三組できあがっていた。

　ジェルの手下は、たいした相手ではなかった。ライスもオスターも最初の一いち撃げきで敵に手傷を負わせていたし、スナイブにいたっては一刀のもとに切り捨てていた。

　が、そこにバートランドが凄すさまじい勢いで襲おそいかかってきた。そして、それに呼応するように、ジェルの暗黒魔法がリーライナを襲った。気合いをこめて突つきだされた闇やみ司祭の右腕から無形のエネルギーが発せられ、それがリーライナの胸を打ったのだ。

　小こ柄がらなリーライナは、たまらずに後ろに弾はじきとばされた。苦痛の悲鳴を上げながら、小さな胸を押おさえる。

　反撃とばかり、チェペルから〈光の矢エネルギーボルト〉の呪文がバートランドに飛んだが、これもバートランドにたいした傷を与えはしなかった。

「強い」チェペルが感心したような声を洩もらした。

「あんたが弱いのよ」リーライナが咳せきこみながら、そう文句を言った。

　バートランドは、巨大なハルバードを軽々と振りまわし、目の前の敵を倒したばかりのスナイブに切りつけた。

　ファリスの聖戦士は、その一撃をかろうじてグレートソードで受け止めた。双方の武器からは激しい火花が飛びちり、欠けた金属片のひとつが隣でバトルアックスを振るっていたライスの鎧よろいに突つき刺ささった。

　両者の力はまったくの五分といって差し支えなかった。だが、動きの俊しゆん敏びんさと戦士の技量としては、ややバートランドの方が勝っているように見えた。

　次のスナイブの一撃は、相手に難無くかわされていた。それに対する反撃は、スナイブの右脚あしをみごとに払い、スナイブの身体が血しぶきとともに宙に舞まった。

　ライスはその頃ころ、ようやく目の前の敵を倒したところだった。スナイブにとどめをさそうとするバートランドの動きを一早く察知し、その刃の下に飛びこむと、戦斧バトルアツクスをたてて相手の一撃を受け止めようとした。

　が、失敗した。斧おのに命中したバートランドの武器は、刃の曲線ぞいに滑すべり、ライスの脇わき腹ばらばらを打ったのだ。硬革の鎧よろいがぱっくりと弾はじけ、真っ赤なものが地面に飛びちった。

「ライス！」胸を押おさえながらうずくまっていたリーライナが、それを見て悲鳴を上げた。

「何しているのよ、チェペル。もっと頭を使った戦いをしてよ。光の矢だけが、古代語魔ま法ほうの呪じゆ文もんじゃないでしょ」

「人間と戦うのは、これが初めてなのですよ。最初から慣れた戦いができるわけないでしょう」

　めずらしくチェペルがリーライナに怒ど鳴なり返し、古代語魔法の呪文を唱えた。

「マナよ、不可視の楯たてとなれ！」

「レプラコーン、混乱の精せい霊れい。あいつの心をかき乱すのよ」

　チェペルがライスにやや遅すぎた感のある防御呪文をかけたのに続いて、リーライナもバートランドに〈惑いデストラクシヨン〉の呪文をかけた。今度は、精神を十分に集中させてからかけたので、なんとか敵の抵てい抗こうを上回ることができた。

「今よ、ライス」

　リーライナは叫さけんだが、脇腹の傷は思ったより深いようだった。内臓がはみでないように、右手で傷口を押さえ、ひたすら癒いやしの力を使っている。その代りに片かた膝ひざをついた姿勢から、スナイブが低い払いをかけ、さきほどのお返しとばかりバートランドの右足に傷を負わせた。

　弱い一撃ではあったが、相手の動きを封じるには絶好の効果があった。

　ライスはようやく腹の傷を癒しおえて、倒れこんだ相手の上から素速い攻撃を何度も繰くりだした。相手は自分と同じく神官戦士である。脚の傷を癒しの呪文で回復させたら、ふたたび敵は全力で襲おそいかかってくるのだ。

　しかし、そんな意図を見み抜ぬいたように、今度はライスに向かって、ジェルからの〈気弾フオース〉の呪文が飛んだ。

　呻うめき声を上げて、ライスは後ろに飛ばされた。しかし、ライスが時間を稼いでいたあいだに、聖戦士が立ち上がっていた。そして、強敵のバートランドをとどめようと、大剣で地面をすくうように切りかかっていった。

　地面を転げながら、バートランドはそれをかわしつづけた。だが、当初の狙ねらいどおり、足の傷を癒している暇ひまはまったく与えなかった。これでは立ち上がることができない。

　そのときだった。獣けもののように吠ほえる声が突とつ然ぜん、あがった。

　声の方を見れば、自分の相手を倒したオスターが、巨大な両刃の斧グレートアツクスを振ふりかざして、闇やみ司祭に突とつ撃げきしている光景が飛びこんできた。

「いいぞ、オスター！」傷の痛みも忘れて、ライスは快かい哉さいを叫さけんだ。

　だが、ジェルは戦士の訓練も受けているようだった。オスターの突撃を紙一重の差でかわすと、すれちがいざまにすばやく祈いのりの声を上げながら、ドワーフの背中に軽く手を触れた。

「おおっ、目が、目が見えん」

　オスターは叫び声を上げて、左手で両目をこすった。しかし、それで魔ま法ほうの力が失われるはずがなく、彼はそのまま地面に足を取られ地面に転げた。その先にはジェルたちの仮住いであった猟りよう師し小屋があり、その丸太の壁かべにしたたかに頭をぶつけ、彼はぐったりと動かなくなった。

　ライスはようやく傷を癒して、戦える態勢を整えた。

　状じよう況きようを確かめてみると、スナイブとバートランドが全力で戦っている。オスターは小屋の手前で倒れたままぴくりとも動かない。チェペルは、次の呪文を何にするか迷っている様子だった。そして、リーライナは──

　彼女は果か敢かんにも闇司祭に向かって、レイピアを構えて突進していた。もっとも、彼女も戦士の技量がまったくないわけではない。ただ、敵の実力が分からない以上、危険な賭かけであることは間ま違ちがいない。

「チェペル！　しっかり援えん護ごしてよ」

　リーライナは後ろを振り向くこともなく声を上げて、鋭するどい突つきをジェルの胸を目掛けて見み舞まった。

「何をしている、バートランド！　オレを守らんか」

　彼女の勢いに押されて、ジェルはそう叫びながら後ずさった。

　リーライナはまったく攻撃の手を緩ゆるめず、ジェルを小屋のところまで追いつめていった。チェペルから援護の〈光の矢〉の呪じゆ文もんが飛んだ。マナが発する閃せん光こうは、ジェルの左腕を直ちよく撃げきした。傷のため、楯たての重さに耐たえ切れず、その腕がだらりと下がった。

　リーライナはその隙すきを見み逃のがさなかった。ひとつフェイントを入れたあと、レイピアの払いを相手の首筋をめがけて見舞った。

　が、間かん一いつ髪ぱつのところで闇司祭は屈みこみ、その攻撃を逃れた。それでも、レイピアの刃は領主の弟の頭に命中した。だが、レイピアの細い刃とリーライナの力では、それが致命傷になるはずがなかった。しかも、悪いことにリーライナの態勢は、完全に崩くずれていた。

「よくも、やってくれたな」

　怒いかりに燃えて、ジェルは暗黒魔ま法ほうのルーンを唱えて、右の手を彼女の肩かた口ぐちに押おし当てた。

「きゃあ！」

　リーライナが悲鳴を上げて、一歩二歩と後ずさった。そして、硬こう直ちよくしたように身体が動かなくなった。

「いかん！」

　ライスはバトルアックスを構えて走った。

　が、間に合うとは思えなかった。ジェルはとどめとばかり、狙ねらいすましたブロードソードの一撃をリーライナに加えようとしている。

　そのときだった。

　それまで身動きひとつしなかったオスターが、意識が戻もどったらしく、突とつ然ぜん、暴れはじめたのだ。

「目が、目が見えんぞい」オスターは立ち上がろうとして、ふたたびバランスを失って倒れた。

　その倒れた先に、ジェルが立っていた。

「うおっ」ふたりは悲鳴を上げながら、もつれるように倒れた。

「だ、誰だれだか知らんがすまんの。今、ちょっと目が見えんのだ」

　状況を理解できていないオスターが、場ば違ちがいな謝罪の言葉を叫んでいた。ジェルは、起きあがろうとしては、暴れまわるオスターに阻はばまれてそれができなかった。

　こんな馬ば鹿かな話はなかった。しかし、彼が立ち上がるより前に、硬革ハードレザーの鎧をまとった戦士が、目の前に駆かけこんできた。

「このドワーフめ！」ジェルは怒りを込こめて、オスターの頭を蹴け飛とばした。

「うおっ！　謝っているではないか。ひどいことをするの」

　自分のほうが、よほどひどいことをしているのに、オスターはまったく気付いてもいなかった。

　ライスは、ジェルを見下ろすとバトルアックスを頭上高々と振ふりあげた。

「ファラリスよ、わたしの復ふく讐しゆうはまだ完成していないのだ！」ジェルが悲鳴にも似た、声を上げた。「なぜ、兄だけがかくも恵まれているのだ。わたしが唯ゆい一いつ望んだ野心さえも、かなえさせてくれないのか！　あの男に呪のろいあれ！　呪いあれ!!」
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　その言葉で、ライスは彼の魂たましいが歪ゆがんだ理由が分かった。しかし、それがもとに戻もどらぬことは、あきらかだった。

「チャ゠ザよ、この男に不幸をもたらすことを許したまえ！」

　そして、ライスはバトルアックスを力いっぱいに振り下ろした。何かが砕くだけるような音が響ひびき、ライスの両腕にも鈍い感触が伝わってきた。

「聖せい戦士！」

　まだひとり強敵が残っていることを思いだし、ライスは後ろを振り返った。

「すまん、逃にげられた」

　右腕を押さえてうずくまりながら、スナイブが申し訳なさそうに声を出した。

「傷を塞ふさごう」

　ライスは聖戦士のそばに寄っていって、治ち癒ゆの呪文を唱えようとした。

「いや、自分で治したほうが効果があるだろう」言うなりスナイブは傷口に左手を当てて、ファリスに祈いのり、癒いやしの魔法をかけた。

「あの男、おそるべき手て練だれだな。動きが早いし、小技もきく。しかも、あの体力でハルバードなどを使われてはな」

「あの男は、悪人ではありません。無理をして倒すことはありませんよ」

　スナイブも苦笑しながらうなずいた。そして、まだまだ修業が足りんな、と独り言を洩もらした。

「これから、どうします？」ライスはスナイブに尋たずねた。

「このまま、領主の館に行こうと思う」スナイブはそれがさも当然のことのように答えた。

「正気ですか」驚いてライスが尋ね返した。「わたしたちは、今、とても戦える状態ではありませんよ」

「オスターは目をやられているし、リーライナも身体が麻ま痺ひしてしまっている」

「ドワーフにかけられた魔法は、わたしが治せると思う」

　そして、ハーフエルフの方は時間が癒してくれるさ、と申し訳なさそうに言った。そして、相変わらず転がったまま、悲鳴を上げているオスターの方に近づくと、静かに目を閉じて神しん聖せい魔ま法ほうの呪じゆ文もんを唱えた。

「おお、やっと見えるようになったわい。世話をかけたのう」オスターは、ほっとため息をついて、まぶしそうに辺りを見回した。「おや、リーライナはどうしたんじゃ」

「敵の魔法にやられたんだ。時間がたてば治るそうだ」

　ライスはリーライナのそばによって彼女の硬こう直ちよくした身体をそっと抱かかえて、その場に横たえた。頭のところには自分のマントを折おり畳たたんで、枕まくら代がわりにした。

　その姿を見て、オスターはやはり玄関先の石段に最適な素材だと心の中でつぶやいた。

　いちばん荒い息をしていたが、チェペルはただひとり無傷だった。彼は、暗黒神の司祭の懐ふところを探って、その所持品を調べている。

「魔法の品を持っていればいいんですがね」彼はそうつぶやいていた。

　ライスはスナイブに本当にこれから領主の館に行くつもりか尋ねた。

「そのつもりだ。協力してくれると嬉うれしいが」

　その言葉は、暗に協力してくれずともひとりで行くとの意志が現われていた。

「報ほう酬しゆうをくれるというなら、考えてもいいですよ」

　チェペルが無責任な発言をした。闇やみ司祭の所持品から目ぼしい物が見つからず、やけになっている様子だった。

「報酬か。ささやかなものだが、これで納得してはくれまいか」

　スナイブは腰こしに吊つるした革袋を魔ま術じゆつ師しに向かって無む雑ぞう作さに投げた。袋の口くち紐ひもが解け、中から銀貨や宝石がこぼれおちた。チェペルは落ちた銀貨や宝石を拾いあつめると、ふたたび革袋の中に入れ、しっかりと口紐を結んだ。それから、その革袋を大事そうに懐に仕し舞まいこんだ。

「協力しましょう」

「チェペル！」

「いいじゃないですか、ライス。いずれにせよ、乗りかかった船ですよ。最後まで面倒をみるのが冒ぼう険けん者しやというものでしょう。それに、わたしたちは今回の仕事で誰だれからも報酬を貰もらっていないのですよ。これから、長旅になるかもしれないというのに、わたしたちの所持金がどれくらいあるか知っていますか」

　ライスはその場にうずくまって頭を抱えこみたくなった。しかし、あくまで現実しかみない彼の態度には、敬服しなければならないのかもしれない。

「オレには、あの領主夫妻が悪人だと思えないんだ」

　ライスはスナイブに向かって説得を試みた。

「領主の館に行くのはいい。オレもそうしなければならないと思っていたから。しかし、それは領主夫妻を倒すためじゃない。彼らにこの村から出ていってもらうためだ。領主夫人は魔ま物ものかもしれないが、何の罪も犯してはいない。ふたりの愛は本物で、ふたりを別れさせることは絶対にできない。だから──」

「だから？」スナイブの表情は厳しくなっていた。「魔物を許すことはできない。奴やつらはその存在自体が邪じや悪あくなのだ」

「あなたがたの教義ではそうかもしれない。しかし、教義は神が作ったものじゃない、人間が作ったものだ。それに盲もう目もく的てきに従うのは、狂きよう信しん者しやのすることだ」

「余計なお世話だな」

　リーライナが言ったとおり、この男はまったく融ゆう通ずうという言葉がなかった。それが分かると、何やら倦けん怠たい感かんが全身を襲おそってきて、ライスは深くため息をついた。

「……分かった。あなたの好きにするといい。しかし、ひとつだけ約やく束そくしてほしい」

「約束？」

「そう約束だ。戦いの前にも言ったと思うが、領主夫妻が邪悪な存在かどうか魔法で確かめてほしいんだ。もしも、邪悪な存在だと分かったなら、そのときはわたしも力を貸そう」

「約束しよう」

　スナイブはすこし考えてから、大きくうなずいた。そんなことがあるはずはない、という自信がその表情にはあふれていた。
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　ライスたちが、領主の館に着いたころにはもう日は暮くれかけていた。

　長い一日だった。しかし、まだ完全に今日が過ぎ去ったわけではない。十分に休養は取ったものの、麻ま痺ひ毒どくに冒おかされたリーライナをはじめとして全員に疲ひ労ろう感かんが漂っていた。元気なのはスナイブただひとりで、彼は魔物と戦えることを至高神に感謝すらしていた。

　明日を迎むかえることができるかどうか、ライスにはまったく自信がなかった。

　最初に異変に気がついたのは、夜目のきくリーライナだった。橋を渡っている途と中ちゆうのことである。

「館に明かりがついていないわね」彼女は怪け訝げんそうに言った。

　言われてライスも館の方を見た。彼女の言うとおり、館は暗く、しんと静まりかえっていた。もしかすると、バートランドから報告を受けた領主は、この村から去ったのかもしれない。

　それから、誰も一言も話をせず、ライスたちは領主の館にまで辿たどりついた。やはり、中に人がいるような気配はなかった。

「逃にげたかな」スナイブが悔くやしそうな声を上げた。「あの従者を逃したのは、やはり失策だった」

　チェペルも悔しさを表に出した。

「なんで、あなたが悔しがるわけ？」リーライナが、じろりと魔ま術じゆつ師しを睨ねめつけた。

「このまま領主夫人の正体を知ることができないのが、悔しいんですよ」

「あ、それなら何となく分かる」リーライナがかすかに笑みを浮うかべて同意した。

　そばで聞いていたライスには、まったく分からない考え方だった。

　門のかんぬきははずされたままだった。一行はスナイブを先頭にして、慎しん重ちように中庭を進んだ。そして、玄関の扉とびらの前に立った。

　スナイブは大きくひとつ息を吸いこんだ。

「領主殿はおられるか。わたしは、ファリス神に仕えるスナイブというもの。領主殿に面会を求めたい」

　しばらく待っていると、扉が内側からゆっくりと開かれた。そして、中から例のバートランドが姿を現わした。

「お待ちしておりました」

　彼の顔からは腫はれや痣あざなどは、完全に引いている。自分自身に癒いやしの力を使ったのだろう。

　スナイブがはっとして大剣グレートソードを抜ぬいたが、ライスはすかさずそれを制した。

「相手には争う意志はありませんよ」

　ライスは断言するように言った。根こん拠きよはまったくなかったが、自分が間ま違ちがっているとは思えなかった。

　スナイブもそれについては納得してくれたらしく、静かにうなずいて剣を引いた。

　そして、薄うす暗ぐらい室内にライスたちは案内された。

　客間には、小さなろうそくの炎ほのおが揺ゆらいでいるだけだった。そして部屋の奥おくの長なが椅い子すに領主夫妻が静かに腰こしを下ろしていた。隣で、リーライナがちょっと悔しそうな仕草を見せたのは、ふたりの美しさを認めたからに違ちがいなかった。

　本当にため息をつきたくなるような美しさであった。ろうそくの淡あわい光に照らしだされて、その美しさは神話の世界から切り抜いてきたように幻げん想そう的てきだった。

　最初に会ったときには、吟ぎん遊ゆう詩し人じんではこのふたりの美しさを伝えられないと思ったものだが、絵師や彫ちよう刻こく家かでも無理だとライスは心の中で付け加えておいた。彼の頭の中で、絵師と彫刻家が並んで頭を抱かかえていた。

　領主の顔は悲しみで曇くもっていた。そして、一いつ瞬しゆんのためらいを見せたあとで、静かに語りはじめた。

「わたしはあなたがたに感謝しなければならないのか、それとも悲しみを訴うつたえなければならないのか判断がつきません」

　あなたならどんな判断もつかないでしょう、とライスは心の中でつぶやいた。

「しかし、わたしたちがこの村に留まるべき理由はなくなったようです。わたしたちは、今晩中にこの村を去ろうと思います」

「そうはいかん」スナイブが腕うでを組みながら、領主に向かって言った。「わたしは領主殿とそして御夫人が邪じや悪あくな存在ならば、この場で討うとうと決意している。それを確認しないうちには、村から出ていかれては困る」

「勝手に調べるがいいでしょう」領主は寂さびしそうに微笑ほほえんでそう答えた。

「それでは、さっそく」そう言って、スナイブは神しん聖せい魔ま法ほうの呪じゆ文もんを唱えた。ファリスの信者だけに使える〈邪悪の感知センス・イービル〉の呪文である。

　ライスは息を飲んでスナイブの顔を見守った。と、その顔に焦あせりのようなものが浮うかびはじめた。

「そ、そんなはずは……」スナイブは呻うめくようにそう言った。「領主はともかく夫人が、魔ま物ものが邪悪でないわけがない」

「約やく束そくしましたよね、聖せい戦士殿」ライスがほっと胸をなでおろしながら言った。

　これ以上、争うのは絶対に避さけたいと思っていた。争いはやはり幸せをもたらしはしないのだ。大きな不幸を防ぐだけである。そして、その代だい償しようとして、かならず小さな不幸がもたらされるのだ。

　スナイブはうなずくしかなかったが、彼が混乱しているのはありありと分かった。

「なぜ、魔物が邪悪でないのだ」なおも、そうつぶやいている。

　魔物が邪悪だと決めたのが人間だからですよ、とライスは一言スナイブに告げた。

「さらばです、旅の方々。もはや会うことはないでしょう。わたしは人里から離はなれ、愛する妻つまと一いつ緒しよに暮くらすことにします」

「わたしたちも、この村から去ろうと思います」ライスも寂しげに微笑みながら、領主に答えた。「さようなら、わたしはあなたがたの愛を祝福しますよ。理解はできそうにもありませんが」

　そして、ライスは茫ぼう然ぜん自じ失しつという体ていのスナイブと、何かを言いたくてたまらなそうなチェペル、リーライナのふたりを急せきたてるように、領主の館を後にした。

　去り際に、バートランドがふとライスを呼びとめた。何事かと緊きん張ちようしたが、このマイリーの神官戦士は、ライスに向かって一言「世話になった」と告げた。ライスは、微笑みながら、彼にも別れの挨あい拶さつを送った。

　そして、街道まで出たあと、ライスたちはスナイブにも別れを告げた。彼はこれから王都ファンへと向かうといい、ライスたちはファンドリアを抜ぬけて、チェペルの故こ郷きようであるロマールに行く予定を立てていたからだ。

　そして、ライスたちは街道を南東へと向かった。まるで夜よ逃にげね、とリーライナが笑いながら言った。

「割のあわない仕事でしたね」チェペルがあくびをしながら、そう文句を言った。

　確かにドノバの村の人々は、誰も自分たちに感謝することはないだろう。「羽根頭」の名前は、ならず者集団として記き憶おくされるかもしれない。

「せめて、夫人の正体ぐらい知りたかったものですね」

　チェペルは、まだ不満そうだった。ライスの顔を横目で見て、非難の色をありありと浮うかべていた。

「あれは、ラミアだ」

　突とつ然ぜん、オスターがぼそりと言った。

「ラミアだって？」チェペルが、驚いたようにオスターを見下ろした。

「そうだ。上半身が人間の女性で、下半身が蛇へびだというのだろ。それに人間を心から愛することもあるという。そんな魔物はラミア以外にはおらんよ」

「いつ分かったの？」

　リーライナが不ふ機き嫌げんそうな声でドワーフに尋たずねた。

「確信したのは、さっき領主夫人に会ってからだ。ふたりの愛が本物だということがわしにも分かったからの」

「つまり、最初から目星はついていたってわけ」リーライナの声がじょじょに甲かん高だかくなってきた。「なぜ、言わなかったの」

「言おうとしたら、おまえさんに黙らせられたんだがの。それに、確信もなかったからの」

「確信がなかったからって、情報は何もないよりあったほうがいいに決まっているじゃない。そんなときには、あくまで発言するものよ！」

「そんなものかの」

　ドワーフは申し訳なさそうに頭を搔かいた。すると、彼の頭から青あお鳩ばとの羽根がひらりと落ちた。

「あたりまえでしょ。ほんと、ドワーフときたら悩天気なんだから」

　ライスはオスターの落とした羽根を拾いあげ、ドワーフの頭にそっと戻もどしてやった。

「いいじゃないか、リーライナ」

　そして、微笑ほほえみながらライスは言った。

「オレたちは羽根頭だろ。頭が空を飛んでたって、別にかまいやしないだろう」

　リーライナは、ライスの言葉にふと表情を緩ゆるめた。

「確かにそうね」リーライナは頭の後ろで両手を組みながら、大きく伸のびをした。

「人間と魔ま物ものの恋こい、兄弟の確かく執しつ、神の信しん仰こうと人の作った教義……今回の事件は、ほんと難しいことが多すぎたわ」

「しかし、魔物と人間が本当に愛しあうことなんてできるものですかね」チェペルがぶつぶつとそう言った。「案外、太らせてから食おうと考えているんじゃないですかね」

「さあね、それは分かりませんわ。あたしはまだ修業不足ですからね。それに、わたしは最初に言ったでしょ。恋愛問題には関わりあいたくないって」

　リーライナのその言葉で、一同のあいだからようやく笑いが洩もれた。

　ライスも、穏おだやかな気分になって、リーライナの肩かたにそっと手を置いた。

　そのとき、夜風がそよぎ、長い一日を終えた四人の冒ぼう険けん者しやを優しく包みこんだ。その夜風に打たれ、四人の頭に生えた鳥の羽根も、気持ちよさそうに揺ゆれつづけていた。
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　お待たせしました。『レプラコーンの涙』に続く、ソード・ワールド短編集の第二弾です。

　ごぞんじのとおり、この作品集シリーズでは、テーブルトークのＲＰＧ〝ソード・ワールド〟の世界をもとにして、そこでのさまざまな冒険をおもしろい小説として載のせていこうとしています。

　ただ、〝さまざまな冒険〟と一言でいっても、ほんとにいろいろなものがあります。テーブルトークのＲＰＧを日頃あそんでいる人たちにはおわかりでしょうが、単純な迷宮探検から、プロットで凝こりに凝ったシティー・アドベンチャー（都市冒険）ものまで、舞台も、空想の大陸の地上から、海、空、果ては異界まで、ありとあらゆるものが含まれます。そうした自由度、幅の広さが、今世紀後半のゲーム界での革命と言われるロールプレイング・ゲームの持つ強みなのですが、このゲームの小説となると、これまた千差万別、数限りなくいろんなものが考えられるでしょう。

　作品集（アンソロジー）と言うのは、花束のようなものでもあるので、そうした異なる彩いろどりを楽しめばよいという考えもありますが、このシリーズはそれを基本としながらも、各巻でちょっとばかり、それぞれの作品に共通するものを含ませることができたらいいななどと考えてもいます。

　たとえば『レプラコーンの涙』では、各作者に思い切りおもしろい物語を書いてほしいというのが編者の狙ねらいでしたが、これはある意味でゲーム性にそんなにこだわらず、ストーリー面のおもしろさを引き出してほしいということでもありました（もちろん、子細に読めば、ソード・ワールドのＲＰＧ世界が横たわっているのはまちがいないのですが）。さいわい、各作品とも作者の才量が存分に発はつ揮きされ、読者の方々にも好評をいただいたのですが、今度の『ナイトウィンドの影』では、それに加えて、もうすこしゲーム性を取り込こむという形にしてみました。

　もちろん、ここでのゲーム性というのは広い意味です。ＲＰＧ小説だからといって、背後にそのルール構造が透すけてみえるだけといった生硬な作品は認めるわけにはいきません。あくまで小説として読んでおもしろい上に、ＲＰＧをはじめとして〝ゲーム的な楽しさ〟が含まれていれば、いかにもソード・ワールド短編集にふさわしい形になるのではないかと考えたのです。

　というわけで、各作品にはそれぞれにゲーム性というのが、作者の個性として含まれています。蛇足になるかもしれませんが、ここでちょっとそれを書いてみましょう。

「ナイトウィンドの影」は、背景世界やキャラクターになじみのあるところから、いかにもソード・ワールドのゲーム小説という感じにみえます。もっとも、作品自体はそんなにＲＰＧ風の展開をするわけではなく（これをゲーム・シナリオでじっさいに行なったりするのはむずかしいでしょう）、むしろキャラクターのやりとりと純粋にそこで展開されるストーリーのおもしろさに目がむかうはずです。ナイトウィンドとダバールの名コンビは果たして、したたかなフォルク侯から宝を盗むことが可能なのか。では、ゲーム性はどこに？　実は、この作品自体が、コン・ゲーム（だましあい）といった性質を持っているのです。それと同時に、ソード・ワールドはもちろん、ＲＰＧにおける盗賊の行動といった意味でも、おおいにゲームの参考になるところが含まれているはずです。

　一方、「鏡よ、鏡！」は、いかにも〝決った！〟という感じのショート・シナリオを小説にした感があります。この作品から、自分でシナリオを組み立てて、冒険することもあるいはテーブルトークのファンなら可能でしょう。しかし、おそらく読者は読んでいるときには、そうしたゲーム部分よりも主人公たちドワーフやエルフに感情移入して小説を楽しんだことと思います。この作品は、短編小説とショート・シナリオをたくみに重ね合わせてあるところに特徴があるのです。これを読めば、ショートショートのオチというものとＲＰＧのマジック・アイテムの類似性に気づかれるかもしれません。

　ゲームと小説の重ね合わせということから、「神官戦士が六人」はもっと直接的なものでしょう。なにしろ、この作品は原作として、すでにシナリオ「神官戦士が六人」（『ユニコーンの探索』に収録）があるからです。これは題名が同じなのを見てもわかるように、登場人物も設定も、事件もまったく同一のものを扱っています。なら、シナリオが頭に入っているゲーム・ファンの人には、小説の方はあまり楽しめないのでしょうか？　ここが、ゲームのおもしろいところで、まったくそんな心配はないと保証しておきましょう。逆に、もしゲームをされているなら、そうした状況が頭にあることから、より小説の世界の細部が強化されて感かん銘めいが大きなものになるはずです。これはもちろん作者の才能によるところが大きいのですが、ＲＰＧなどではゲームと小説のお互いがそれぞれを補強しあう（相性がよい）からだと思います。

　と、いうわけで、今回はゲーム性を強調したと書きましたが、お読みになればわかるとおり、もちろんそうした知識なしでも楽しめるだけの、小説としてのおもしろさを各作品は備えていると思います。

　では、冒険の世界に──








ナイトウィンドの影






　ナイトウィンド（人間、女、22歳）

器用度18（+3）

敏捷度14（+2）

知力14（+2）

筋力10（+1）

生命力14（+2）

精神力16（+2）

冒険者技能　ソーサラー３、シーフ４、レンジャー１、セージ２

冒険者レベル　４

生命力抵抗力６

精神力抵抗力６


　武器：メイジ・スタッフ（必要筋力５）




攻撃力７　打撃力10　追加ダメージ５




ダガ　（必要筋力５）




攻撃力７　打撃力５　追加ダメージ５




　　盾：なし




回避力６




　　鎧：ソフト・レザー　（必要筋力５）




防御力５　ダメージ減少４




　魔法：古代語魔法３レベル　魔力５

　言語：（会話）共通語、西方語、下位古代語、上位古代語、東方語




（読解）共通語、西方語、下位古代語、東方語






　ダバール（人間、男、25歳）

器用度16（+2）

敏捷度17（+2）

知力９（+1）

筋力17（+2）

生命力13（+2）

精神力15（+2）

冒険者技能　シーフ５、レンジャー１、セージ３

冒険者レベル　５

生命力抵抗力７

精神力抵抗力７


　武器：ショート・ソード（必要筋力８）




攻撃力７　打撃力８　追加ダメージ７




　　盾：なし




回避力７




　　鎧：ソフト・レザー　（必要筋力７）




防御力７　ダメージ減少５




　言語：（会話）共通語、西方語、東方語




（読解）共通語、西方語、下位古代語






　フォルク・ブリード（人間、男、32歳）

器用度11（+1）

敏捷度15（+2）

知力12（+2）

筋力12（+2）

生命力15（+2）

精神力13（+2）

冒険者技能　ファイター２、セージ４

一般技能　キング（王）５

冒険者レベル　４

生命力抵抗力６

精神力抵抗力６


　武器：ブロード・ソード（必要筋力12）




攻撃力３　打撃力14　追加ダメージ４




　　盾：なし




回避力４




　　鎧：クロース　（必要筋力０）




防御力０　ダメージ減少４




　言語：（会話）共通語、西方語、下位古代語、東方語




（読解）共通語、西方語、下位古代語、東方語






　ダールス（人間、男、43歳）

器用度９（+1）

敏捷度14（+2）

知力16（+2）

筋力11（+1）

生命力13（+2）

精神力15（+2）

冒険者技能　ソーサラー５、セージ５

冒険者レベル　５

生命力抵抗力７

精神力抵抗力７

　武器：メイジ・スタッフ（必要筋力10）


攻撃力０　打撃力10　追加ダメージ０




　　盾：なし




回避力０




　　鎧：クロース　（必要筋力２）




防御力２　ダメージ減少５




　言語：（会話）共通語、西方語、下位古代語、上位古代語、東方語、エルフ語、ドワーフ語、ゴブリン語




（読解）共通語、西方語、下位古代語、上位古代語、東方語







鏡よ、鏡よ






　デュダ（ドワーフ、男、20歳）

器用度14（+2）

敏捷度８（+1）

知力９（+1）

筋力14（+2）

生命力18（+3）

精神力20（+3）

冒険者技能　セージ３

一般技能　クラフトマン（職人）５

冒険者レベル　３

生命力抵抗力６

精神力抵抗力６


　武器：なし




攻撃力０　打撃力０　追加ダメージ０




　　盾：なし




回避力０




　　鎧：クロース　（必要筋力３）




防御力３　ダメージ減少３




　言語：（会話）共通語、ドワーフ語、エルフ語




（読解）共通語、下位古代語、ドワーフ語






　ゲラン（ドワーフ、男、20歳）

器用度18（+3）

敏捷度11（+1）

知力14（+2）

筋力20（+3）

生命力25（+4）

精神力21（+3）

冒険者技能　ファイター３

一般技能　クラフトマン（職人）５

冒険者レベル　３

生命力抵抗力７

精神力抵抗力６


　武器：バトル・アックス（必要筋力20）




攻撃力６　打撃力25　追加ダメージ６




　　盾：なし




回避力４




　　鎧：ハード・レザー　（必要筋力13）




防御力13　ダメージ減少３




　言語：（会話）共通語、ドワーフ語




（読解）共通語、ドワーフ語






　バルン（ドワーフ、男、20歳）

器用度18（+3）

敏捷度12（+2）

知力13（+2）

筋力20（+3）

生命力25（+4）

精神力22（+3）

冒険者技能　プリースト２、シーフ１

一般技能　クラフトマン（職人）５

冒険者レベル　２

生命力抵抗力６

精神力抵抗力５


　武器：ショート・ソード（必要筋力８）




攻撃力４　打撃力８　追加ダメージ４




　　盾：なし




回避力３




　　鎧：ソフト・レザー　（必要筋力７）




防御力７　ダメージ減少２




　魔法：神聖魔法２レベル　魔力４

　言語：（会話）共通語、ドワーフ語




（読解）共通語、ドワーフ語






　リューク（エルフ、男、８歳？）

器用度18（+3）

敏捷度20（+3）

知力21（+3）

筋力３（±0）

生命力10（+1）

精神力19（+3）

冒険者技能　シャーマン１、ソーサラー１

冒険者レベル　１

生命力抵抗力２

精神力抵抗力４


　武器：メイジ・スタッフ（必要筋力１）




攻撃力０　打撃力６　追加ダメージ０




　　盾：なし




回避力０




　　鎧：クロース　（必要筋力３）




防御力３　ダメージ減少１




　魔法：精霊魔法１レベル　魔力４




古代語魔法１レベル　魔力４




　言語：（会話）共通語、ドワーフ語、エルフ語、精霊語、上位古代語、下位古代語




（読解）共通語、エルフ語、上位古代語、下位古代語







＊『神官戦士が六人』の登場人物データは、




ソード・ワールドＲＰＧシナリオ集『ユニコーンの探索』をごらんください。












ソード・ワールド短たん編ぺん集しゆう




ナイトウィンドの影かげ
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